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、快適空聞の創造グ
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広 島 県 立 歴 史 博 物 館

設 計 監 理 広 島 県 土 木 建 築 部 都 市 局 営 繕 課 ・佐藤総合計画

施 工 熊谷組・青木建設・鈴木工務庖共同企業体

市東 よりみる

強 電 九州電気工事

弱 電 中 国 電 気 工 事

発 電 機 三 菱 電 機

正 ｾ I 階 平 面 図 I 1000 

2  建築 と社会/ 1989年 IUI 号

昇 降 機 日 立 製 作 所

空 調 目立プラント建設

F 宝 丸 紅 設 備



所 在 地 福山市西町2- 4

敷地 面 積 5，48 1.00m
'  

建築面積 3，265 .66m
'  

延床面積 8，940 .63m
'  

構 造規模 S R C 、81 、2 F

工 期 昭和 62年 7 月一平成元年 3 月

最 寄 駅 J R山陽本線福山駅

撮 影 国際写真

当博物館の敷地は、福 山市のほぼ中心、 福 山城公

闘の一角にあ り、 J R福山駅北 口に隣接し、交通

の使利な立地条件といえる 。

博物館のメイン展示となる尊戸千軒町遺跡は、瀬

戸内の変進発展の歴史、中でも 中世の民衆史を語

るに欠く こ との出来ない文化遺産であり、こうし

た県の歴史的固有性を象徴する草戸千軒町泣跡を

核に、県の文化施設の中枢として機能 し、県の教

育 、文化の発展に 寄与する 個性泣か な、 特色のあ

る時物館 となる様全体を計画している 。 そのため

には、博物館の今までの r蔵』 としてのイメージ

と巡 った明るく開放的で快適な空間を パブリ ック

スペースに随所に配置することにより 、来観者に

親しみやすく 、かつ魅力あふれる博物館とするこ

とが必要であ りそ の主旨に基づき計画した 。

平面計画としては 、大きく開放的な l 、 211皆I吹抜

けのエントランスホールの上部には立体トラスと

トップライトでおお い、よりい っそう 外部空間 と

のつながりを 強調し 、今までの博物館に比べて 、

透明な光あふれる導入部が来観者を快適に 2 階の

常設展示室 まで導き入れる 。

又、 2 階 ロビーからは東側に福 山城、北側にふく

やま美術館 を望む こ とができる機計画している 。

2 階の常設展示室は 3 つの展示室から構成され、

中世・の生活史ー草戸千軒町遺跡のにぎわいと民衆

の詳しぶりーを笑物大の快型等で、ビジュアルに

体験する こ とができる 。 又 、 全図 的 にも ｬ ｾ ｬ 重な 中

世 の遺跡 を専 門的な 立場か らも 十分に鑑賞 でき 触

発されるものとな るであろう 。

その他 には l 階に特別企画展示室 、図普室 、研修

室 、地階には講堂 ( 300人程度収容 ) 、収蔵庫等を

配し 、博物館の機能 としては十分に満足しており、

将来的な収蔵物の増加 にも 対応でき る収蔵庫のボ

リューム とし ている 。

2 階J i f 戸千軒展示室 1  ，骨特別企印l展示室

3  



尼崎信用金庫本届

設計監理 日建設計

施 工 鹿 島 建 設

東市1外観

4  挫 築 と社会 / 1989<1' .1211¥;-
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A 面i:玄|刻

@  
配置 l  階 平面図 1500 

所 在 地 尼 崎市開明町 3 - 30  

敷地面積 3，966 . 93 m
'  

建築面積 2 ，33 1. 8 1  m'  

延床面積 16 ，034 . 55附

構造規模 S RC、RC、B2F、9F

工 期 昭 和62年 4 月一平成元年 3 月

最 寄 駅 阪神電鉄尼崎駅

撮 影 東 出 清 彦



新本庖ビルは、阪神地区最大、地域密着の大型信

用金庫としての体質強化と、 1央隆にな った現本庖

の建て替え工 ｾ ｊｊＭで本年 Ｔ 月にオープンした 。

建設地は、尼崎市域の南部、国道43号線と阪神電

鉄尼崎駅の 中間に位置する交通量の多い市街地で

ある 。この付近は近年の開発がやや遅れ活性化が

叫ばれている地域て¥新本庖ビルは街並みに強力

なインノ マクトを与えると思う 。

建物の配置は、西側が住居地域という法的制限も

あり、南側に本部機能の高層棟、北側に営業機能

の低層棟を配置し渡り廊下でつないでいる 。

エントラ ンスホール

外観は、アイポリーホワイトの外国産花関石本膳 この建物は、地域に少しでも貢献できるようにと

と高層棟のハーフミラーガラス入りのアルミカー いう姿勢で設計している 。

テンウオールが特長て¥明るく軽快さの中にも品 すなわち 「前面道路歩道のケヤキの街路樹と敷地

絡のあるファサードを構成している 。 内の地裁」、 「学童の通学路の為に建物をセ ッ ト

内部は事務所部分全てにタイルカーペ y トを数き、 パ y クさせて設けた南側lの歩道」 、 「保育所の図

室内環境を整えると共にア ンダーカーペ ッ ト方式 児はもとより近隣の人達にも開放して使用してい

で将来のイ ンテリジェント化の為の配線にも対応 ただける駐車場へのス ロー プ上部を利用して設け

できるようにしている 。低層線の500名収容の大会 た広場」 など、建物周辺のオープンスペースと縁

談室は 226 r，?: の電動移動椅子も設置していて、可 が、連物と共に街並みの構成に少しでも苦手与し、

動間仕切りにより大小の会談、講演に、ミニ・コ 周辺環境を生き生きしたものにしてくれることを

ンサートにも利用できる 。 願 っている。 ( 真崎南海男/ 日建設計)

会議室 ロビー ;子;' -業室

5  







高品質都市というフレーズが好きで士一

例えば、街のストリー卜がまるで、建築家たちのギャラリーのようになった都市。

あるし、は、ひとつの最先端ビノレの出現がきっかけで1

その街のライフスタイノレやキャパシティまで、プラスの方向に大きく変わった都市。

NIS S Oは、地球上の、世界のさまざまな大小の建設空聞をサ ポートしている '3Sシステム」を研究開発、商品化 。

足場、支保工、またはギャラリー・ スタンドやパビリオンなどの構造物として、すで、に世界の街の日常シーンとなっているほどで、す。

この3Sシステムを皮切りに、総合エ ンジニアリング企業NIS S Oが封切りとなりました。

大都市空間を劇的にデザイン したい、 NIS S Oは空間創造株式会社。

え' 1- エ え

Becaus e， We  Lov e 3 5 5 Y 5 T E M.  NIS S Oは技術提案型の総合エンジニアリング企業。35システムとは、ワンタッチ式のクサピによってパーチカ

J レ(建地材) とホ1) ゾンタル (水平材) を結合させ. 組立てる方式の仮設構造物ですL この機能、特長は、. 組立て、解体がカンタン& スピーディ。・組立て時、ハンマ 以外の

特殊工具の必要がない。・ 任意の形状や規模に自由自在、アンジュレーションの多い場所にも見事に対応。・ 各パーツは最小限にととまり、入手による運搬もOK。・保管

スペースも節約でき、小さな関口部からでもラヲラク搬入。・ 振動によるクサピのゆるみがない。・亙鉛溶融メッキによるすぐれた防鋪性etc。もちろん、 35システムと

は、 5caf f ol di ng (足場) 、5hori ng (支保工)、 5t ructure (t . 構造物) からネーミングしました。従来の仮設構造物は、足場は足場、支保工は支保工としてだけの役割をもった商

品でしたが、 35システムははじめから「足場J r支保工」、そして「構造物」にが舌用できる、いわば使用目的の徹底した均等化、システム化を実現。これは、革命的な出来事ですL

そして、 ' 88年4月、労働省. 脳 仮設工業会 . 建災防承認審査委員会による先進の承認骨蜘制予刊j度「仮設構造物等の安全性に関する承認規干程呈」適用の承認第 l 号に輝きましfたこ。

⑮ 目 ｆ 産岨叫Ｍ株Ｍ吋てｾＮＦＮＮＮＮｌ .叩本柑社 干 1叩日日京都…本橋蛎蜘附伽般胴蜘町町1ト-寸叫仲引1叩昨削Dか肘-寸1 T吐E乱一L 日閃似附附附3沢抑叩糊(ω価畑6印闘剛附附6印刷附B的仰)沼27町

R  栗 木 雷 社 :出t当3首 疋 品 沼 官j完2?吹J犯?台2結斜宮器2間おま慰問訪問問

・海外ネットワーク アメリカ/ 西ドイツ/ 鱒国/ 台湾/ シンガポール
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「まちづくり」の中の大切なキ} ワード

今、私たちの生活の中で 「まちづく り」 と この本は、米国の町並み保存運動を、歴史

いう 言葉を自にしたり、耳にしない日はない。 的建築物の保存にかかる税制優遇制度や、破

都市計画や建築とい った専門家のみならず、 壌の危機に直面した建物を市民運動グループ

あらゆる人にと って身近なキーワードである 。

とりわけ、最近の各雑誌では、 "オシ ャレ感

覚H 、 りj、粋なリゾート 。、 明ノスタルジィ

感覚。 、 、、歴史へのタイムトリ ップ。 、 、ウ

ォーターフ ロント H ・・・etcて・語られるファ ッシ

ョン指向で歴史的建築や町並みを扱 ったまち

づくりの様々 な事例を紹介している 。 まさに

古い住宅も倉庫も工場もすべてが、「まちづく

り」の中で、彼らのライ フスタイルを 刺激す

るステージと化していくよ うである 。 その背後

には、それらの仕掛け人の存在も感じられ

る。

我国の「町並み保存運動」については高度

経済成長期の社会の急激な変化に対抗する運

動として、また文化的価値、精神的価値を町

並み保存の中で見いだしていこうとする地道

な運動で、あっ たといえる 。いくつかの地域で

は、歴史的町並みを景観デザインや地場産業

の育成の中で、巧みに再生、保存、発展させ

ている例もある 。

が買い取ってしまうヴォルヴィング基金など、

著者が米国で実際に見聞きれ、数多くの人々

との出会いの中で 「まちづく り」 という現場

町並み保存運動 .  

hjijil ln U.S.A E  

I 料 開弘 目

の圃
Ef 

町並み保存運動

in U. S. A.  

矢 作 弘 著

学 芸 出 版 社 1989年 4月刊

四六判 256頁 定 価 時48円

の生きたルポであり、事例紹介が盛りだくさ

んの内容となっている 。

歴史の比較的浅い米国においてでさえ、建

国以来のまちの姿は大きく変化しつつある 。

自由に発想し、どんどん新しいものを取り入

れ、合理的に物事をすすめて い く風土にして

は、 一見似合わぬよ うな こだわり 。それは、

田 中 直 人

新しい国であるからこそ大切にしていこうと

する歴史的なものに対する謙虚な優しさかも

しれない。

具体的な事例紹介の中で登場する人物のイ

メージがリアルに表現されているので、読み

物として面白いが その中でもし っかりとそ

れらの制度の創生きれる背景を、経済的、法

律的な視座から支えている 。比較的 「町並み

保存」の 問題を、環境デザイ ンとりわけ、景

観デザイ ン的視点から把えることの多いかも

しれない建築関係者にとって、多いに参考に

なることと，思う 。

最初に紹介した最近のまちづくりのトレン

ドは、そこに生きる市民の生活からというよ

り、企業の戦略というニュアンスが多〈感じ

られる 。新しいものを造るだけでなく、古い

ものを活用するという視点は大切であり、そ

の中に新しい生活の機能やスタイルを創り出

すことは当然必要かもしれない。しかしなが

ら、 「町並み保存運動」という「運動」の意

味も、また 「まちづくり 」の 中では大切なキ

ーワ ー ドという気がする 。

( たなか なお と/ 神戸市開発局計画課主査 )

六人家族2 1具 楽 部と日本人

短評 3 題

中国については、最近、情報としては色々

と見聞する機会も増え、実際の経験がなくて

も多少はイメ ージが把めているつもりであ っ

た。 しかしこの本はそんな表面的な中国感な

ど簡単に飛んでしまう程生々しい迫力をも っ

ている 。我々が当り前に考えて いる事が通用

しない所の方が世界中には多く、そ の苦労も

多少は知 ってはいるけれど、長沙とい う殆ん

ど知られぬ土地で生活された著者のみならず

御家族の勇気というかバイタリティには、た

だ感服するばかりである 。それにしても 著者

の云う、 「生活感も価値感も違う長t少の生活

は本当に人間 っぽく、ごく普通の中国であ っ

た。それに較べて日本は・・・」。今の日本の姿

をふりかえ ってみる好材料でもある 。

六人家族の中国ノート一一長沙で知った庶民の生活

中岡義介+ ファミ リー著

学 芸出版社 1989年 3 月 刊 四六判 270頁 定価 1800円

. 国

! イ

! 卜

昨今の建設投資の大幅増加の状況は、大規

模なビルから住宅に至るまですさまじい建築

ブームを引き起こしている 。 また専門雑誌の

みでなく、殆んどあらゆる雑誌でファ ッショ

ン ・流行とい った見方で種々の建物が紹介さ

れ、人々の関心や建設立、欲をあお っている 。

しかし一方では、建設の機会が増えるにつれ、

夫々の悩みやトラブルも増えているのも現実

のようである 。当警はこれらの悩みや疑問に

答えると共に企画から建設にあたって設計事

務所がどの様な役割 を果た すかをわかりやす

く説明している 。仲々理解されに くい 、設計

事務所 ・施工会社の役割l の違いも本書を読む

ことにより理解出来、設計者にと って も強い

味方の著作である 。

建築設計事務所の活用法 Q & A

七星建築懇話会著

学 芸出版社 1989年 6 月刊l 凶六'f'.j J 256頁 定価 1700円

伊 藤 郁 郎

学校の「クラブ」活動からネ オン輝< r ク

ラブ」 まで広範囲に使われている 言葉 「クラ

ブ」 ・ 「倶楽部」 ・ rCL UBJo r倶楽部とは

西欧の rCL UBJ をモチーフとしつつ、明治

初期の我国で発明された、娯楽享受を 目的に

人々が集合する都市施設である U との主張を

もとに、その起源と系譜をたどり確認しよう

と試みた小論である 。若い著者の作であり 、

大阪に関しての内容が中心であるが、日本建

築史、都市大衆文化史の点からみ ても面白く 、

とくに昭和初期の「建築と社会」の内容が紹

介されている点からも興味を惹かれる内容と

なって いる 。

(いとう ・いくお/ 部評笹口・ 日強設計)

倶楽部と日本人一一人が集まる空間の文化史

橋 爪 紳 也 著

学芸 出版社 1989年 3 月 刊 四六判 240頁 定価 1854同

住集 とI t 全/ 1989年1211' ，; - 9  
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不流一過剰消費社会・商業主義 l個徹一心奥感衝動実作

'"・・圃

ミく

認搬の場 ｾ ｬ ｩ されたピンの 中 にあるテープには

12 姐擦 と社会/ 1989'ド1211¥;



ニューコロ ンブス ? グネ ッ トのテープノレでは

個に徹しようとするデザイナーにと って、論理性や想像力だけで

は、自分の内側から出てくる 実感を表現 したことにはならないと思

う。心の奥底にある衝動( 思い) を意識の中に取り込むことができ

たとき、つまり 意識の部分と無意識の部分 とに 結びつきが体験でき

たとき、はじめて自分が生 きているという 実感が見え てきます。

この外的な空間と内的な空間との区別が、あいまいになるとき、

つまり内と外が、ひとつになるとき 、私は「喜びJ に近いある種の

芸術体験ともいえる 空間に心を充実させられるのです。枠組の中で

自分を生かそうとしたり、日常の空間の中を流されて生きていると

適応する能力が主にな って、 心のエネルギーが一方向にばかり流れ、

自分の本当の欲求がなかなか意識にあがってきません。

自分の、いちばん深い所で感じている 「思い」を現実の 中にとり

込むことができるためには、個に徹しようとする生き方によっての

み可能ではないでしょうか。

このあり方は社会や企業にとっても適応されるアイデンティテー

だと思います 。 とくに現代の経済基繋から生みだされた価値観では、

自分の中にある不完全な部分がl培くて見えにくくなっています。

個を大切にする人間関係、の場をなくした閉じられた 空間( 都市)

では文化は生まれないと思います 。文化は行政や大企業の都合でつ

くるのではなく、限に見えない人々の共通感情が集合的無意識 とし

余暇 りん ご シンプノレなさE ボ トル

て、あがってこないかぎり 生 まれるものではありません 。

そのためにもデザイナーは 、過剰な消費社会の 中での商業主義に

流されることなく、現代社会の矛盾や自分の内面の否定的な部分に

向き合うことによ って、自我のカを強めなくてはなりません 。

個は、同じ意識を特つ仲間を 真剣に見い出そうとしています。そ

れは個性を自分自身の中で認識することができるからです。

違った分野の人々と新たな関係、をもつことによって、世紀末のデ

ザインに普通性をも たせることが出来るのではないでしょうか。

( パッ ケー ジデザイナー ・長谷川晶一 )

長谷川晶一( はせがわ しょういち)

1936年 大 阪 生 れ

1955年 沢村デザイ ン研究所

1963年 長谷川 品ーデザイン事務所開設

1966年 パ ッケー ジング展通産省工業技術院長賞受 賞

1980年 日本のパッケージングニューヨーク展銀賞受賞

名古屋デザイン博'89日本パッケージデザイン協会展特賞他受賞歴多数

長谷川品 ーデザイン事務所

〒541 大阪市中央区平野町 4-6- 12 T E L 06- 231- 6372 

旅行用パーソナルケアセ ッ ト ンセンプーや リ

ンスなどまとめてシャワーやフ y クにかけて

ニュー弁当 箱 趨耐熱捌製 容 世話 をオープン ・

レンジで 1且める T V ディナ一 的 発怨の弁 当箱

オ リオンCI TY 箱の 中はオリオ ン皐座
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建 築 確 認 支 援 シ ス テ ム の 開 発

国の高度情報化施策の推進

平成元年度建設白書は「情報基盤整備が新たな

社会資本の整備になる j という考え方をもとに、

建設省の所管行政の高度情報化施策を推進すると

している 。今回のテー? である 「建築確認支援シ

ステム 」は、 「住宅 ・建築」分野の情報システム

の一部であり、 「住宅生産データベース J 1公営

住宅管理データベース 」 と並んで現在準備中 ・研

究中である 。 またその整備目標は 「多様化してい

く国民のニーズに迅速かつ的篠に対処すること及

び建築行政をより高度化、効率化していくこと 」

である 。建設省は本システムの開発計画について、

平成 4 年度実施を目途に進めている 。

以下、その開発に至るまでの背景、概要、進捗

状況、検討している内容等について述べる 。 ( 各

年度開発計画については、本誌1989年 9 月号の89

ページ参照 )

建築業界における C A Dの普及と問題点

最近の建設業界における C A D (Comput er  

Ai ded Desi gn， Draf t i ng .. .. 設計 ・製図支援用

のコンビューターツール) は、ハイテク技術を駆

使したもので、今までできなか った設計等におけ

る7 ニュアル部分の一部を代行するまでに成長し

てきており、ルーチンワークや複雑膨大な業務等

を迅速にしかも確実に遂行し、さまざまな面で活

躍しはじめている 。

一方、現状となると(、建築設計は意匠、構造、

設備、積算等とい った専門分野に分かれ、設計事

務所が多〈存在する 。施工は建設業法の分類で28

業種もある 。設計、監理、施工によりー建築物が

完成に至るまでには図面を含め相当な情報のやり

取りが行われている 。 このように民間同士でも建

築物の綾雑 ・巨大化に伴 って情報の迅速かつ正確

な流通が欠かせないものとな ってきている 。 この

情報流通の中に、 C A Dによる情報がどこまで通

用するか ー 。 これは建設業界の一部で個々に発

展し、規格 ・仕様等が不統ーのままであるためら

しい。 また、現状の C A Dは建築設計に十分利用

できるソフトやハードが機能性、操作性や採算性

等に問題を残し、弱小事務所にはあまり普及して

いないと聞く 。 このままでは、将来において、建

設業界への健全な普及が図れない状況になりつつ

あることが分かつてきた 。

建築確認行政の O A化の意義

は、時の社会的対応に沿 って絢lかく規定 ・措置を

定めているので、申請側は手続き業務がいつのま

にか煩雑、膨大化し、振り返ると設計業務量の何

割lかを占めるまでにな っている 。 しかも、その業

務の中にはルーチンワークが多い 。確認申請等の

法的手続きを主たる業務とする設計事務所が存在

していることも、そのことを裏付ける 。

一方、行政側においては建築物の大規模化 ・複

雑化により申請書類が膨大になり、保存ス ペース

問題も深刻化し、書類審査の迅速化や的確化が社

会要請にな ってきている 。 このように官民ともに

問題を抱えている現状を踏まえ、両者の高度情報

化を行うためには、建築確認行政を軸に O A化を

計ることが最も意義のあることである 。前述の C

A Dの現状から考えても、チ ャンスでもある 。 ま

た、全国に数f J lJ ある特定行政庁における縦認業務

の O A化の限界も、共同開発により打破できる見

通しがつくと思われる 。

建築確認支援システムのイメージ

本テーマを具体的イメージで紹介すると、 図 1

となる 。 これは、全体イメージの検討用として作

成されたイメージ図である 。 フローを簡単に説明

すると、 ① で申請側がフロ γ ピィディスク等の' 屯

子的媒体 ( 以下 F 0 ) で提出し、 ② で行政側11が受

理し、 IA事務処理システム 」 を使い各台帳フ ァ

イル等を作成し、メイ ンコンビュ ーターに登録す

る。つ ぎに⑦ で I B審盗支援システム 」 を使い、

審査検討扇面、審査結果表、法令等データへース

( 以下 oB ) 等の支援により、建築主事が頭11尚で

確認審査を行う 。 そして、その都度の訂正、中断、

① 確認申請

国 t E
事情寄与4・

国 ⑬提出

且 訂正帽

NO  

。訂正字頁審査

完了等の事務処理をコンビューターが行うとい っ

たイメージである 。 F D提出については、現行と

の併用も暫定処置として考えている 。 ( 0 A化後

に現行申諮舎が提出された場合は、行政側で手入

力必要)

A B二つのシステムについて、もう少し説明す

る。 IA事務処理ンステム」 とは、 「生きた公文

書の管理」すなわち、 l時即時点で茎} 類の持つ性格

が変わ っていくことに対応した事務処理と、それ

らの情報分析による建築行政への積極的利用であ

る。 また、 I B審査支援ンステム」 とは「建築主

:t J1 - が行う技術的判断の援助 j すなわち申請図書内

容の法令等適合性判断と法令等解釈を迅速化、正

確化するための援助である 。 また、その開発のた

めの努力とその結果として法令等が徐々に整理さ

れることも意義がある 。 これら二つのシステム開

発をいかに 短期間で行うかが、今後の与えられた

課題である 。

開発体制

このシステム開発にどのように取り組んでいる

かを紹介すると、 図 2 のようになる 。 これにより、

開発委員会が建設業界からも参加していただいて

いること、およひ税13 e 協議会は建築行政の笑際の

運用者て¥ユーザーの立場である全国の特定行政

庁が参加をする体制であることを理解してもらい

fこし、 。

開 発 協 議 会

全国 284特定行E刻T

( 元年度は57特定行正却〒)

建築確認支援システム開発の努モ先 日本建茶センタ

;  開発委員会( 学制訴時、建築研究主折、消F析 ‘ 鵠 十 :

i  経工業界行ｩＱｪＨ，ｾ耳鼻音建設省、特定行 ｅ 却 ｔ 代表Ｉ

図 2

一般に設計内容は、図面というメディアを通じ

て、その建築物が完成に至るまであらゆる関係者

に情報伝達され処理される 。法令の規定による手

続き業務も、その情報伝達の一つである 。行政側 図 1 建築確認の支援システム化イメージ図 建築確認支援システム開発の委託先 日本建築センター
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表 1 i審査支媛システム」のためのチェ ック項目 表 2 l e獄事項

審査チェ

チェ ック内容 申請曾

チェ ック内容を図書より

ンク項目 得ている図而の極類

図書の

明示すべき事項、

審査のための表

階の判定

.  J也上踏の| 指数算入に関する取扱の確認

*  
断面図、矩計図、平面図

.  J叫; 皆の| 指数持入に関する取扱の確1 a .

種 類

示項目

各 階 指j沢

面積の判定

- 匙築耐i'm入に関するの取扱州問、

*  
平面図

- 床面積t ) : 入に関するの取扱の係官2

平面図 方位

問問見り

用途の判定

- 主要用途の法令での取扱の判定

*  
平面図

Ｍ工場業 Ｑｩ 長調査 の添付内容のｾｾ倍、

各室の用途

壁の{ 立也及ひ穏

幸子千i陸干 Ｍ 法定容符 ｴｾ ド側支の判定
*  

平面図、求柿図、求手i't-表

矧

筋かいの位置及

建ベい率 - 法定挫ぺし、哨且度の判定

*  
平面図、求獄図、求手 Ｑｾ ｦＢ表

ぴfA郊i( 木造)

通し柱 (木造)

. 1極住居専用I似或の最高の高さ伽| 限 関口苦11.及ひ下方火

高さ ＺｾＱｪ 限
- 高架の工.11物内に設ける週諜物の緩和

- 高度利用地区内の道路辛断i制限 配置図、断面図、矩計s I

(1) 

- 総合設吉村制度による高さの制限の緩和

戸の位置

延焼のおそれの

ある部分の外

特定街区に関する都市制面 笠の総造

- 道路車輪車制限
居室位tll

高さ制限 Ｍ隣 ｉ 也 車線綿 ｾｪ 限
配置図、断而図、矩計包l

(2) Ｎ ｾｴＱ則辛胤制限

各種面m

火気使用部分

- 高度卒、隔制 限

防火地域η 耐火、簡易耐火廷立綜幼の陀認

防火 ・ijl ¥防 - 準防火地域.< 7 l ! 耐火、簡易耐火趨働の隔E 配置図、平而図、断面図、

火Iω 或 - 延焼のおそれのある部分の関口音11の6続E、 *  矩計図

- 屋恨の不燃材の確認

防火区画

F昔flH立世

階段室区画

階段のけあげ、

路面寸法

廊下申日

日杉脱! ( i ll

- 時刻日 )jij 図

日 Ｉ［ｴｾ 図
Ｍ 等時間 Ｑ 日 ＩＺｴｾ 図

屋外出入口位置

戸の聞き勝手

- 道路有問I j 屋上広場

- 道路幅員 遊蛸棋の位置

- 前聞道路の確定 及び役芳1

道路 - 接道長さ 付近貝取図、自己澄図 il 盟餅上有効なノ〈

道路内の建築制限 ルコニーの位

- 角地の判定 世

- 特定道路か らの距離 非常用進入口の

- 路1也状昔日分の背対犬、長さ
位置、中高・高

指定区域 ・Jω 或等のli"d民E
さ寸法

. : ; r 北方向σ ) (1品開、
非常用1111明の位

- 耕挫の有折、
宣i

- 前面道路からの後退距離
避華厳秀導灯の位

- 計画道路内の建築制限
世

- 笠国後退 ( 1tIt住居専用J似或)
面t 'iく n町耐の{ 土

敷地1';l 界線からの外壁面の後退E殴住
様

- 壁画>I J j t による建築制限
長屋、共同住宅

- 延焼のおそれのある部分の範囲百続Z
等の現L壁の遮

.  j也悠而の高司止め篠認
音 ・防火偽造

- 敷地、 R紛也、道路等の高さの関係、スロー
下り笠位置

プの勾配
主主Zな間仕切り

乱世J也 Ｍ 雌土の雌ｾＮ イ寸1丘完成図、配置図
桝 T距即t

地童話聞の灯時
昇蜂機位置

- 敷地内設仙
内装 (仕上村及

上下水の制街、し尿削t知設置の佐官E
ひ認定番号)

- 下水放流先の確認
( 防止のi!l Hhijl 換気、

- 雨水、生活剖ゆド水の経路碍認、
ダクト

- 用 途t / f i i T分の関係 (敷地の定義)
断面図の切断位

- 敷Iω 司辺の状況
世

がけの有無、形態

公園、水而 、線路、 ｾｪ 也等の有 無

日! 刑を阻害する周囲の状況の有無

Ｎ ｾ Ｎ先空 ｊ 也

- 敷地内通路

* 申前舎に記載されている情報より得ることのできる項目

官民共用標準建築物表示フォーマ ッ ト

( 仮名) の開発を目指して

「建築確認支援システム」の目指しているもの

は、官民におけるメリ y トの共有であることを前

提にi . f f i められていることを述べておく 。 建 設 業 界

に 官 民 共 用 標 準 建 築 物 表 示 フ ォ ー マ ッ トなるもの

が で き れ ば 、 建 築 物 に 関 す る 大 半 の 情 報 が 設 計 時

含 め 、 さ ま ざ ま な 事 務 処 理 に も 利 用 で き る 。 また、

行 政 側 は 申 請 さ れ た 建 築 硲 認 情 報 の ス ト ックをも

と に 今 後 の 建 築 行 政 へ の 積 極 的 利 用 が で き 、 関 連

の 他 の 事 務 処 理 に も 役 立 て ら れ る こ と に な る 。

審査支援システムの開発

「審査支媛システム J に つ い て は 、「審査するた

め に 必 要 な 事 項 は 図 面 情 報 と 文 字 情 報 の ど ち ら か

に電子化されることになる。 F D等 の メ デ ィ ア を ら 得 て い る の か 、 ま た は 、 図 面 か ら の 情 報 で 何 を

使 う こ と に よ り 、 前 述 し た 通 り 民 間 サ イ ド は 必 要 審 査 し て い る の か 」 と い う 具 体 的 作 業 か ら 着 手 し

な と き に 必 要 な 情 報 を 流 通 で き 、 建 築 確 認 申 請 を ている 。 内容の一部を紹介すると、 表 1 、表 2 の

通り である。この作業は、建築確認に 関 係 す る い

く つ か の 手 つ か ず の 整 理 し な け れ ば な ら な い 分 野

の一部 に 入 り 込 む こ と に な り 、 建 築 基 準 法 関 係 諸

氏に期待される内容を含んでいると恩われる 。 も

う少し分かりやすく言うと 、 O A化 す る こ と に よ

りハード技術の限界? が今までできなかったソフ

ト而の整理を余儀なくしてしまうことになること

を意味している 。 これは、 F D容量の限界のこと

で あ り 、 で き る だ け 情 報 量 を 減 ら し 、 最 小 限 の 図

面 情 報 ま た は 文 字 情 報 と す る こ と で あ る 。言 い 換

え れ ば 、 審 査 項 目 を 必 要 最 小 限 に 限 定 す る こ と で

あ り 、 審 査 に 必 要 な 図 面 情 報 を 最 少 表 現 と す る こ

とである 。 こ れ は 審 査 の 合 理 化 と 同 様 の こ と で あ

る。 また、文字情報はコード化されている点で、

図面情報より F Dに 占める情報の割合が少なくて

すむメリ ッ トがある 。 この こ とは、審査項目をで

きるだけ文字表現にし 、建築基準法に使用されて

い る あ ら ゆ る 語 句 を コ ー ド 化 す る こ と に も つ な が

り、法令等や耐火 ・|坊 火 材 料 等 の デ ー タ ベ ー ス 化

にも大いに関係してくる ことても あ る 。

で は 、 そ の D B化 に ついて 、少し ふれておく 。

まず、法令等については、法、政令、告示、規制、

通達、 191J 規 お よ び 各 都 道 府 県 条 例 ( 検討中 ) ま で

をその範囲としている 。 当 然 、 そ の 使 用 方 法 す な

わ ち 「 検 索 方 法 ( 用 語 、 条 文 、 用 途 他 ) J ゃmH更

な 記 述 に よ る 表 現 等 に よ り 、 頭 脳 務 査 や 事 前 相 談

等 の リ ア ル タ イ ム 支 援 と な る 内 容 を 検 討 し て い る 。

耐 火 ・防 火 材 料 等 に つ い て は 、す で に 認 定 番 号 が

コートイじされており、建築基準法の限定範囲内で

は体系が明械であり、 D B化 し や す い 。 しかし、

基準法の範囲内だけでなく 、官 民 共 通 の 利 用 コ ー

ドにすべきだという声もあったのは、事実である 。

事務処理システムの開発

「事 務 処 理 シ ス テ ム 」 に つ い て は 、 各 種 申 請 普

式 と そ の 台 帳 使 用 方 法 等 に つ い て 調 査 し 、 全 国 レ

ベ ル で 標 準 化 す る べ く 、 検 討 を 重 ね て い る 。具 体

的には、建築基準法の規則に定められている機式、

各特定行政庁の細目 IJ で 定 め ら れ て い る 建 築 確 認 関

連 の 申 請 様 式 、 お よ び 住 民 サー ビスとして行 って

い る 諸 手 続 き の 様 式 等 を 調 査 し 、 ど の 時 点 て ¥ 何

の 目 的 て ¥ こ の 申 請 が い る の か 、また、なぜそ の

項 目 が そ こ に 必 要 な の か 等 に つ い て 調 査 し 、 標 準

化のための第一歩の作業をしている 。 し か し 、 建

築 行 政 は 特 定 行 政 庁 が 全 国 に 284 あるなど 、そ の

運 用 に も 相 当 の 地 域 差 が あ り 、 燃 準 化 、 統 一 化 に

は 検 討 し て い か な け れ ば な ら な い 諜 題 も 多 い 。

おわりに

今 ま で 述 べ て き た 内容は、建設業界お よ び 各 特

定 行 政 庁 の 理 解 協 力 が な く て は 推 進 で き な い と 思

われます。最 短 最 早 期 の 開 始 予 定 日 が 平 成 4 年度

であり、開発協議会としてもできるだけ努力し、

ユ ー ザ ー と し て 十 分 活 用 し て い け る シ ス テ ム を 開

発 し て い く つ も り で す。皆 様 の ごt私力、ご賛同を

賜 り ま す よ う 、 よ ろ し く お 願 い し ま す。

建 築 僻 認 支 い ム 開 発 一 一 只 )

( 一支 般 ン ス テ ム … 会 釧| 院… 井

大阪府挫z築E問膏郁匹往築指導謀主王査f堅E 岩 図 純 一
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理事

浅沼茂夫氏逝く

ご略歴

大正 8 年 2 月22 日奈良に生る

昭和 17年 9 月 早稲 田大学商学部商学科卒業

11 海軍現役( 主短現・九期)

昭和 19年 5 月 海軍主計大尉

昭和21年10月 附 浅 沼 組 入 社 本 庖 営 業 部

昭和4 8年 4 月 制 大 阪 工 業 会 理 事

昭和50年 1 月 附 浅 沼 組 取 締 役 社 長

昭和51年 4 月 制 日 本 建 築 協 会 理 事

11 11月 制 関 西 経 済 連 合 会 理 事

昭和52年 5 月 制日本建設業団体連合会

常任理事

昭和54年 4 月 側 関 西 経 済 同 友 会 幹 事

昭和55年 5 月 大阪府知事表彰

11 7 月 建設大臣表彰

昭和57年 6 月 鮒日本建設業団体連合会

労働委員会委員長

11 7 月 労働大臣功労表彰

昭和58年 1 月 浅 沼 興 産 附 取 締 役 会 長

i菱 沼 建 物 倒 取 締 役 会 長

11 4 月 日 本 経 営 者 団 体 連 盟 常 任 理 事

昭和59年 2 月 制 大 阪 建 設 業 協 会 会 長

11 11 建設業退職金共済組合

大 阪 府 支 部 支 部 長

11 3 月 例大阪府職業能力開発協会副会長

11 4 月 大 阪 府 建 築 審 査 会 委 只

11 附 建 築 業 協 会 理 事 ・副会長

刀 藍綬褒章

11 6 月 大阪市街地再開発促進協機会

副会長

11 11 例日本建築総合試験所

理 事 ・冨I j 理事長

11 西 日 本 建 設 業 保 証 附 取 締 役

昭和60年 3 月 大阪商工会議所

建 設 業 部 会 部 会 長

昭和61年 6 月 肘) 全国建設業協会刷会長

11 9 月 大阪府建設業暴力追放対策協議会

会長

11 10月 大 阪 住 宅 振 興 協 議 会 会 長

昭和62年 5 月 大阪府建設業庭用促進協会 会長

昭和63年 7 月 大阪商工会議所

労 働 委 員 会 委 貝 長

平成元年11月 勲三寄与ー旭日中綬主主
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. 追 悼 文

友を送る 建設業界を代表して

社団法人 大阪建設業協会

友人代表 辻 達 雄 会長 銭 高 一 善

浅沼君、君は突如として、疾風のように、僕達の 謹んで、株式会社浅沼組前代表取締役社長 浅沼

f別から、遠い処へ旅立 って了いました。八月の末 茂夫殿 の御霊に建設業界を代表いたしまして申

に、プーゲンピル以来の数少い戦友の葬儀に、君 し上げます。

と並んでみ参列したばかりの僕は、僅か二ヶ月足ら 十月 二十日ご逝去の報らせをうけ、余りにも突然

ずで君を喪い、今胸の中は粛々として秋風が吹き のことで、 lt 然といたし ました 。

抜けています。ましてやご遺族の皆様のご心中を 先月まで、お元気にご活躍されていたお姿がいま

お察しして心からお悔みを申しあげます。 だに目に焼きついております今日夜に告別の辞を

君と僕とは海軍主計九期の同期の桜として、昭和 述べねばならないことは、淘に断腸の想いであり

十七年九月以来四十七年の附き合いです。十八年 ます。まだまだご指導を賜わらなければならない

二月初め、僕達は呉軍港をあとに、南方に出征し ことが、数限りなくあることを思いますと、かえ

ましたが、君はそれから 二十一年二月に復貝する すがえすも残念でなりません。

迄の丸三ヶ年間を、ソロモン群島の北端に当るブ 浅沼さんが、大正八年二月に生亨けられ、昭和十

一ゲンビル島プインで勤務しました。十八年十月 七年早稲田 大学商学部商学科をご卒業、 四年間の

以降、僕自身もその地に移り、終戦 ・復員まで戦 兵役を経て、昭和二十一年株式会社浅沼組に入社

務に従事しました。生還を期し得ず、苛酷極りな されて以来半世紀もの永きに亘り、卓越した識見

い僚件下でのプインにあ っても、君は明るい表情 と、も って生まれた強靭な意志と実行カとによっ

を失いませんでした。前向きで積極的で明るい君 て、今日の浅沼組の繁栄をもたらされるとともに、

の資質は、終生織ることはなか ったが、この三年 建設業界の向上発展のため多大の貢献をされ、数

聞の体験は生涯君の心の奥深くに生き続けていた 多くの業績を残されました。

と僕は信じています。 昭和四十四年、社団法人 日本建設業団体連合会の

復員して家業の建設業界に身を投じて四十三年間、 理事に就任、昭和五十七年労働委員会委員長をさ

色々な起伏をのり越えて社業を隆盛に導き、近年 れておられた l時、浅沼さんは、業界では重要課題

は業界の重鎮として活躍しました。そうした数々 の一つである建設技能労働者の確保について、早

の社会的活躍の反面、友謹を重んじ、友人との附 くから着服し、その対応策について提言し 、諸施

合いをこよなく大切にした君の温い人柄が今一入 策に反映させるため日夜努力をかきね、指導的役

偲ばれるのです。仕事の性質上全国各地に出張す 割を果たされたことは、周知のとおりでございま

ることの多かった君は、寸暇を割いて各地の友人 す。

遥を訪ね、殊に病気の人達を見舞ってその消息を また、昭和59年に 社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 会

僕達に伝えました。又仲間の諸会合には、無理に 長に就任されると、中固との交流に積極的に取り

時間を作 って出席してくれました。今年の七月僕 組まれ、大阪府、学校法人大阪工業大学と共同で

が珍しく病気で自宅療養していた折、君は北海道 の「大阪府中国建設技術交流協議会」を通じて、

からの帰りだと言 って夕張メロンを提げて見舞 っ 中国の技術要只を招請し技術交流関係に尽力され

てくれました。君自身の入院手術からまだ日も浅 ました。

いのに、逆に激励をされて僕が恐縮したのもつい このことは日本と 中国の友好協力関係を一層強化

先日のことでしたが、君は本当に心の温かい人で し、あわせて両国民の伝統的友情と相互理解を更

した。 に増進したのであります。

近年はコ・ルフもやらなくな った君は、殆ど土曜日 このご功績は永久に大阪建設業協会の歴史に芸1J ま

曜もなしに東京大阪又全国へと走り廻り、杉並の れるものであります。

自宅へ戻るのは月の内十日あるかなしかだと節子 このたびご生前のご活躍に対し正五位に叙せられ、

夫人に聞きました。最後まで全力疾走を続けた君 勲三等旭日中綬章を贈られたことが、語って余り

は、「免れて後己む」という 言葉を 地て寸子 ったよう あるものと存じます。

に僕には思われます。 いま顧みて、あなたの偉大な業績を偲ぴ、今更に

君に蒋すに十年、せめて五年の余命が欲しか っ 貴重な先輩を 失 ったことが残念でたまりません。

たという思いは切なるものがあります。しかし家 浅沼さん、立派な先輩に恵まれたことを、私は心

族を愛し友誼を重んじ、社業に尽俸し、更には業 から誇りに思い、それだけにもう 二度とその混顔

界や社会に奉仕した君の七十年の生涯は、実に充 に接する時がないことに無限の淋しさを感じてお

実したものでありました。男児の本懐と申すべ き ります。

でしょう。又立派なご子息やご令弟方に恵まれて しかしながら、残された私共はあなたのご遺志を

社業についても、後顧の変: いはなか った筈であり、 体し、念願とされた建設業界の発展のため、ただ

君以て冥すべしであります。 ひたすらに努力することが、あなたの御霊に報い

想い出は尽きませんが、別れの時が釆ました。 る道であると信じ、改めてご霊前にお話い申し上

浅沼君、永い間本当に色々と有難うございました。 げます。

どうぞ今こそ安らかにお限り下きい。 浅沼きん

ここに海軍主計九期会々員 307名を代表し、又多 どうぞ安らかにお休み下さい

くの友人の方々に代ってお別れの言葉と致します。 平成元年11月22 日

平成元年11月22 日

( 株 式 会 社 辻 久 代 表 取 締 役 社 長 )
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試験紹介砂の非排水繰返し三軸試験

土質 ・基礎部門一 一一一 構造物試験室
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1964年に発生した新潟地震およびアラスカ地震において砂地盤の

液状化による被害が大きな 注 目を集めて以来、米国や我国を中心に

砂地践の液状化に関する研究が盛んに行われています。これらの研

究においては、{ 共試体の応力状態の明確さ等の理由から繰返し三取11

試験が採用されている場合が多〈、また、最近では、実務レベルに

おいても液状化の危険性を検討するために繰返し三執試験が実施さ

れるようにな ってきています。

当試験所では、昨年、土の三1MI 圧縮試験装置を導入しましたが、こ

の装置は繰返し三軸試験に対応できるよう軸受けにシ ル部分を設

けていない等の特別な措置を講じたものです。ここにご紹介するの

は、砂の非排水繰返し三車HI試験システム の検定試験の結果です。そ

の試験仕様は、土質工学会が昨年実施した 「飽和豊浦砂の共通仕様

に基づく全国一斉非排水繰返し 三軸試験J I) ーの共通仕様に準拠しま

した。

共通試験仕様の主なものを 表ー 1 に示しました 。同表には、今回

の検定試験が共通仕様を満たしたか否かを示しましたが、圧縮荷重

と引張荷重の対象性に若干問題があります。図- 1 には、試験結果

の一例として軸差応力、軸ひずみ、間際水圧のタイムヒストリーを

示 しました。同図において、軸ひずみが大きくな ってくると紬差応

力にくびれが現れていますが、試験結果の大勢には影響しないと考

えられます。図 - 2 には、全国37機関で実施された一斉試験の結果

をまとめたものりに今回の検定試験の結果をプロ ッ トしました 。試

験に使用した豊浦砂が異なるので直接比較はできませんが、今回の

検定試験の結果は一斉試験のデータのばらつきの範囲内に納ま って

おり、当試験所のシステムが所定の機能をほぼ満足しているものと

考えます。

今後は、地震波加振なども可能なように拡張していきたいと考え

ています。なお、試験に関するお問い合わせは、構造物試験室下平

祐司まであ、願い致します。
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絞 験 仕 機

一 斉 試 験 検 定 試 験

有効圧密応力 σ c' =0.  5kgf  Icm' 
。

圧' If i 後の相対宮度 Dr c = 70%  x  ( Dr c =74%)  

空中落下法による供試体作製
。

戦荷周波数 0. 1Hz の正5立法
。

ＰＮ Ｙ Ｕ ｾ五 ｐ ｣ Ｏ ｐ ･ 孟 ＱＮＰＵ d. (一部 逸 脱)

d.( P C  +  P e )  

孟0 .1 d. ( 一部 i皐脱)

P c + P e  

褒 一 1
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i:t) Pc およt F Pe はそれ ぞれ圧縮荷屯t最中日および引銀問1m. 娠中高を示す。



トラストのくに

今 世 紀 初 頭 の 偉 大 な 発 明 と し て 、 飛 行 機 と 閉 園 都 市 を あ げ た の は ル イ ス ・7 ン フ ォ ー ド で あ った 。 そ の

田 園 都 市 の 伝 統の 再 検討 を テ ー ? と す る 国 際 会 議 が 、こ の 9 月にノ〈ーミン カ、ム の ボー ン ヴ ィ ル ・ウィ レ

γ ジ で 開 催 さ れ た 。 10 カ 国 以 上 か ら の 参 加 者 に よ る 報 告 に 接 し て 、改めて閉園者11市 の ;i 診響範囲め大きさ

を 実 感 し た 。 ま た 、 最 近 の 各 国 が 直 面 し て い る 都 市 開 発 問 題 の 共 通 性 も 議 論 さ れ て い た よ う だ 。 そ の 要

点は経済優先と規 制 緩 和であ ろう 。 しかし、そ の具 体的内 容あるいは方向には 、かなり の 札 ｉｾ ヵ 、あると

思 わ れ る 。 イ ギ リ ス の 場 合 は 、 ドッ クランド 開 発 公 社 の よ う な 大 規 脱 民 活 路 線 も あ る が 、も っ と 多 く の

ノン ・カーハメント、ノン ・プ ロフィ ッ 卜組織 の 活ili7J が 展 開 されつつある 。 わ が 国 で は ナ シ ョナ ル ・ トラ

ス ト の 活 動 の み が よ く 知 ら れ て い る が 、 ハ ム ス テ γ ドもボ ー ン ヴ ィ ル も ト ラ ス トによ って 維 持 さ れ て い

る。 5 パ ー セ ン トの 博 愛 主 義 と い う 言 築 も あ る よ うだ。事 業 の 将 来 の 展 開 の た め に は 、 そ れ く ら い の 利

益は必要である、ということらしし、 。 土 地 と 住 宅 に 関 す る 事 業 で 無 制 限 の 利 益 追 求 を 認 め ら れ た 固 と 、

リー ズ ナ ブ ル な 利 益 を 目 標 と す べ き 伝 統 を 硲 立 し た 固 と を 比 較 し て 考 え る こ と の お も し ろ さ が 、 イ ギ リ

ス の 魅 力 の ひ と つ と 言 え る か も し れ な い 。 ( T . Y )

住 宅 に も 国 際 化 の 波 が

日 本 人 の 日 常 生 活 の 中 で 衣 食 に つ い て は 、 あ ら ゆ る も の が 入 手 で き る 飽 食 l暖衣 の H寺 代 と な り 、 各 磁の 専

門 屈 が に ぎわ い 、 間 際 化 が 進 ん でいる 。 伎 の 而 で は 、座 式 生 前 か ら 椅 子 式 生 活 が 一 般 の 家 庭 の 中 に も 係

り入れられ、 f主戸 形 式 の 呼 称 で あ る L D K の リビ ン グ ル ー ム ・ダ イ ニ ン グ ル ー ム ・キ ッチ ンか ら 和 風 を

‘  連想し世lf' < 、寝 室 や 子 供 部 屋 を 洋 室 と し て い る 住 宅 が:l曽 えている 。 ま た 、 海 外 居 住 経 験 の あ る 家 族 も 多

くなり 、住 ま い 方 に つ い て も 多 織 化 し 国 際 化 し て お り 、 純 i羊J!li.¥，の 住 宅 が 求 め ら れ る よ う に な って き て い

る。 一 方 、伝 統 的 な 床 の 聞 の あ る 和室 や 二 間 続 きの 和 室 の解 放 性 と か 、 日 本 人 特 有 の 入 浴 の 悦 開 な ど に

根 強 い 愛着カ、あるのも事実である 。 盟 か な 時 代 に な っ たけれども、 地 価 の 高騰 も あ って 、 こ と 住 に 関 し

ては、まだまた・ ijll. j 足 度 が 低 い の が 現 笑 で あ る 。 良質で‘ 安 iilfi な住宅を供給し、 一 人ひとり の 好 み に 応、える

住 ま い を 建 て る こ と は 、 建 築 に 鰐 わ る 技 術者 の 勤 め で あ る 。 最近、 円 高 傾 向 の も と で 、 建築 資 材 を北 米

な ど か ら輸 入 し 、 外 国 の 建築 様 式 ・工 法 に よ る 、 い わ ゆ る 輸 入 住 宅 が 住 宅 産 業 界 で一 つ の 話題 と な って

お り 、 積 極 的 に 取 り 組 む 企業 等 も 現 れ て い る 。 住 宅 に つ い て も 国 際 化 が 始 ま ろ う と し て い る の で あ る 。

輸 入 住 宅 が 各 所 に 建 つ 場 合 、住宅地の街並みの宗観形成に寄与するような配慮を期待したし、 。 ( A .  Y  )  

拝 啓 京 都 市 風 致 課 殿 - 2

言佐が考えだした の か は し りませ ん が 、 パ ラ ペ ッ トの 周 囲 に 申 し 訳 程 度 に 屋 恨 瓦 や シ ン グ ル を め つけ 、 中

を|笹 屋 般 に し た 実 に |凍腐 な デ ザ イ ン が あ り ま す ね。 京 都 市 の 風 致 の 基 準 に も し っか り と う た わ れ て い る

様ですが、 一 体 あ れ は 何 な の で す か 。 中高 層 の 建 築 で 、 し か も 風 致地 区 や 美 観地 区 の 至 る 所 で見 る 事が

で き る 様 で す が 、 も し あ れ を京都 の 風 景 と し て 了 解 し て お ら れ る と し た ら 、 京 都 は も う お 終 い で す 。 も

ともと 和 風建 築 で 高 層 の 建 物 等 は 、 培 や 城 や 寺 院 の 機 に 極 |浪さ れた 建 物 し か 無 く 、 町 並 を作 って来た主主

築 は せ い ぜ い 311皆 止 ま り の 木 造 で す 。 そ こ に 中 高 層 を 建 て よ う と す る 時 、 無 理 矢 理 瓦 を ，1或せねばならな

い 恨 拠 は 一 体 何 な の で し ょ う か 。確 か に 東 京 の 九 段 会 館 の よ う に 、 近 代 和 風 様 式 の 中 で パ ラ ペ ッ ト に 瓦

を 載 せ た 建 物 が 有 る に は 有 り ま す が 、 デ ザ イ ン の レ ベ ル が 述 い 過 ぎ ま す 。や は りこれ も現行ーの法撃で表

づ ら だ け をつくろ っ て い る に 過 ぎ な い と 思 い ま せ ん か 。 J!li.¥，数をまもるという事は表面的な河口J ! l i . ¥' もどき 。

を 作 る 事 で は 無 い は ず で す 。 京 都 の 風 景 の 中 てがいかにして盟かで完成 度 の 高 い 風 景 を つ く り上けて行く

か を 考 え る 事 で す 。 そ れ は 京都 の パナキ ュ ラ ー を 形 成し て き た * ち 衝 な 心遣し ゾ が 有 ってこそ 成り 立 つ

も の で 、 そ の 部 分 が も っ と真剣l に 指 導 き れ な け れ ば な ら な い と 思 う の で す が。 !，孜主L

( H  .  W )  

木 造 の す す め

かつて、 薬 師 寺 西 塔 の 再 建現 場の 見 学 会 を 行 っ た こ と が あ る 。 そ の H寺 、 有 名 な 西 岡 隙 梁 の 数 々 の 体 験 談

を 聴 く こ と が 出 来 た 。特 に 大 規 模 な 木 造 建 築 物 で あ る 寺 院 建 築 に |期する斑幸容は、建築家にと って 意 義 の

深 い も の で あ った と 思 わ れ る 。 木 造 建 築 の 耐 周 年 数 は ? と の 質 問 に た い し て い そ の 木 の 年 輸 の 数 だ け l耐

久 年数 が ある砂とか、、住の用材は 山 で そ の 木 が 生 え て い た 方 向 に あ わ せ て 建 て る ん だ 伊 と か の 話 は 木 材

に 対 す る 深 い 愛 情 と 配 慮 が 感 じ ら れ た 。

我が国では、 古代 よ り 建築 は 木 造 が 主 で あ った が 、 江 戸 H寺代の 相 次 ぐ 大 火 や 、 関 東 大 長 災 、 第 二 次 世界

大 戦 の 戦 火 に よ る 、 大 都 市 の; 壊滅の経験から 、 過 剰 な 迄 の 火 災に 対 す る 主主戒心 が 強 くな り建 築 越 準 法 、

消防. 法等に よ って 木 造 建 築 物 を 否 定 す る よ う な 法 律 の 綱 を か け て 規制 し てきた! 惑がある 。又、 Ij攻4f 1による

内 地産 木 材 資 源 の 枯 渇 等 よ り 、建 築 用 材 が 木 材 か ら 鋼 材 や コ ン ク リー トに移行した 。 近 年 に な っ て関 係

者 の 努 力 に よ って、 山 林 も よ う や く 息 を 吹 き 返 し た 状 態 に ま で 回 復 し 、又 、 近 年一 昔11の 建 築 家 の 努 力に

よ って 、 新 た らしい 構 法 に よ る 大 規 模 木 造 建築 が 考 案 さ れ 立 派 な 建 築 が 実現し、又、| 掲係 法 令 のー 音11が

改 正 さ れ 、 木 造 建 築 物の 規制lが 緩和 された ことも 宣 な る か な の 感 が あ る 。 千 数 百 年 の 風雪 や災害に土佐え

て き た 古 建 築 を 見 る 時 、 現 代建 築 の l耐 用 年 数 の 短 さ を 、 痛 切 に 感ずる この 頃 で あ る。 ( J  .  M )  
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総 論 I
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一万博から花博までの20年 一

田 光 邦

6 年ほど前の 1983年に、パリの装飾美術館で、 ホ万国博 ・1851- 1989" と題する展覧会が行

われ、同時にかなり厚い万国博史の書物が刊行された。 1989 とあるように、このころのフラン

スでは 1989年、すなわちフランス革命 200 年を記念しての万国博が計画されていた 。

きてこの書物には、もちろん 1970年の大阪万国博がとりあげられている。その章をみると、

'70年の万国博はアジアで最初のものであることがまず強調される。ついではリクリ エーション

の工業化がひとつの大きな特徴であり、そのためにイリュージョンのための技術開発が盛んで

あったとともに、多くの芸術家たちが、積極的に参加したことが注目されている 。そしてパビ

リオ ン建築のスペクタクル性の例として、カナダ、スイス、フラ ンス、 オーストラリア、日本

政府館などがとりあげられた 。

' 70万国博が到達した リクリエー ションの工業化と、そ のために生まれてきた多様なイ リュー

ジョンのための技術は、たしかに、 '70年万国博を特徴づけるものであった 。 もちろんすでに周

知のディズニーによる、閉じられた世界をつくりだし、それを一個のイリュージョンの場とす

る技術はかなり開発されていたが、それが万国博に集中したことは ある意味では、万国博の

変質を明らかにもの語るものとな っていた 。

くりかえすまでもなく、万国間は 19世紀にスター卜した近代工業社会の到達点を大衆に提示

する情報の場であ った。 それを支えるのはまた 19世紀以来の、国家問相E の強烈なナショナリ

ズムであり、国家の威信の表現であ った。 しかし 1939年の N ・y "t.Jtj のころから、国家にならん

で企業が新しい独立した単位として登場する 。国家に併立する世界的企業の成立。 これは万国

t. w: に新しい性格を与えた 。企業は国家と同じように、世界戦略をも って進みはじめる 。

さらに万国防は、近代工業製品ーーイ更利で機能的である一ー によってつくられた、ユートピ

アとしての人工環境を成立させる試みともな った。現実とユートピアの落差は、かえ ってユー

トピアへのつよい願望を生みだすことになろう 。 しかしこの人工環境は、大量の観客を吸いこ

み、彼らを混乱な〈処理せねはならない 。大衆管理のための情報メティアの技術が、 これまた

多様な展開をみせたのである 。それは時にはトマス・モア以来のユートピアが、いつも軍隊的

規律によ って コントロールされていたことを思いださせるかもしれない。

i必丘の博覧会パビリオン
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そしてこの人工環境をつくりあげたのは、大量のイメージの操作によるイ リュージョンであ

った。現実とイメージは対立するものでなく、連合体として環境をつくることにな った。かつ

てのユー トピアは現実に対立する存在であ った。 しかし' 70年万国博のイメージ、またイリュー

ジョンは、現実に連続するものとな った。なぜならば、この時に生みだされた多様なイメージ

技術は、そのまま今日の都市のなかに進出して、至るところにさまざまの人工環境を形成しは

じめたからである 。

' 70年万国博の特徴とされた、現実とイリュージ ョンの関係。数年前のウィーンでは ホTr aum

und W irkl i chke i t  Wi en 1870- 1930" の題をもっ大展観が聞かれていた 。 ここでも夢と現実

の聞に生まれた多様な芸術、また思想、の開花が回顧された 。ことにウィーンは、 1923年からは

、赤きウィーン。といわれたほど 、社会民主主義による都市改造が進められた 。それは労働者

用のアパー ト群として今もそのまま残っている 。硬質の幾何学的デザインは、ウィーンの歴史

的なモ ニュメントとして、やはり夢と現実のはざまを提示しつづけている 。それは一面では、

都市の歴史がつねに政治 と分かちがたくあるヨーロ ッパの一典型である 。パリを 貫通する大通

りが、革命以来しばしばくりかえされた都市の動乱に対して、バリケー ドをつくりにくくさせ、

また鎮圧の軍隊が容易に移動できるという目的をも っていたこともまたその一例である 。それ

に比べて日本の都市には、そうした政治的モニュメ ン トはほとんど存在しない 。' 70年万国博J こ

よって、たしかに大阪周辺は大きな都市改造を経験した 。 しかしそこには政治的イデオロギー

の匂いはすこしもなく、きわめて中性的、工業社会という中性的存在に対応する都市が展開し

たのみである 。夢と現実の差を同じように追いながら、日本はなぜこのように政治性が稀薄と

なるのか。

それは夢と現実をは っきりと区別し、その聞に架橋を試みようとしない日本の特性ではない

だろうか。万国 博 にいかに 夢のようなユートピアが展開されていても、日本ではそれはどこま

でも夢であ った。人びとはわずかの時聞のあいだ、その夢に身をまかせることで、十分に満足

したのである 。 しかしウィーンやパリでは、その夢を現実のものとしようと人びとは試みた 。

それがさまざまの革命を生み、革命はまず都市で表現されたのである 。その意味からは 、 日本

の万国博はそのまま都市の革命にはつながることはない 。

*  

けれども万国博、また博覧会は 19世紀以来、夢とユートピアを追いつづけねばならぬ宿命に

ある 。' 70年以後もその追求の努力はつづけられた 。' 75年の沖縄の海洋博。そこではアクアポリ

スなる海上都市モテルが建てられた 。これは依然として海という巨大な自然、地球の母である

海に人工環境としての独立空間をつくろうとする試みであ った。だがそれはすでに人聞がっく

りあげていた巨大な客船にくらべて、どれだけの意味をも っていたのだろう 。かつて豪華客船

と呼ばれた 1930- 40年代の客船は、完全に独立王国を成立させていた 。船長という万能のリー

グーを頂点とし、乗客から乗組員までをふくめた、みごとなヒエラルキ ー を構成していたので

ある 。あの独立王国、孤立国としての豪華客船と、このアクアポリスのもつ社会的な意味は何

なのだろう 。波にゆれるポリスのなかで、わたしはそんなことを考えていたのである 。

そして ' 85年には周知のように、つくば科学万陣が聞かれた 。 そのテ ーマが ホ人間 ・居住 ・環

動丘の博覧会ノ守ピリオン
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境と科学技術かであ ったことを、今日思い出す人があるだろうか。だが人間 ・居住 ・環境に対

して、それ以後の科学技術は何をなしえただろうか 。原子炉の事故による地球に対する決定的

汚染 、海洋の汚染はさらに進み、その生死を間われる生物すらある現状は、今さらいうまでも

ないだろう 。あるいはウォーター ・フロン卜というひびきのよい言葉に乗 っての水辺の開発、

リゾートと いう名によ っての高地帯、 山地帯の開発、この開発至上主義のためにのみ科学技術

は働きつづ‘けたようにみえる 。その底流となるのは、恐るべき拝金主義にほかならない 。そし

ていまひとつの居住については、もはや言 を費やすことはあるまい 。

それとと もに、 地方博が花蟻 りとな ってきた 。太平洋戦争後もアメ リカ博など、新聞社のイ

ベントとして行われた博覧会はあ ったが、地方公共団体が中心となるのは、 1937年の名古屋の

汎太平洋博以後は久しく行われなか った。それが神戸市が聞いたポートピア博が黒字決算 とな

ったのを契機に、各地で博覧会があいつぐようにな った。 ことに近年は、市制施行 100 年記念

のイベントとして、至るところで開催されている 。 これには万国博今によ って各種の目新しい企

画、そのデザイ ンと設計、あるいはその実行に至るまでのシス テムの形成技術と方法が整備さ

れ、さらにこれを企業化して各種のイベ ン 卜を 請負つ ことがひろく普通とな ってきたことにも

一因がある 。 もともと博覧会は 19世紀に成立 した情報交流の場て、あ った。 したが って情報産業

が著しい発展をみせた今 日、 博覧会が情報産業の一環に組み こまれ ることは決してふしぎでは

ない 。今日の博覧会が モノを 通じて の情報の時代か ら、イメー ジの情報を集中する場にな った

のも、情報の質が変化し てきた こと からみれば当然といえる 。 しかしそのために多〈聞かれる

地方博は大同小異とな ってゆく 。限られた予算というイ ンプ ッ トの枠内で情報が産業としての

成果をみせるとすれば、そのアウトプ ッ トは等価にちかづく ことはいうまでもなかろう 。

と同時に、観客もまた博覧会に過大な期待をもたなとな った。 テレビをはじめとする各種の

イメージ産業がひろい展開をみせているとき、同じ質のイメージ産業を集中した t.;l 1覧会はさほ

ど非日常的な世界では ない 。 ことに最近のイメー ジがしだ いに巨大化する のは、 非日常性はも

はや量的拡大しかないことを、多くのイメー ジ生産者は敏感に発見しているか らだろう 。それ

は観客の私的空間がいよいよ 縮小 されつつある現状においてはなおさらである 。

こうした現状のなかでの、今固め花博である 。それは従来の博覧会とはいささか異質のテー

マである 。過去の博覧会はすべて人工の世界、機械化、工業化を理想としていた 。科学技術の

進歩は無限で‘あ り、それは人聞をより幸福にするという、楽天主義がいつも その骨格とな って

いた 。 しかし今回は花という自然、そのものの人間に対するシグナルが中核となる 。

しかしそこにも、 21世紀にむけて の 3 つの科学技術の軸とされるエレク トロニ クス、バイオ

サイエ ンス、それに新素材の 3 つが、やはり競合しつつある 。すでに多くの花は生物工学によ

る生産物とな っている 。 自然の純粋シグナルとみられてきた花もまた産業化され、工業化され

てゆく 。 それは時には人聞がもち伝えてきた伝統的な自然に対する 美の感覚を、大きくゆ り動

かすものとなるかもしれない 。なかでも 季節感と花の対応のなかに、 美の存在を感得してき た

日本の人びとにと っては一一ー。

( よしだ みつくに 技 術史家 ・京都大学名誉教綬)

総 Eの時覧会パピ リオ ン
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総 論 II

博覧会ノぐビリオンの動向

平 野 繁 臣

博 覧 会の変 遷 とパビリオンの変化

博覧会場を華やかに彩る主役であり、来場者にと っても博覧

会の顔とも言うべき重要な役割を担うものがノ マビリオンであり、

とりわけ観客の第一印象を決定づけるのがパビリオン建築であ

る。博覧会にと って欠く こと のできない重要な構成要素となる

パ ビリオンであるが、 l時代とともにその機能と役割を変化させ

てきつつある 。そこで近代的な博t覧会が出現してから今日まで

の博覧会の変遷を振り返り、そうした変化に伴 ってノ マビリオ ン

の構成やその建築に対する考え方カ、どのように変質してきたの

かを見直してみたい。

博覧会は人類の文明の歴史である

近代的な博覧会は、 1851年にロンドンで開催された第 l 回万

国1尊覧会 「ロンド ン博」を もって始まりとされるが、それ以後、

欧米を中心に各地で万国博が聞かれることにな った。科学技術

の進歩と産業革命の進展によ って、急速に変貌を遂げつつあ っ

た当時の社会の情勢を反映して、万国博は各国の国威を賭けた

技術力 誇示の場であり、ナシ ョナリズムによ って支えられ競い

あう技術文明の展示場であ った。

博覧会は人類の文明 の歴 史そのものであり、今日われわれの

暮らしを支えるさまざまな技術文明の成果は、そのほとんどカ、

問覧会の場に初めて登場し、世の中に紹介されてきている 。 人

々が蒸気機関車や電車、自動車や動く歩道、電信や電話など交

通通信の手段から、電気や照明、蓄音機や映画、エレベーター

やエスカレーターなど、人類が生み出した新しい技術の成果に

初めて触れたのはほとんと、すべて博覧会の会場においてであ った。

したが って当時の↑ 専覧会における展示の中心は、こうした新

しい技術の成果や、日頃あまり接する機会の少ない諸外固め珍

しい工芸品や特産物などの単体展示であり、展示さ れている 、、 モ

ノH その ものを見るだけで、何の説明も要さずに観客はその機

能と効用を理解し、技術文明の成果によるパラ色の未来を予感

することができた 。博覧会は、こうした新しい技術や珍しい文

物を社会に周知せしめ、 一般 の人々が直接触れる機会を創るこ

とに大きな意味があ ったと言ってもよい 。

したが って、当時の博覧会のパ ビリオ ン建築は 、こうした新

しい技術や珍しい文物を、単体として並べるため のシェル ター

としての役割さえ満足すれば、あとは 全〈 自由に計画すること

ができた 。当時の展示は 、大ノトの違いは多少あったとしても 、

そのほとんどが単体のホモノ H であ って、それらを物理的に展

示する空間さえ確保できればノ マビリオ ン としての機能は果たせ

ることになる 。 この場合、 パ ビリオ ンの建築とその内部で展開

される展示とは、互いに 相手に拘束されることが少なく、相互

に独立したものとして存在していたとも 言える 。 そのためノ f ビ

リオ ンの建築は、かなりの自由度を保持しつつ 、それ自体の独

自の計画 ・設計が可能で・あった 。

一方、当 H寺は建築の世界にも技術革新の波が押し寄せてきた

時代でもあり、デザインや構造、新しい材料や工法等の建築技

術が次々と開発され、それに伴 って都市の姿も大きく変貌しよ

うとしていた 。 このような時代の背景から、当時の博覧会の パ

ビリオンは、こうした新しい建築技術を駆使した新しい時代の

建築物であるとともに、巨大な展示物としての役割も果たして

いた 。パビリオンそれ自体が、人々の暮らしを変え、都市を変

える新しい技術の象徴であ ったのである 。「ロン ドン博J ( 第 1

回万国博 ・1851年 ) で登場した、この博覧会の象徴とも 言 うべ

きパビ リオ ン「 クリスタル ・パレス」や 、パ リ万国博 ( 1889)  

の エ ッフェル塔などが、当時の社会の注目を集めたことはよく

知られている 。

石やレンカーを素材とした組積造の建物が常識であ った薄暗い

ロンドンの街に、透明に輝〈欽とガラスの巨大な空間「クリス

タル ・パ レス j が忽然と現れたとき、人々は明るく衛生的で豊

かな暮らしへの期待に胸を膨らませたに違いない 。それは単に

建築技術の変化や進歩を意味するだけではなく、産業構造の変

化やそれに伴 う社会構造の変化をも予感させたのである 。 この

ことはまた、 パ ビリオ ンの建設それ自体が新しい建築技術の壮

大な実験であり、変わりゆく社会への新たな提案であ ったこと

を意味している 。

こうした例からも明らかなように、当時の博覧会の建築はそ

の博覧会の象徴であり、コンセプトを具体的に表現する手段と

しても重要な意味を持 っていた 。 そして時代の変化を象徴し、

当時の技術文明の成果を示すものとしての建築技術、すなわち

デザインや構造 ・工法、素材や加工方法まで、博覧会を機会に
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さまさまな提案と実験的な試みが行われ、その技術力や開発力

を世に問う場としての博覧会のイメージが出来上がってい った。

このように、博覧会が出現した当初は、パピリオンは館内の

展示を包み込むシェルターとしての機能を持つと同時に、それ

自体として新たな実験や提案の場であり、博覧会の時代背長や

コンセプトを象徴するモニ ュメントでもあったのである 。

* モノ。離れが進む博覧会とパビリオンの変質

こうした博覧会とパビリオンとの関係に変化が表れ始めたの

は、第二次大戦後の高度成長期に入 ってからのことである 。科

学技術の急速な進歩や高度工業化社会への移行過程て¥社会の

構造や人々の暮らしが大きく変わるにつれて、博覧会の使命と

役割も次第に変化を見せるようにな っていく 。通信情報手段の

発達はマスコミュ ニケーションの隆盛をもたらし、新しい技術

の成果や速く離れた海外の事情等が画像情報を通じて居ながら

にして H舜時に伝達されるよつにな ってくると、人々にと っては

初めて見聞するものなどほとんどな くな ってしまったのである 。

また、近年の技術革新は高度化 ・専門化の一途をたど ってお

り、かつての博覧会のように、単休のれモノ H を並べて単純に

見せるだけでは、その機能や効果などを本質的に理解すること

が困難にな ってきたことも影響している 。今日の新たな技術の

成果とは、大半がシステムとして構築されてはじめてその機能

を果たし得るものが多〈、こうしたシステムはその外観だけを

一部展示して見せてもあまり意味がないことになる 。その上、

科学技術の進歩がそのままストレートに 「人類にノ〈ラ色の未来

をもたらす」とは信じられないという懐疑的な考え方も台頭し、

こうしたさまさまな環境の変化の中で博覧会も次第にその姿を

変えていくことになった 。1958年のブリュ ッセル万国博から同ー

覧会にテーマが登場し、その後次第にテーマが重視されるよう

にな ったのである 。

このような博覧会の変化が一層顕著に表れたのが、 1967年の

モントリオール博 ( カナダ ) であ った。 それまで博覧会展示の

主流とな っていた新しい技術や発見の成果を、れモノ" として

そのままの形で提示するだけではなく、テーマにそって、それ

が暮らしにどのように役立つのか、そうした成果に基づいてど

のような社会となるのか、また、どのような社会を実現すべき

なのか、とい った抽象的な概念や思想そのものまで訴求するこ

とを目的とするようにな ったのである 。

これに伴 って、従来のよ 7 に物展示を中心として mモノ H そ

のものをストレートに見せるという手法から、来場者を包み込

み、環境全体でテーマの主旨やコンセプトを訴求していくとい

う表現方法へと劇的な変化を遂げた 。万国博の性格を変化させ

たという点でモント リオール博の意義は大きい 。その後、こう

した傾向は各地の万国博に引き継がれ、この結果、映像や大空

間を用いた環境演出が展示構成の主流をなすようにな った。筑
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波の科学万博も基本的にはこの流れの中にあり、それを教科書

として計画されている多くの地方博も同様のパ ターンをなぞ っ

ている 。

こうした博覧会の概念と展示手法との変化は、パヒ- リオン建

築の意味や役割に大きな変化をもたらすこととな った。第一に、

内部空間に対する厳しい要求が建築偵IJ に課せ られるようにな っ

たという点である 。ノf ビリオンの計画に当た って、まずそのノ マ

ビリオンで訴求すべきテーマや内容を最も効果的に表現するた

めの展示の方向やそれを実現するための手法が検討され、そのた

めに必要とされる空間条件その他の建築に対する与件が決定し、

その与件を満足する建物の建設が計画されるといつことになる 。

すなわち 、展示側の計画と建築側の計画とは密接不可分の関係

になってしま ったのである 。

シンボル性重視から空間構成重視へ

そもそも博覧会において、その博覧会のテーマやコンセプト

を具体的に表現する場がパビ リオ ンである 。 その表現手段とし

ては 、バビ リオ ン自体の建築の構造や工法、形状やテサイン、

使用されている材料や素材など、建築物としてのパ ビリオンそ

のものを通じて行われるものと、そのパヒリオンの内部で展開

される展示やノ f ビリオンの内外を通じての環境全体で訴求する

ものとに大別できるが、現実的にはその両者の相乗効果による

ものと考えられる 。かつての博覧会めように、パビリオンの建

築と展示の両者が比較的独立していた当時は 、そ の両者の計画

が全く別々に進んでも 、そ れぞれが内容的にも充実していれは.

その相乗効果は高か った。 しかし今日では、それではなかなか

目的を達成し総くな ってきたのである 。

それまでの博覧会におけるパビリオン建築のように、単体と

しての、モノ" そのものが展示物として物理的に収まる空間さ

えとれれば、あとは建築設計者側の自由な発想、でどのようなノ f

ビリオンを建設しても、目的は十分達し得るというわけにはい

かない時代にな った。パ ビリオン出展の主旨を最も効果的に訴

求するための手段として、検討され計画された展示サイドの空

間に対する要求を ｩｮｬｾｊ たすノ ぞ ビリオンであることが前提になる 。

計画によってはドーム状の空間カ、要求され、またある時は巨大

な無柱空間が要求されるといったように、建築側に対して厳し

くかっ具体的な条件が与えられるようにな ってきた 。 それまで

のように 、展示と; 建築とはそれぞれ独立した存在ではあり得ず 、

相 ｅ に関連し合い、路 孝 ｾｾしあう一体のものとして考えねばなら

なくな ったのである 。言 い換えれば 、博覧会ノ ぞビリオンに対す

る要求が、従来のシンボル性の重視 ( モニュメンタルな記念建

造物 ) から、空間性の重視( 環境全体でテーマの主旨を訴求す

るために効果的な展示空間を創出するためのシェルター) へと

大きな変化を遂げたということである 。

すでに見てきたように、クリスタル・ パ レスやエ ッフェル塔



の建築された当時は、パビリオンの構造やデザイン自体が、暮

らしや社会全般にわたる時代の変化を象徴する劇的なモニ ュメ

ントとなり得たが、現代の社会の状況や博覧会のテーマは、パ

ビリオ ン建築の技術やデザインでストレートに象徴し得る H寺代で

はなくな ったという点も影響 している 。建築の分野における素

材や工法、構造やデザイ ン等は 、年々進歩してきているが、以

前のそれのような劇的な変化や発見は望み得ず、博覧会のパヒ

リオ ンの建築が、来るべき新しい 11寺代や社会を象徴するモニ ユ

メン 卜になるという環境ではなくな ってきたからである 。

狙いは主体的な参加と交流の場の創出へ

モン トリオール万国博 ( 1967年 ・カナダ ) によ って大きくそ

の方向を転換した博覧会の概念とその構造は、再びパンクーパ

ーの国際交通博 ( 1986年 ・カナタ ) の頃から変化の兆しが見え

始めることになるが、そ の傾向がさ らに一層顕著にな ったのカ、

ブリスベー ンの国際レジ ャー博 ( 1988年 ・オーストラリア ) か

らであろう 。それは 、従来の博覧会におけるパヒリオン中心主

義の見直しであり 、会場構成そのものに対する考え方の変化で

ある 。 それまでの博覧会は、 パ ビリオ ン内の展示を見せること

が目的とな っており 、訪れる来場者もまた会場のゲートを入る

と、一目散に目的とするパビリオンを目指して直行するという

のが一般的なノ f ターンであ った。 こうした博覧会の構造が少し

ずつ変化し始めたのである 。

それはイ ンフ ラストラクチ ャーの援備も含めて、ハード ・ソ

フトの両面から会場全体を統ー されたコンセプ トの基に計画し、

さまざまな装置や会場内に勤務するアテンダントなど、すべて

を活用しながら会場全体を演出し、 引であい" や mふれあいかを

触発するような場と機会を創出しようとする試みである 。こ う

した環境を準備することによ って、単にノ マビリオン内 の展示を

巡り歩くだけが目的となるのではなく 内覧会の会場そのもの

の魅力を高めるとともに、感動と体験の場にしようという考え

方である 。仮にパビリオン内部の展示を全〈見ることができな

くても、会場の中を歩いているだけで、楽しく変化に富んださ

まざまな体験が用意されており、 会場へ来 ること自体が目的と

なり得るような鱗造が目指されているとい ってよい。

事実、ブリスベーンの国際レジャー博の場合を見ても、会場

を訪れる観客: の多くは 「シーズ ンパス」等 を利用して、仕事が

終わ った後毎日のように会場に足を運ぶ人々であり、彼らはノ f

ビリオ ンに直行して行列をつくるとい った従来のパ ター ンでは

なく、次々と移り変わる会場内 のス トリートソ ぞフォーマンス

やパ レードの演 出、エ キサイテイングで心地よい雰囲気を楽し

みに来ているのである 。そこには 「観客は単にパビリオンの内

部に展開される展示だけを見にきているのではなく、さまざま

な仕掛けやそこに登場する人々と の交 流や、それを媒介とする

周囲の観客とのふれあいを味わい、会場全体を楽しみにきてい

るJ といった博覧会の新しい姿が浮かび上が ってくる 。

モ ン トリオ ール博以後、博覧会のパ ビリオ ンに 対する考え方

が変化したこ とはすでに述べた通りであるが、この変化は展示

の手法、言い換えると見せ方の変化であり、本質的には来館者

に展示を見せるということがその狙いとな っていることには違

いがなか った。大型映像や 3 D ( 立体 ) の映像などを駆使して、

観客の興味と関心を惹きながら、テーマやその展示館の意図を

訴求するなど顕著な変化が生じているが、それはあくまでも展

示の手法の変化の範囲に止ま って おり、見せる側と見せられる

側の垣根は厳然と残 っていた 。

しかし 、最近表れ始めた変化は 、こうした見せる側と見せら

れる側の境界を取り除き、プレゼンテーションする側と来館者

とのふれあいと交流を 実現しようという 考 え方が次第に前面に

出始めたことである 。 これまでも 「魅力的な展示を 創り出すた

めには、観客の参加型でなければならない」と いう説が一般的

であ ったが、こ の場合の参加型とは、観客がボタ ンを tl!1すと展

示物が動いたり光ったりするとい 7 程度のものであって 、真の

意味での観客参加では あり得なかった。本質的な観客の参加と

は、単に観客↑官似仰側11即則I1削IJ のアクシヨンに対して展示物{ 恨側H開則I j がリアクシヨン

を起こすとい つたも のでで、は な〈、別に観客恨I j がなんの動作をし

なくても、 プレゼン テーションする側と の聞に 、またそ の展示

や環境を媒介としてその場を共有する 他の観客との聞に、ふれ

あいと 心の交流が発生するといっ た類のも のであろう 。心 理学

でいうラポールのかかる状態を創り出すことである 。

こうした展示を実現し得る環境を創り出すためには、単にノ マ

ビリオ ンの 内部における展示 だけでは不可能であ り、 パ ビリオ

ンの建築に 対する考え方や姿勢にも大きな変化を必要とするこ

とになる 。各ノ f ビリオ ンの 外部に対する 表情や仕掛けも、会場

全体の構成と演出の中で他のパ ビリオ ンや諸施設 との相乗効果

を生むような配慮が必要になる 。すなわち、従来のように自己

のパビ リオ ンのみの単体で完結した表現を追求する のではなく

周辺の空間構成や演出計画等と積極的にコミ ッ トしながら、そ

うした条件の中でアイデ ンティテ ィを 確立していくと いう姿勢

が不可欠となる 。

このことはまた、 パ ビリオン建築の表現に対する考え方の変

化を意味する 。これまでのパ ビリオ ンの建築は 、来場者の注目

を集め、自己のパ ビリオンに観客を引き寄せることを主たる目

的としているため、人目を惹くような奇抜なデザイ ンやモニ ュ

メンタルな ものが 多か った。また、展示に対する姿勢も原則的

に館内への入館者に対しての働きかけしか考えていないため、

パ ビリオ ン外部の表情や演出などにはあまり神経を使 っていな

か ったとい ってよい。 こうした博覧会のパ ビ リオンに対する考

え方に変化が生じ始めたのである 。各ノ ぞビリオンがそれぞれ自

分勝手に自己主張する従来のパタ ーンでは、会場全体の統一的

な環境構成や i貸出は困難であり、その博覧会の理念やテ ーマ と
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の連続性が希薄になることも否めなか った。 そしてそれは現代

の都市の置かれた状況ともよく似ている 。都市としての全体の

環境構成を無視してそれぞれが自己主張する建築物の集合から

は、好ましい都市環境は形成できないのと 同様で、ある 。

先の国際レジャー博の場合を見ると、会場内をいくつかのブ

ロ ックに区分し、そのブロ ックごとに色彩も統ー され、その色

彩も会場の一方の端から 他方の端に向か って次第にグラデーシ

ヨンをも って変化 していくょっに計画きれており 、各国のパビ

リオン設計者はいずれもその会場計画を前提として設計を進め

ることが義務づけられている 。 さらに、ブロ ックごとに修景施

設や広場が配置され、それぞれには変わ った彫刻や屋外展示物

があしらわれ 、場内数箇所に分散されているイベン卜広場を核

に場内至る所で展開されるストリート ・パフォーマンスや趣向

を凝らした パ レードなど、明確なコンセプ トと統ーされた計画

に基づき 、会場全体を楽しく演 出 しようという配慮、が行きわた

っている 。

各国のパ ビ リオンの前には 、それぞれの地域を象徴するモ ニ

ュメントの設置が主催者側から要請され、 何 をどのように設置

するかまで細かく打ち合わせの上決定している 。 こうした主催

者側の姿勢と基本方針が会場のすみずみまで行きわた って、は

じめて快適で楽しい魅力的な会場が 出来上がるのである 。 これ

までの博覧会は、広い会場の 中にノ マビ リオンカ、立ち並んでおり 、

観客はその内部の展示を見て 回るという構造にな っており、パ

ビ リオンの 内部に入 って観覧している時だけは楽しめるが、そ

れ以外の時は難行苦行であることが多い 。 とくに最近のわが国

の博覧会のように 劇場スタイルの映像展示がほとんどの場合は 、

パビ リオンのキャ パ シティが少ない上、 l 回あたりの演 出時間

にもフレキシビ リティヵ、ないため、すぐに 12時間千寺ち J 13 

時間待ち」とな ってしまっが、炎天下での待ち時間はまさに難

行苦行であ って、楽しさからはほど遠いひたすら我慢の体験で

あり、 「長H寺間並ぶJ 1歩く J 1疲れる 」 というのが博覧会の常

識であ った。

こうした博覧会の状況を改善し 、、ゆとり H とれ楽しさペホふ

れあいかとの交流" の輸を会場一杯に広げようという試みが実

験され始めたのである 。先の国際レジ ャー博における各国の展示

構成を見ても、そうした方向への変化の兆しがは っきりと表れ

始めていることに気づく 。 イギリス館やニュージーランド館の

ようにノ f ビリオンのフロントヤードに建物と 一休とな ったステ

ージを設け、常時そこでその国独特のパフォ ーマンスを演じ、

集ま った観客との掛け合いや応酬を通じて、自然のうちに 心 と

心の交流を発生せしめるなど、見事な演出を行っている 。アメ

リカ館でも パ ビ リオン前に広場を設け、熱気球を揚げたり 、あ

どけない少女の体操チームのデモンストレーションを行うなど

を通じて、観客との交流を図っている 。

これらのパ ビ リオンは 、いずれも従来の博覧会における展示
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の常識からすれば、館内の展示にはさほど見るべきものはない

という ことになるであろう 。筆者は会期 中会場内の日本館にい

ることが多かったが、日本から現地 に視察にきた博覧会関係者

のほとんどが、開口一番 「この博覧会ではど この館の展示が一

番面白いかJ 1何か新しい映像システムはあるか」 とい った質

問を発し、帰りがけに 「展示手法として見るべきものはなにも

なか った」 というのを聞いて、国際的な博覧会の変化の潮流の

中で、日本だけは依然としてモントリオール、筑波型が主流で

ある こ とを痛感させられた 。

すでに見てきたように、博覧会は常にその時代とともに歩み、

時代の変化を先取りして 、社会の注目を集めてきた 。高度工業

化社会から脱産業化社会への転換期を迎える今日の↑ 専覧会のあ り

方が、これまでと同様な姿で良いわけがないはずであり、こう

した変化を今後の博覧会の場でいかに生かしていくかが間われ

ていると考えるべきであろう 。

こうした流れの 中で、パビリオンの建築計画も変化せざるを

得なくなる 。今後は、 内部の展示空間の確保と 同時に、館外の

環境構成や演 出計画に対しても積極的にコミ ッ トしていくこと

が要求される 。 こうして建物のフアサート‘ を含む屋外の表情や

外構、屋外環境やその演出などとともに、建物自体のデザイ ン

や表現も展示メディアのーっとして総合的な演 出計画の中に組

み込まれることになろう 。

2  パビリオンの果たす機能と役割

博覧会の変選とパ ビリ オンの変化 について概観してきたが、

これらに基づいて博覧会に おけるパビ リオンの多様な機能と役

割をまとめてみると、つぎの四点に集約されるように思われる 。

博覧会の理念やコンセプトの象徴的な表現としての機能

初期の博覧会においてとくに顕著に表れたように、 IU寺代や

技術の変化」、「その博覧会のかかげる理念やコンセプト j など

の象徴的な表現手段としてのパビ リオンの機能と役割である 。

今後は会場全体の計画と構成 自らのパビ リオンの方針と演出

計画の双方の聞に立 って、幅較するさまざまな条件を整理しな

がらそのパビリオンの主張を訴求するために最も効果的な表現

を実現するという姿勢が望まれることになろう 。

館内の展示を収容するシェルターとしての機能

いかに外部に対する訴求を前提とした表情が重要な要素であ

るとい っても 、博覧会のパ ビリオンは映画のセ y トとは異なり、

展示側の内部空間に対する要求を満足させねはならないことは

言 うまでもなく、まさにい建築。 そのものである 。 しかも、年

々複雑化 ・高度化していく展示演出サイドからの困難な要求を

実現しなければならない展示館のシェルターとしての機能と役

割を持 っている 。基本的には内部空間に対する要求を満たしな

がら、建物自体の形状や外部の表情を演出計画の意図にそ って



創り上げていくというきわめて困難な作業を行うことになる 。

会場の修景要素としての機能

パ ビリオンは同時に、博覧会の会場風景や環境を創り出す最

も大きな構成要素であ って、基幹施設や造形物、植栽やサイ ン

などとともに 、会場の雰 囲気を左右する重要な役割を果たして

いる 。いたずらに自己主張するだけではなく、周囲の施設群や

環境と の調和や楽しい 雰囲気を創出するための配慮などが要求

される 。

新たな実験・提察の場としての機能

そもそも博覧会のスタートの当初から、人類が築いた成果を

社会に提示し、その未来を展望することに意味があり、 パ ビリ

オンに対してもその時代に相応しい実験や新たな提案が要求さ

れることになる 。ただし前にも述べたように、現在は博覧会が

出現した当初のような環境にはないことは 言 うまでもないが、

現代のH寺代背景の下での実験や提案の可能性は 、十分残されて

いる 。

このように 、博覧会のパ ビ リオンには多様な機能と役割が要

求されているが、それらの機能や役割はすべてが均等に存在す

るのではなく、開催される時代によ っても、また、博覧会の性

格や規模の如何 によ っても、そのウエートの置き方が変化して

くることになる 。

3  仮 設建 築物としてのパビリオン

国際博もしくはそれに準ずる程度の規模や会期を有する地方

博においては 、以上のようにノ マビリオンやその建築に対する機

能や役割を変化 させてきているが、近年全国各地で開催されて

いる中小規模の地方博においては、こうしたパヒ‘ リオンの機能

から、次第にレンタル材を活用して の繰り返し利用を前提とす

るコスト ・メリ ッ 卜を追求する方向への変化が進行しつつある 。

もちろん、博覧会の機会に恒久施設が建設されるケースも多

いし、最近では見本市会場や既存の建造物などを会場の一部に

取り込んで計画するケースも増えているが、その場合でもすべ

てを既存施設で賄う場合は稀で、仮設のものも混在する ことに

なることが多い 。そもそも博覧会の本質は仮設性にあるとさえ

言 える 。博覧会とは、ある日忽然と現れた 「ハレ 」の空聞の中

で非日常的な体験を提供することが前提であ って、日常化した

営みは博覧会の意義と特質を低下させることになるからである 。

また一方、近年の展示手法は複雑化 ・高度化の傾向にあり、空

間的にも設備の面でも制約の多い既存施設で対応することは不

利な面が多〈 、場合によ っては展示手法自体の変更を余儀なく

されることも少なくないという現実もある 。

2 ヵ月程度の会期であり、かけられる予算も少ないこの種の

地方博においては、すべての面で理想的な パ ビリオンを実現す

ることは到底不可能で、あり 乏しい工費と短い工期で必要な展

示面積のパ ビリオンを確保するためには、必然的にレンタル方

式のシステム建築の方向を目指すことになる 。 この場合の 問題

は、 レンタル方式のシステム建築は繰り返し利用が前提とな っ

ているため、汎用性の追求が主眼とな っており、建築物として

の形状やデザインのフレキシビリティが乏しいという点である 。

ローコストで工期も短縮できるというこの種の仮設建築のメ

リッ トを極力生かしながら、汎用性を重視するためフレキシビ

リティを失い、定型的になりやすい仮設のデメリ ッ トを可能な

限り取り除くといった開発の努力が要請されてくる 。 もちろん

ここでし寸前仮設H とは、単に会期終了後に撤去するという意

味だけでなく、設計の思想、や構造、材料や工法などについても

恒久建築とは異なった考え方が必要となるという点である 。短

期聞の仮設建築であるといっ、考え方によ ってはデメリ ッ トを

逆手に取 って、仮設だからできる実験や新たな提案、ある種の

官険や飛躍を期待することができるのではないだろうか。常識

的な建築作法からの逸脱がある程度許される仮設の特徴を生か

して、構造物としての安全性に直接関係のない部分については、

かなり思いき った実験と対応も可能となる 。 また材料や工法等

についても、今までのイ変われ方とは違 った方法を試みることも

許容される 。 このことは、単に建設コストを下げたり、工期を

短縮するだけでなく、こうした機会をうまく捉えることによ っ

て、恒久建築への新たな提案の可能性も生じてくることを意味

する 。

こうした新たな試みや提案の可能性は 、材料や工法とい った

物理的な問題だけではない。現在ではクリスタルパ レスやエ ッ

フェル塔のように、 パ ビリオン建築そのものが社会の変化を象

徴する巨大なモニュメン トになるというような環境ではないが、

むしろ当時とは違 った意味での笑験や提案を行う可能性を秘め

ていると考えられる 。それは、使用材料や工法といったハード

な面だけではなく、機能やシステムなどのソフトな側面につい

てである 。 さまざまな情報メディアや演出要素と建築との連携

と融合、新しい空間構造とそれに伴う設備計画への提案とい っ

たいわば 、、ハードのソフト" とでもいうべきものと、変動の大

きな不特定多数の人の流れをどのように制御するかといったいソ

フ ト の ハ - J - " " との両面である 。いずれの場合も、展示演出サ

イドからの要求に応えるために試行錯誤を繰り返す中で出てき

た対応が、結果的に新しい試みにな っているというケースが多

いが、今後、博覧会ノマビ リオンの持っこうした特性を十分認識

した上で、積極的に実験や提案を行うことが望まれよう 。

以上見てきたように、博覧会におけるパビリオンの動向と現

状には、きわめて多様な問題を含んでおり、今後の課題も多い

が、こうした機会と場をとらえてのさまさまな研究と実験の積

み重ねが、建築や都市計画の分野に新たな方向を示唆する契機

となることを願 っている 。

( ひらの しげおみ 株式会社現代芸術研究所代表取締役所長・東京工業大学講師 )
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各 諭 I ・ 博覧会ノ f ビ リ オ ン の 計 画

建築物の評定一花の万博. EXPO' 90のパビリオン

坂 雅 勝

大阪鶴見緑地を舞台に聞かれる「国際花と緑の博覧会 ( 略称: 花

の万博)J も閉幕まであと 100 日とせまり 、会場内は今、最後の仕上

げに急ピ ッチとな っている 。本稿では花の万博のあらましと主要な

施設の建築審査面での対応について述べさせていただくこととする 。

博 覧 会 の あ ら ま し

花の万博は、 1990年 4 月 1 日から 9 月30 日までの 183 日間関かれ

る。科学技術博から 5 年ぶりの万国博であるとともに、東洋で初め

ての大国際図芸博である 。会場の規模は約 140 haで、入場者数は約

2，000万人を予測している 。会場は、鶴見緑地の現状地形を利用し、

自然度の高い「 山」と都市空間である 「街」と それらをつなぐ 「野

原」という、日本の風土に類した 3 つのエリアにより構成される 。

「山のエリア」は会場北東部の丘陵一帯で、園芸↑ 専の中心施設であ

る世界各匡|の伝統的造園技術で造られる 外国庭園 ( 50 ヵ国を予定)

や東京都 ・大阪府を除( 45道府県によるスポ y トガーテン、圏内企

業 ・団体による庭園が出展される 。 また、日本国政府の出展である

「政府苑j も配置される 。 i街のエリア」は、会場の西部、南部の

平坦地で、自然と文明の調和した新しい都市空間の創出をテー7' こ、

28の民間パビリオンの大部分と、大阪市の「咲くやこの花館J 、 東

京都の「花の江戸東京館j 、協会施設で園内 ・国外の花・緑の屋内

展示を行う国際展示館、開 ・閉会式や各種イベントを行うメイン催

事場などが配置される 。 i 野原のエリア」は、会場中央の大池とそ

の周辺で、日本最大級の約 2 ha、40万株の花が植えられる大花壇が

造成される 。 また、大阪府の 「いちょう館」が配置される 。

会 場 施 設 の 建 築 審 査

会場内には展示や催事施設、サービス ・営業 ・管理施設など約 200

件、延べ床面積約 17万げの建築物および遊戯施設等の工作物が建設

建築工事が進む花の万博会場 (1989年 9 月雌影)

28 建築と社会/ 1989年 12月号

されるが、この稿では会場内を賑わすノ f ビリオンを中心に、建築審

査商での対応について述べる 。

(1) 建築基準、規貝IJ 等

会場は大阪市の都市計画緑地であるので、 一部の存置施設を除き、

閉会後はすべて撤去される仮設建築物として扱われ、建築基準法第

85条第 4 項により、法令の一部が適用除外される 。 しかし、会期中

の平均ピーク 日には 22万人もの多数の観客が入場すると予測される

ことから、会場施設の安全性と快適性の確保のために必要と考えら

れる規程、基準等を定めた 。

まず、特定行政庁である大阪市においては「博覧会関連 ( 会場地

内) 仮設建築物の許可基準」を定め、展示場 ・劇場等の避難施設、

構造計算、防災措置等の基準を設けた 。

協会では「建築及び 防火対策に関する規程」を定め 、建築物の着

工から撤去までの方法 ・手続き、内装材、屋恨材、避難施設、建築

設備i等に関する規程を、 「身体障害者等の利用を配慮した 会場施設

設計指針j では安全かつ快適な観覧ができるための技術的指針を、

そして 「会場施設計画設計指針J てーはパヒ、リオンが会場計画の趣旨

に即し適切に計画されるよう諸基準を定めており、建ペイ率はこれ

までの万博では最も厳しい5 0 %以下に、また公関空1也、待ち スペー

スの確保とともに、緑地は敷地の20% 以上を確保し 、「緑化基準J に

より、花の万博にふさわしい庭園を作ってもら って会期中には庭園

コンテストを行うこととしている 。

(2) 建築審査体制

パビリオンについては、通常の関係法令のほか、博覧会 ￰ ｾＮｨ 自 の基

準等により審査されることとなるが、 これ らを 出展者が十分理解し、

円滑に建築計画を進めていただくためには、特定行政庁、大阪市消

防局と協会の速けいが不可欠であるので、できるだけ協同しながら

事前相談を行った 。 また、パビリオンの中には、建築基準法の予想

しない特殊な材料、構法を用いるものや、仮設建築物の許可にあた

り特別な専門的検討が必要なものが多い。そこで、建設省、大阪市、

協会、日本建築センタ一、日本建築総合試験所の五者からなる「特

殊構法等連絡会」を設け、建築基準法第38条に該当するか否か、評

定 ・評価の必要性およびその方法等について協議し、審査の迅速化

を図 った。

つぎに、椛造、防災の技術評定 ・評価を行う機関としては、日本

建築センターは従来からシステムが確立していることから、既存の

評定委員会を活用した 。 また、大阪の日本建築総合試験所では日本

万国博、神戸ポート↑ 専の経験を活かし、今回花の万博のための 「国

際花と緑の博覧会出展建築物等評定会議J Ｈ 議長 ・ 横尾義 ＱｾＮ Ｉ を設

置し、その中に構造評定委員会 ( 委員長 ・若林資) および防災評定

委員会 ( 委員長 ・寺井俊夫 ) を設け、おのおの審議を行った。 この

商機関の分担は表ー 1 のとおりであるが パビ リオ ンの建築計画が

具体化した段階でその都度前記述絡会で協議し、振り分けを行った。



表ー 1 得覧会会場内建築物の建築申精フロー
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(3) パビリオンの出展概要

出展ノ マビリオンは、日本政府、地方公共団体 3 館、民間出展館28

館の百十32館である 。 出展方法は劇場タイ プが13館と多〈、立体映像

のほか、全球ドーム映像やコンビューターグラフィ ックス、ハイヒ

ジ ョンなど、見せる技術も多機化 している 。つぎに展示場形式カ、 10

館で、自然の花 ・緑の展示のほか、花 ・緑に関連する絵画 ・写真の

展示も多い。 また、ライド ( 乗り物) で観覧するものが 3 館のほか、

ゴルフコ ースをそっくり再現したものや、バードゲー ジ、大池を利

用した演 出など屋外型パビリオンが 5 館と多いのも特徴である 。そ

の他 、展望タワ ー を有するパビ リオンが l 館ある 。

パビリオンの平均規模は、敷地面積5112川、建築面積 1984m' (建

ペイ率約39 %) 、延べ床面積3073m' ( 容積率約60%) 、階数平均 3 階

である 。

(4) 精進評定

パビ リオンは、当初、木構造が多いのではないかと予測したが、

政府苑と東京都館 ( 大断面集成材を使用した 3階建、延べ床面積2100

M の大規模木造建物) にとどまり、工期 ・加工性等から鉄骨造がほ

とんどを占めた 。一般に博覧会はテントの骨組膜構造が多いが、今

回は内装制限等の関係やとくに映像ホールの遮音性能から、鉄骨に

A L C 板、ボー ド類、金属板を貼る形式が多〈、 テ ント材は建築規

制に関係しない部分で装飾的に使われる場合が多いようであ った。

構造評定 ・評価を受けたのは 、つぎのノ f ビリオン等である 。

①政府苑の 3 棟一自然 ・科学煉 ( 一辺4 5 mの曲面正三角木造シェノレ)、

産業 ・技術棟( 木造トラス) 、都市 ・環境練 ( 木造立体トラス )

②生命の塔 ( 高き 31mを越え 6 0 m未満の R C造塔状建築物)

③協会 ・国際展示館 A ホール ( 特異な形状の鉄骨造大屋恨)

この うち① が建築基準法第38条に該当し、日本建築セ ンターの構

造評定を受け、建設大臣の認定を得た 。 また、併せて防災評定も行

った。 そのほかは、日本建築総合試験所の構造評価 を受けている 。

したがって評定 ・評価を要したのはわずか 3 件ということで、科

技博の11件 ( うち大臣認定 4 件 ) に比してもきわめて少ないという

状況で、やはり博覧会ばやりで設計期間も長くとれないなどの理 由

で、実験 ・評定さらには大臣認定を要寸るような構法・材料をでき

るだけ避けたのではないかと思われる 。

(5) 防災評定

大阪市の仮設建築物の許可基準により、建築基準法第27条に規 定

する特殊建築物および第35条の 3 の無窓の居室に該当する パ ビリオ

ン等は防災評定を受けるものとした 。 この結果、屋外展示型のノ マヒ

リオ ン等を除いた 22館のパ ビリオンと、協会施設の 5 館、計27館 が

防災評定を受け、このうち前記の政府苑は構造評定がらみで日本建

築セ ンタ ーで 評定 を、そ の他26館は日本建築総合試験所 で評定 を行

った。 日本建築総合試験所の評定委員会はおおむね月 l 回開催し、

担当する小委員会を決め、 表 - 2 に示すチェ ックリストで詳細な審

査を行い、次回の評定委員会で承認をつけるというシステムとした 。

評 定で議論の多か ったものは、つぎのとおり 。

① パ ビリオンの平均規模が前記のとおり大きく、階数が平均して 3

階で、主階が避難階にないものが多い。 このため、避難計画や、コ

ンパニオン等による避難誘導体制について

②劇場等と事務室部分との用途区画、廊下 ・階段等の区画、火気使

用室 ・防災センターの防火区闘について

③ 自然排煙が多いが、その有効性や装置の操作方法について

④展示物 ・スクリーン・テント等の材料の防火性能について

表- 2 防災計画評定委員会の評定内容

計 画 概 要

小委員会の判断、指摘

検 討 項 目

事項と申告古者の対応 の半1)

防 災計画基本方針

1  ) 空間の特性

2  ) 防災計函上の配慮

3  ) 防火区画

4  ) 防煙区画の配置

5  ) 安全区画

6  ) 消防計画の配慮.

設 備 計 画

1  ) 防災設備の設置状況

避 難 計 画

1  ) 経路と区画

2  ) 避難砲設の配置

3  ) 避難計算

- 出火想定点

- 人員の配分

- 係数 の取り 方等

ｾｉ Ｇ＠ '.埋 設 備

1  ) 区画、系統区分

2  ) 方式

管 理 ・運営

1  ) 避難誘導体制

2  ) 防災センターの位笥

おわりに

博覧会という短期のイベントのため、建築申請が一時期に集 中 し、

かつ、工期に追われて審査期間の短縮の要請も強〈、行政当局、評

定機関に多大のご負担をおかけしたが、関係者のご協力により、審

査も順調に進んだと考えている 。 この年末から年明けにかけて パ ビ

リオンの本体工事も続々と完了の予定である 。来年の閉幕時には、

皆綴方のご来場を心待ちにして、本稿を終わる 。

( きか まさかっ 財団法人国際花 と緑の博覧会協会建築指導謀長 )
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各 論 I ・ 博覧会ノマビ リオ ン の 計 画

パ ビ リ オ ン の 基 礎 設 計

松 山 清

博覧会は 1970年の大阪万博以降でも全国各地で開催され 、とくに

ここ最近は市制 100 周年記念事業をき っかけとして、全国的に独自

のテーマのもとで笑施されている 。大阪万博は千里 山丘陵を切り開

いて会場としたもので、地盤に対する大きな問題はなく、パビリオ

ンの基礎および地盤について支持力不足 ・不同沈下等の特別な配磨、

の必要性は少なか った。 しかし大阪万博からおよそ 20年を経過しよ

うとした現在では、社会情勢変化 の影響もあ って地盤の良好な場所

において博覧会敷地の確保カ、困難にな ってきた 。博覧会は広大なス

ペースを確保する必要性が高いことから、最近では埋立地等のウォ

ーター フロントとか公園という特殊な 地盤の地域で開かれる こと が

多〈、パビリオンの基礎としてさまざまな条件を考慮、しなければな

らなくな った。

このような状況の中で、パビリオン基礎の設計法として、確定的

に取り壊しをする仮設構造物に、従来か らの本設建物の基礎の設計

法を踏襲するのか、あるいは半年程度の期間に対する仮設的な基礎

構造として初期コストを有[ J え多少のメンテナンスを考えた形式とす

るのかが問題とな ってくる 。パビリオンの基礎は 、そ の利用の目的

が短期間であるため、過大に基礎に投資しすさてはいけない 。かと

いって上部構造を安全に支えなければならないということが要求さ

れる 。今のところ、仮設構造物に対する基礎の考え方で確立されて

いるといえるものはなく、ノマビ リオ ンの基礎の設計手法は本設建

物基礎設計の延長 上にあるというのが妥当であ ろう 。 これら の構造

上の問題に加えて、博覧会跡地利用を目的として各種の条件がつけ

られることも多い 。横浜博覧会て怯埋立地に打設する杭撤去の条件

を、な らシルクロー ド博におい ては奈良公閣の地中にねむる泣跡の

ためにキえを打設することができない、などとい ったものである 。

以下、いくつかの実施例を挙げて、今日 のパビリ オンにおける 基

礎構造の特徴を紹介する 。

HS S Tの 基 礎一 横 浜 博 覧 会

横浜博覧会は 、1989年 3 月よ り横浜港の埋立地て‘ ある「みなとみ

らし、 21J の中央地区を会場として開催され、その中でリ ニアモータ

ーカーの一つである H S S T は、場内の主要交通システムとして採用

された 。 このHS S T は、日本で初めて運輸省により鉄道事業法に基

づく事業免許 ( 6 ヵ月の期間限定 ) を取得して旅客運送するもので

ある 。

博覧会の会場となる敷地は埋立地であるため、 f也悠の圧密沈下が

年間に 30cIII 以上起こり、 かつ H S S T の軌道の位置によりその沈下量

が異なることが予測された 。 そこで、沈下の彬響を軌道に及ぼさない

ようレベルを一定に保持する ことの可能な基礎が必要とされた 。

当該敷地の埋土層の層厚は平均で 15 m程度であ り、その下の沖積

粘土層の層厚は陸1111 ] で薄〈、海に近くなるほど厚くな っている 。軟

弱地盤の厚みは最大5 5 mにもおよぶ。沖積粘性土層はサンドトレー

ンやプレロード方式により強制圧密を施され、残留沈下の低減が計
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HS S T とUL B構j去の基礎構造

られているが、海側の部分では未だにその圧密沈下が残留 している 。

軌道建設前の地表面沈下計測によれは 1988年 2 月から 8 月までの

6 ヵ月間で、海側のも っとも大きいところで約24cIII の沈下ヵ、発生し

ており、今後もさらに沈下進行が予測される 。

博覧会閉会後は施設一式を全面撤去し原状に復旧する 、旧護岸等

の地中障害物がある、軌道のレベル精度 ( 5  mm/ 10m) が要求され

ている等により 、沈下障害対策 ・基礎工事 ( 杭基礎の場合打込み ・

引抜き ) 費用が大きいため、 地盤沈下 - 不等沈下対策が可能で 短工

期、ローコストである合理的な基礎として開発された U L B構法を

採用する こととな った。U L B構法 ( Un i  L oad Bas e ) は、マ ントス

ラフの一種で、上載荷重を 地盤に均等に伝達するように工夫されて

おり、埋立地のような地| 耐力の低い軟弱地燃で効果を発揮する 。 ま

た、ジャ ッキア ップ システムを組み込むことによ りレベルを自在に

制御で きるため、高い精度が要求される構造物に適用できるという

特徴をも っている 。

H S S下の軌道は、 R C のフラ ッ トスラブ型直接基礎 、 R C の柱胸l

およびフーチン グ、そして P C桁より構成され、柱関! の断面は通常

の鉄道に比べて小さいも のと なっている 。

ジヤ ンキア y プの機構を 図ー 1 に示す。修正に |捺しては 4 台のジ

ャッ キをフラ ッ トスラブ型の基礎とフーチングの間に押入し、ジャ

ッキア ップ を行い、修正量に応じた調整用鉄板を挿入する形式にな

っている 。地震などの水平力によるフーチ ンクの横滑りを防止する

ため 、フーチンク の コーナ - 4 ヵ所にくさびカ、設置されている 。 こ

れはジャ ッキア ップ時にはフー チンクと周辺の U L B スラブのせり

もちを |坊さ 、かつ水平力を伝達するよう工夫されている 。 ジャ γ キ

ア γ プ時には、柱脚を傾斜させないように均等に精度良〈持ち上げ、



木 造 シ ェ ル 構 造 ・ 空 気 膜 構 造 の パ ピ リ オ ン の 基 礎ー ならシルク

ロード博一

図一 1 U L B怖去の基礎構造と

ジャッキアップシステム

写真一 2 ならシルクロード博のパビリオン
基礎平面図

写真一 3 木造シェル構造のテーマ館

A  〆¥ー ケープJ レ

gド γ --7 、: 必地中切羽V

盛土 '一

1二型_ J (地盤改良) I  4 ，000 I  

木造シェル構造の基礎 空気膜構造の基礎

図- 3 下部構造の断面( ならシルクロード樽)

コy クリ ー ト連続壁

口

町

一

-

問

ならシルクロード博は、 1988年 4 月から 10月までの 6 ヵ月にわた

って、奈良市の奈良公園を中心会場として開催された 。博覧会にお

いては、テーマ館 ・郷土館 ・総合案内所が木造シェル構造、 ロード

サ ッ トオアシス物語館が空気膜構造の仮設建築物として建設された

( 写真一 2 )。

木造シェル構造のテーマ館( 写真一 3 ) は最大見付長さ 100 m、

中央部分ス パ ン30 mの S 字形平面で、円弧曲面の断面を有する高さ

14 mの建物、郷土館は八字形平面の建物、総合案内所は三日月形平

面の建物である 。 これらのパ ビリオンの主体構造は、木造の格子シ

ェル構造の屋恨と鉄筋コンクリート造よりなり、屋根は P V C コー

テイングポリエステル繊維で、夜われる 。下部構造は格子シェルの屋

根を支持する鉄筋コンク リート造の壁および恭礎で桃成されている

( 図 - 3 )。基礎は述統フーチング基礎とし、 C L  - 50cm位置でI 也盤

に支持されたものとな っている 。

ならシルクロード1専の敷地は、地上から 30cmも瓶削すれば遺跡、の

一部が出てくる可能性が高いため、原地盤を掘削することなく パ ビ
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る必要があるため 、イコライザー

ジャ y キによる同調装置システム

をf采用している 。

HS ST の走4子をスムーズに行え

るような軌道の状態を常に管理す

るためには、沈下実 iftlJ から将来予

測をしてジャ y キア ップの H寺Jtf J と

音JI 位 、修正量を事前に、かつ適正

に決定することが重要である 。

その管理システムのフローを 図 -

2 に示す。

沖積層の圧密沈下が残留する埋

立地悠でのレベル調整機構をもっ

直接基礎の笑施工例は数例あるが、

笑|僚にジャ ッキア ップによりレベ

ル修正を行 っているものはきわめ

て少ない。 とくに HS S Tの軌道と

いう高い精度を要求される構造物

でのジ ャッ キア ップによる軌道レ

ベル制裂の実施は、このシステム

の有用性を示しており 、埋立地等

の劣惑な I也鍛条件下における新交

通システムの、より信頼性の高い

軌道保守管理システムとして今後

も発展してゆくものと期待される 。

ジャッキアップシステム

のフロー

図 - 2



リオンを建設する必要があ った。そこでこれらの木造シェル構造の

パビ リオ ンを建設するに当た っては、およそ 80cm程度の盛土をし、

さらに地盤改良を施して地耐力を増し、直接基礎構造を可能として

いる 。支持地盤はシルト混じり砂で N 値はおよそ 2 程度 、許容支持

力は 5 t  / m'て、ある 。EE土によ って基礎底は原地錠よりも上方とな

り、遺跡の保存条件を満足したものとな っている 。

空気膜構造であるロードサ ッ トオアシス物語館は、 50X 100 mの

長方形平面をもっ展示場である 。 この展示場を覆う膜屋根はケーブ

ル補強空気膜構造て¥ 短辺方向 9 本 長辺方向 2 本のケーブルを 張

り渡し、そのケーブルで区画された部分に膜商を張 ったものである 。

基礎構造は、地盤面位置で直接に上部構造を支持し、また室内圧や

風圧とい った外力によ って発生するケーブルおよび膜体の反力は、

連続フーチング基礎で処理されている 。基礎は、パビリオンが空気

膜構造という性質から、上部鱗造を支持するというよりもむしろ、

風圧力や内圧等に対して級一滑 りや浮き上が りをしないためのおもり

としての基礎という位置づけになっている 。 したがって深い根入れ

いにしえ

が必要なものではなく、地中に存在するであろう古の置き土産に対

して有効的な手法であ ったと思われる 。

特 殊 地 盤 に 立 つ パ ビ リ オ ン の 基 礎一 国 際 花 と 緑 の 博 覧 会

国際花と緑の博覧会は、 1990年 4 月から半年問、大阪の鶴見緑地

で開催される 。会場となる鵠見緑地はもともと一面にスイレンの咲

いていた湿原を廃材で埋め立てた所であ り、地下 1. 5 - 4  mあたり

には今もゴミの層が横たわ っているという特殊地悠である 。工事着

手に先駆けて、まずゴミの処理が問題であ った。

花の休憩所は恒久建築であるため、 地中 のゴミ約15000m' を掘り起

こして焼却し、地下か ら発生するメタンカ、スを建物内に入れないた

めに止水工事を行っている 。地盤も悪条件であるため、基礎として

P C杭を打設している 。

仮設構造物であるノ マビリオンについては、設計の意図により 図ー

写真一4

" イブロハンマーによる

H 鋼杭の打設

J 対イブ ロハンマーにより mlt

いんなあ 日本画

電力館 とり つぶ館 美術館

図- 4 基礎精進の例( 国際花と緑の博覧会)

4 のようにさまざまな悲礎形式が採用されている 。電力館の基礎に

は H 鋼杭が採用され、引き抜きの施工性を考慮してパイプロハンヤ

ーにより杭が打設された ( 写真 一 4 )。 パイブロハンマーを使用して

いるため、少々の障害物等ではそれはと影響をうけずに杭の打設が

できた 。杭の許容支持力は、，1主荷試験により Pa = 12.0 t と決定し

た ( 極限支持力 P u= 36 .0 t 、降伏荷重 P y = 27. 0 t ) 。花博終了後

は、鋼杭をパイロハンマーに より引き抜く予定である 。

いんなあとり つぷ館の基礎はべた基礎で、地耐力を低くおさえた

設計がされている ( 許容支持力 5 t / 肘)。 また、地盤の表層 2 m程
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! 支は地盤改良をし、 地盤の安定と 地耐力の向上が計られた 。 日本画

美術館は 、ｾ慌 の設計 において仮設展示場を意識した形式 をとらず 、

P C杭を打設したものとなっている 。協会規定により G L - 1. 5 m

まで障害物を撤去しなければならないため、ここではノ マビ リオン f放

去後、杭を G L - 2 m程度まで研 り取ることにし ている 。

いずれの場合も、さまざまな建物形状 ・用途に対して上部構造を

安全に支持でき 、かつ経済的な基礎形式カ、採用されている 。

ス ー パ ー シ ッ プ 9 電 力 館 の 下 部 情 造ー ア ジ ア 太 平 洋 博覧 会一

福岡市博多湾西岸の埋立地で、 「新しい ilt 界の出会いを求めて 」

をテー? に環太平洋地域の国々が参加して 、1989年 3 月からアジア

太平洋博覧会が催された 。スーパーシ ップ 9 ｾ 電力館の場合もパヒリ

オン自体が仮設構造物であり、会期終了後 2 ヵ月で解体f故去しなけ

ればな らない という条件であ った。博覧会のパ ビリオ ンは 、施工精

度 ・構造安全性の硲保に加えて、さらに j梓体工事合理化のニーズも

高い 。|浪 られた期間の中で効率よく パヒリオンを解体するためには、

上部を解体が容易な仮設的な構造にするとともに、下音11の構造形式

も!iJ!(，i本f故去が支障なくスムーズに行えるものでなければならない 。

また、解体工事は各ノ マビリオンとも 一斉に、しかも 短期間のうちに

行われるため、解体施工機械の集中化、廃棄物の大量発生でその対

応が困難とな っている 。 またコンクリートの地下構造物の解体は工

期もかなり必要で、それに加えてコスト面でも経済的とは 言 えない 。

このような問題に対して、スーパーシ γ プ 9 電力館では上部構造

では単管クランプによるトラス構造として軽量化、施工の合理化が

計られているとともに、下部構造においては山留め壁であるシート

ノマイルを利用して当初の R C 地下外壁を S 造としたのをはじめ、 R

C 基礎 ・地中梁も鉄' 青化している ( 写真一 5 )。 杭も H 鋼杭が採用

された 。 ここで利用した鉄骨材料はリース品で、博覧会が終了した

後には地下外壁 ・地下梁 ・杭を解体撤去し、再利用が可能とな って

いる 。

写真一 5 鉄骨化された地中梁

基礎構造物の鉄骨化は、コンクリート造に比べて解体工事が容易

である、廃棄物が発生しない、工期が短縮できるというメ リッ トが

あり、今後も有効的な手法として普及してゆくものと思われる 。

ここで述べたのはごく一部であり 、その他のノ f ヒリオ ン基礎にも

設計者 ・施工者の技術が集積されたものが多く見られる 。パ ビリオ

ンは仮設構造物であるがゆえの解体されるという宿命を背負 っては

いるが、それだけにさまざまな基礎形式に挑戦することもできるわ

けである 。

( まつやま さよし 株式会社竹中工務応大阪本活技術部技術謀 )



各 論 11 ・ 博覧会ノマビリ オ ン の 構 成 材 . 膜 材

膜 材

鳥 居 持士

繊維織物
膜材料の構成

斜子織 平総

車
からみ織 編

膜材料に用いられる織物組織の例

織物の組織の代表的なものとしては平織、

綾織( 斜文 ) 、朱子織などがあるが、膜材

料には、 主と して平織、または 2 本以上

の織糸を引き摘えた斜子織が使用される 。

{凶日本股構造協会「膜柵造建築物技術基地 噌同解説J

P50より引用

ここ数年、各都市において111h覧会が開催され、それぞれの人気を

集めている 。 これらの博覧会における建築物として朕構造物が果た

す役割は、きわめて大きい。 また膜i構造物の発展過程を振り返 って

みると、幾多の時覧会とともに発展したとい っても過言ではない。

1970年、大阪万国博が開催されたが、これは、 !膜換t構持造物の1均1唱i

と言 われるほど、数多〈の種々の形式の膜構造物が主建主設され、それ

まで欧米諸国に遅れをと っていたわが国の膜構造の建設、製造およ

び施工技術を飛躍的に向上させ、この分野での先進国の仲間入りを

果たした。

わが国における膜構造物は、 1965年に東京スタジアムのアイスス

ケート場の上屋としてサスペ ンション 膜構造物が建設されて以来、

徐々に膜構造物に対する関心が高まりつつあった中で、大阪万国博

の諸々の膜構造物はその集大成といえる 。

その 中でとくにアメリカ政府館は 、当時世界最大の水平投影面積

(9 ，400m' ) を有する 低 ライズ空気1I英構造物 で、工学的見地から風な

どの外力 に対 して最も安定した形であることが理論的に解析さ れて

いた。 それ を見事実証し、現在の米国におけるフ ッ トボール場、野

球場などの巨大な膜構造物の繁栄を生み出し、さらに東京ドー ムへ

とつながっている 。 このように、万博を契機として実社会に貢献し

たことの意義はきわめて大きい。

以来19年を過 ぎた現在 、股構造物は、昭和62年 11月に策定された

「 中小規脱構造建築物技術基ｩ｜Ｇ ｜ｊ 、 「 特定膜構造建 築 物技術 ｊ ， ｾ ｩ ｬＧ ｜ｊ に

よって建築物として取り扱われている 。

膜材料の概要

膜材は、織物 (基布) に 軟質の熱可塑性樹脂またはゴム を被離し

たもので、補強膜、コーティ ング織物 (布)、 時には単にキ ャンパス 、

ターポリン、ゴム' ] 1布な ど、さまさまな名称で H乎ばれている 。

織物の基本的組織は平織ており、その他、引張、引裂強度など機

械 的特性を改善するために 、マ ッ ト織りなどの組織もイ変われている 。

表 ー1 各素材の特徴

品 名 長 F斤 注 意
山一

CR  按［， ｾｦ 加工がで きる 。 耐候性は良 くなし、 。

耐候性が良い。比較的防汚性

膜材接合加工に車H点がある 。

CSM 

良い 。 ＷＱｾｔ 色性良い 。
一般にミシン縫製が多〈用い

られる 。

被 PVC 

最も汎用性に白む。安fiHi . 5i' f色 ，}i 汚性悪い。 PTFEに比べる

性良い。膜材接合加工性良い。 と、防火性に総点がある 。

耐候性、防火性、防汚伎に優

被膜が固いため、ｾＤＧ［材接合力日

君臣 PT FE 半時、建設時のハンド リング

れている 。

に注意を要する 。日価。

t者 Si  

耐候性良い。 ガラス繊維との 防火性に銚点あ り. u史材妓合

なじみが良い。透明性良い。 に難占あり 。

フィルムが硬いため、 l民材接

7 . / 紫樹脂

耐候性、防汚性良い。

合加工時のシワが残る 。単 純

フィルム な形状の膜体にのみ利用され

ている 。

品M

通気性が良いため、府住性が 耐候性悪い。 l放水による重量

良い。 増加がある 。

PA 

モジ ュラスが小さいため、融

耐候性良くな い。
繊

通性がある 。染色性良い。

料主 PVA  耐候性良い。

ｬ 汲 ￬ ｬ￭｜時の収納があり、 Ｑｊ ｦ，，Ｑ［ｦｾに

過度の応力がかかる 。

言葉 PET 

耐候性良い。バランスのとれ カ・ 7 ス繊維等と比べると |坊火

た性質を有する 。 性に劣る 。

キオ
PAr 高強度、耐熱性に後れ ている。

耐候性な ど、 ｾｈ ｦ としての適

性に不明の点がある @

ガラス繊維

防火性、耐候性、透明性に優 耐折り出lげ側、耐づ|裂1' 1: に鰍

れている 。 点がある 。
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基布は 11莫材 の引張強度、 引裂強度などの機械的特性 を受け持ち、 被

覆材は耐候性、防水性、防カ ビ性、着色のほ か、接合加工性 などを

付与する 。

繊維素は 、現在 中大町 11英fiYj' 造物、テント倉庫、装飾F l ' 1'JFF /:H しテン

トなとには多〈ポリエステル ( P E  T ) が使用されてきたが、 J'主jfi' 、

| 坊火性能などの点か らカラス繊A: U の使用が附加し ている 。東京ド ー

ムのような恒久的な巨大膜楠造物ではガラス繊純がf創刊される 。

一方、被援材は :塩化 ビニル樹11旨 (P V C) が多いが、大型 11英構造物

には耐候性の良いク ロロ スルフォン化 ポ リエチレンゴム (C S M) か

好 まれ、 大型膜構造物にはスポッ ト的に用い られてきた。 クロロプ

レンゴム ( C ｒ Ｉ は 、 ｉ ｦ ｵ Ｚｴｦ艮 Ｇｉ ｾ ｉ の函からｾｊ￬Ｎ :t Eではほとんど使用されて

いない。 また 、先に述べた恒久膜梢造物には、 Ifu，1候性 、防火性能の

点から四フ ッ化エチレン樹脂 ( PT F E ) が用いられている 。

最近、l摸構造物 の汚れが問題視されてきた。 とくに太陽熱利用の

水泳プールの上屋などの ように 、真夏を除〈季節にできるだけ多く

の太陽熱を吸収しようとする膜憐造物では透明性が必要で、透明性

を持続するために汚れにくい線材が必要となる 。 この ような場合、

透明 P V C表面に、フ γ 素樹 JJ 旨フィルムを Pli り合わせて汚れ付ー若を防

止するとともに、而;t候性を改良した限付が用いられている 。表一 1

に各素材の特徴を示した 。

その 中で現在、一般 に用 いられている代表的な素材の組み合わせ

の例 を示す。

P V C- P E T  …・・・ ・・… ・…・…… ・… ・一般11莫構造物 (C極)

P V C  ガラス繊維 ・・ … … …・………一一 -一般11莫構造物 (8種)

C S M- P E T  ....... .....… … … … …  一 ー大型膜構造物 (C種)

P T F E  カラス繊維 … … … … … … … ー恒久巨大11莫構造物 (A 種)

P V C- P E T  ( フッ素 フィルムを 貼り 合わせ) … ・… |幼汚性 (C種)

これらの中で、最近開催された Y E S 降、および今WJI4f.l1ili 予定の

"lE と紋の博覧会" を含め わが 国の博覧会に 用いられる膜材料は、

ほとんど P V C - P ET が用いられる 。

膜 材 料 の 開 発 経 過

ナ イロン (P A) は最も初期 にエ業化された合成繊維であり、約や

レーヨンに 比べ耐候性、腐食性などに優れていたため、これらに代

わって使用 された。しかし、その後工業化 されたビニロン (P V A)

や P E T に比べれば耐候性、寸法安定性等に劣 1) 、その後これらの

合成繊維に取 って替わられた 。

中大型膜構造物 にP Aを応用しようとする試みは、1948年、当時米

国のコーネル航空宇宙研 究所に勤務していた W. W. バードらによ っ

て行われた。彼らは 、空気膜構造物によるレーダ ・ドームの開発途

上で、ガラス繊維、フォーティザン ・レーヨンとともに 比較研究し

た。 当時 P A は、被覆材の C R との核予告性に 若干の問題があ ったが、

当初懸念された内圧による寸法安定性( 伸 び) は、それほど大きな問

題とはならないことがわか った。 しかし、総合的評1ifli から基布とし

てガラス布 が選は、れ、 C R ガラスによる実用第一号の レーダ ・ドー

ムが建設された。 間 もなく保管|時のガラス布の周 rllI 性の欠点がi明ら

かにな り、 その後P A布 が用いられるようにな った。このように、米

国における 1950年代か ら1960年代の "T'大 仰膜柿造物に は、 P A が主

に使われていた 。一方 、 ヨーロ ソパにおいても 1960年代に空気1則的

造物が 注目を集めてお り、こ の当時やは りP A ヵ、主に 佼われ ていた 。

わが国においては、 1965年に建設された東京スタジアムのアイ

ス・スケート場のサ スペンション l段構造物 は、P V Cを被覆した P Aで

あった。その後 、わが国で 、中 大 111j 膜構造物に P A が使われた伊IJは

少ない 。
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将来の

予 想

N  A I  

目二コ

P  V  A  I  |九州 量 コ ｾ＠

P  E  T  

→ 

ガ フ ス
J 司

高 機 能 繊 維

J 司

C  R  

国 吉国

C  S  M 
→ 

p  v  C  

→ 

P  T  F  E  
J珂

そ の 他
J同

重 喜 多〈使用されたもの 医i l l J 一部使用されたもの

にコ スポ y ト的に使用されまたは検討 されたも の

図- 1 わが国の中大型構造膜用膜材の開発経緯

1970年の大阪万国博において建設された膜構造物の床面積は 、合

計約 10万 111' と見 られる 。 このうち P A が使用されたのは小規院なテ

ントのみで、!末 而1' 1'1合計約数千円1・1" ，，1. 変の使用に過ぎるか った。 その

ほかはカラス繊維が 10，000m'、P V Aは80 ，00001' で、そ の主役を務め

た。当H寺、 P E Tはわずか 12，50001' であ った。

P V Aは、わが国特有の合成繊維である 。膜材基布 としての特長は、

耐久性が良いことであるが、ほかに l吸湿l時に収縮する特長がある 。

これは 、膜構造物展d長後美しい形態 を作り出せる長所ではあるが、

サスペ ンション 膜構造物などでは時には過剰の張カがかかることが

あり、とくに、被覆材 どうしを熱溶着によ って接合した接合部には

厳しい条件となる 。

1963年に、わが国で初めての空気膜構造物 によるレーダ ・ドーム

が茨城県十王11日に建設され、その 11莫材 には C Rを被覆した P V Aが使

用されていた。それを契機に膜i構造物に P V Aが多く 使 用され、わが

国の 11莫椛造物の発展に最も大きく貢献したとい っても過言 ではな

し、。

脱材料法イIT としての P E T は、 P A に比べて耐似性、寸法安定性

に優れ、 ｐｖａ に比べて寸法安定性 Ｈ ｭｩｬｾＱ 時収納しない Ｉ に優れてい

る。1976年頃から本格的に使用 され始め 、P VA に取って瞥わり 、主

役になるのにそれほど l昨日IJ がかからなか った ( 図ー 1 )。 現右、 C 橋

股村のほとんどは P V C- PE T H菜料である 。

米国では 、1956年頃にやはり空気11莫構造物のレーダ ・ドームの膜

材として 、CSM を被援した P E Tが開発された。以後、米国陸軍では

空気股 柿造物 の ＱＱ 莫材 ｾ ， ｾ［Ｈｉｬとして 、 ｐａ とともに 過 当な 材料 として認め

られてきた。 しかし、 11失材基布として、 一般的に普及したのは 1970



年代初期であろう 。

一方、ヨ ーロッパにおいては、 1967年に開催されたモ ン トリオー

ル博における西ドイツ館のサスペンションテントには PE Tが使わ

れた。しかし、 1950年代か ら1960年代にかけ て膜材基布とし ては P A

が中心であった。 その後、耐久性や寸法安定性、耐水性などに優れ

たPE Tに移ff していった。

71 ' ラス繊維は、耐候性、| 勿火性に優れていることから、こ こ数年

注目を集めている 。

ガラス繊維は耐屈曲性に欠点があるとしても、ほかに耐久性、防

火性に優れた経済的な繊維が見当たらないことから 、需要が増加し

ていくことは確実であろう 。

方、ラス繊維は ＱＱ 莫材ｾＪとして、かなり古くから研究されていた 。

すでに述べたように、 1950年、 W. W. バー ドによ って建設さ れた空気

膜構造物の実用レーダ ・ドームにはガ ラス繊維が使われた。 その後

も、 1957年には西ドイツ、ケル ン市の ライン ・パーク のサスペンシ

ョン テン ト、 1967年のモント リオール博のサスペンション膜構造物

オンタ リオ州館、同年行われたニ ュー ヨーク 博の空気膜椛造物 “ 空

気の花" などは、いずれもガラス繊維であ った。 ここで注目さ れる

のは、初期のレーダ・ドームに使われた ガラス繊維は直径10μ で、 耐

刷出性の惑さから P A に変更されたが、 1967年 のモントリオ ール問 、

ニューヨーク博では直径 7 μ の繊維として、さらに 1970年大阪万国

博のアメリカ政府館では3.8μ の繊維として再登場し、耐!国 Elu性の向

上が計られたことである 。1973年には、 lコT f E を被覆したガラスギti

Ｑ 英 ｪ Ｇ Ｑ が ｉ ｾ 日発され 、 米国、カリフォルニア州ラパン大学の体育館の体

育施設のサスペンシ ョン 脱構造物の建築を契機として 、恒久巨大膜

椛造物の時代に入 ってい く。

わが国では、すでに述べた 1970年大阪万国憾のアメリカ政府館の

空気11莫椛造物以後、ガラス繊維膜材にそれほど際立 ったものは見ら

れなか った。 しかし、 1977年頃には力 ラス繊維に P V Cを被額した汎

用膜材が開発され、防火性が要求される 分野へ次第に普及し ていっ

fこ。

わが国で、も東京ドームに代表される PT E Fーガラス繊維11英材によ

る恒久11英椛造物の普及、 P V C- ガラス繊維l投材の汎用化もあり、今

後ますますガラス繊維の需要が増え、使用量が増大していくものと

恩われる 。

特 定 膜 構 造 物 技 術 基 準

(1) 膜 材 料の 分類

前記岡技術基準で、脱材料は、 A 位、 B 純、 C 極に分知されてい

る。

膜材料 A 種 ガラス繊維織物に四フ ッ化 エチレン樹脂を主成分と

する樹脂( 四フ ッ化エチレ ン樹j胞の含有率90% 以上のものに限る)

をコーテイングしたもの。

膜材料 B 種 ガラス繊維織物に塩化ビニル樹脂、クロロプレンゴ

ム、クロロスルフォン化ポリエチレンゴムそ のほかに、これらに鎖

するものをコーテインクしたもの ( 表前に フ y 家樹脂フィルムを貼

り合わせたものを含む )。

膜材料C 種 ポリアミド系、ポリアラミド系、ポ リエステル系また

はポリビニルアルコール系繊維織物に塩化 ビニル樹脂、 クロロ プ レ

ンゴム、クロロスルフ ォン化ポリエチレ ンゴムのほかに、 これらに

類するものをコーテ ィング したもの (表聞に フッ素樹脂 フィルムを

貼り合わせたものを含む)。

これらは、主に防火性能から分類されたもので、 A 種は “ 燃えな

い" B種は“ 燃え抜けない "， C種 は “ 燃え拡がらない" が基本的な

巧え方である 。 A 純は 「延燃のおそれのある部分以外の部分に設け

ること 」等の付新条件はあるが、これら条件下では耐火建築物、簡

易建築物を義務づけている建築物に用いることができ、 B 極も同じ

ような条件があるが、屋根不燃を義務づけている建築物に用いるこ

とカf て' きる 。

防火性について、 A 種、 B穂は性能仕様でなく、材料指定の形にな

っているが、これは現時点で膜材料に適した防火試験方法を定める

ことができなか ったためである 。ただ A 、 B 、C 極の グレーテ イン

グにあたり 、建設省建築研究所と (的 日本膜構造物協会の昭和59年か

ら 3 年間にわたる共同研究て¥各純の| 坊火試験を笑施し、そ の結果

が J左礎とな ってい

る。 これらは 、1英

材料 9 種類、防火

試験方法 8 種類に

及んでいる 。ガラ

スギtHこPT F E をコ

ーテインク した膜

材料は、とくに優

れた防火性能 を示

し、A 極 に クレー

デイ ングされた 。

「特定膜構造建

築物」に使用 され

るJJ央材料は、( 初日

本政構造協会にお

ける 「膜材料性能

判定基準」に基づ

く審査に合格し、

登録さ れたもので

ある 。 この 「膜材

料性能判定基準」

では、力学的な性

能 が主 とな って い

る。試験項目を、

表ー 2 に示した。

表- 2 r膜材料性能判定基準」 の試験項 目

性 能 試 験 項 目

n  J  品1 (g/ m' )  

厚 さ (mm)  

密 度 (本/ 2.5cm)

弧 形 皮 (% )  

膜材料の品質 斜 行 度 (% )  

および基本性能 引張強度 (kg/3cm)  

イ，'， ぴ 率 (% )  

引裂ｾ［ｪ， J.支 (kg)  

はくり強度 (kg/2cm)  

コーティン グHO!"i量 (g/ m' )  

接合部引張強度 (kg/ 3cm)  

接合部基本性能 接 合 中 市 (mm)  

はくり強度 (kg/2cm)  

耐 ク ー プ 性

耐 繰 り 返 し 疲 労 性

耐周 tlll 性 (kg/3cm)  

耐 1ft f苦4 性

阪材料の性能

耐 候 性 (kg/ 3cm)  

iIZ 温下 で の 引 張 試 験

l吸 水 11寺 引 張 強 度

耐 水 性 (mmH，O)  

耐 望書 性

耐 薬 ロロn  性

曲t 1  ー プ 性

接合昔日性能

耐 繰 り 返 し 疲 労 性

耐 { 民 性 (kg/3cm)  

高 温 下 で の 引 張 試 験

これらの中で従来、一般に行われてきた質量、 j享さ等の品位、引

リ長強度、伸び率、 'J 1裂強度およびはく り強度等の基本性能のほか 、

とくに耐ク リー プ性 、耐繰り返し疲労性 、耐候性、 高 it.rL下での 'J 1張

強度および吸水時の引張強度など、長期的な耐久性にかかわる試験

および規格値について、具体的に、また現時点で予想できる自然条

件と対応した形で示されたものと 言えよう 。

Il 失材料を船日本11莫椛造協会に登録するには、 「膜材料性能判定基

準」をク リアすることが先決であるが、このほか品質を保証する意

味で、紡糸 ・製織およびコーテイ ングJm工時の QC工総表 、試験し

たすべてのパ ックデー夕 、そ の他公的試験所以外で実施した場合の

は' 該試験所の概要、組織図等の登録が必要 とな っている 。

(2)  膜材料の特性

(a)  主な 力学的特性

引張強度 いかなる形の膜構造物でも、シワの発生や風によるパ

タツキを防ぐために、 11英材料には常に張力がかけ られている 。 これ

らの張力に耐えるために膜材料の引張強度は構造計算上重要な項目

である。一般に膜材料の引張強度のバラツキは多い。 これは繊維の

紡糸工程、撚糸工程、製織工程、約l抜き( ヒートクリーニング) 工

位、および数回繰り返される被覆工松等を通じて生ずるバラツキで、

3 5  



「

そのほか 引猿試験 l侍のバラツキも含ま れる 。 しかし 、実用上あまり

大きなバラツキは許さ れない。 一般に引張強度の変動係数は、 1 0 %

以下に 押 さえら れている 。 また、たて方 向、よこ方向の強度差 が大

きすぎること は シワ発生原因となる ほか、経済的にも不利であり、

その 強度差は 20% 以内 としている 。

引裂強度 引裂姶度は 、飛来物に破れや、な んらかの原因で穴が

生じたときのづ |裂伝嬬を| 幼ぐために重要な性質である 。 当然張力の

大きな、すなわち高い引張強度が要求される膜構造物の膜材料には、

高い 引裂強度が要求さ れる 。 一般に幅10mm当たりの引張強度の15%

以上かつ10kg以上と定めている 。

はくり強度 普i皿、膜材料にはくり力が働くことは少ない 。 しか

し、繊維布一被覆材聞のはくり強度は、 J妥合苦11の接合効率を高める

ために重要な特性である 。膜構造物ではガラス繊維は連続していな

いために接合強度は被複材の努断力 および被覆材 一繊維布問の接着

力 ( はくり強度) に依存する 。 したがって、引裂強度と同じように、

引爆強度の大 きいほと 、大きなはくり強度が要求される 。一般に、

20mm幅当たりのはくり強度は、 10mm幅当たりの引張強度の 2 %以上

かつ 2 kg以上と定めている 。

高温時の引張強度 膜材料は、展張時直射日光により 表面槌度が

J -J 干し、 60.C I'iij 後に達する 。 このとき 、と くに嫁合音11引張強度の低

下が! 懸念される 。 ここでは、 60.Cの環境下での引煤試験を行う 。

耐クリープ性 IJ 良材料は 、展張i侍に常に張力 がかけられてお り、

その荷重は、平常 H寺で膜材料の引張強度の 1 / 10- 1 / 20、強風な ど

の異常 時 に生ずる短期 荷重 は同じく引張強度の1 / 4 以下で設計 さ

れている 。 これらの条件、さらに炎天下での膜面温度を考慮し、常

槌では膜材料の 引張舷断利重の 1 / 4を24時間載荷し 、また A fif( では

150. C 、 B 、 CH( では60. C で、同じく 1 / 10を 6 時間救荷し 、倣断し

ないこととな っている 。

耐繰り返し疲労性 l段構造物は、風などにより絶えず繰り返し荷

重がかかる 。 これを想定し、膜材料の引張破断荷重の 1/ 5 で5000回

繰り返し疲労試験後、引張試験を行い、 9 0 %以上の悩度保持率を有

する こと とな っている 。

耐候性 5 年 聞 の屋外 暴 露試験または 、2000時間の促進暴露試験

後、 引 張試験を行い 、8 0 %以 上の強度保 持率を有することとなって

いる。

(b)  膜材料の一般的特性

防汚性 IJ 財 jYf. 造物 が恒久建築物 として取 り扱 われている現在、使

周年 限 もますます長期 間が姿求されるようにな った。 当然、汚れに

対する要求も厳しいも のになる。汚れにく さについて は、 一般に被

桜村 の|限界表 l(fj ｾｬ ｾ 力 Ｈ YC) と|剥j坐して考えられている 。従来、 一般に

使用され てきた P V C を被捜した 11英材料は、 P V C中に含まれる可 r?l

斉11が表面へフー リー ドア ウトし、 空 気 中に含まれる塵挨や煙などを 捕

捉し、これが被礎材内部へ移行して、落ちにく い汚れとな る。 これ

を防 ぐために、 P V C表面にアク リルコーテイングを施すか、または

フッ素樹脂 フィルムを p.占り 合わせる方法がとられている。 P T E Fは

限界 表面張 力が小 さく、 ｦ 也 の被 ｾ ｩｬ 材と比べて非常に 汚れ ｩｭ ｾ い 。

防カビ性 従米の P C V - P E T 布の膜材でカヒが発生した例( 立、

多々あ った。 P V C 層内にカビが発生するケースは主に可削斉IJ を餌

にするカビと A与えられているが、それよりも 、膜材料の切り口から

織品If布 を辿 じてもキ1111古現象により水を l吸収し 、そのときカビ JJ 包チな

どを持ち込み 、M適広1境 でカビの発生する場合が多 い。 このとき、

繊維布のサイジンク斉IJ は水の l吸収 を助け 、また、カヒ の好む官lf. とな

っているものと巧えられる 。 したが って現行の防カビ法は、被板材

中に| 幼カビ斉11 を配介すると |百JII
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本立てとなっている 。一方 、P T f Eーガラス布では 、サイジング斉 IJ

をほとんどヒートク リー ニ ングで除去している こ と、P T f E 自身 の

綴水性の ためガ ラス 布か らの毛細管現象による l汲水はほとんどない

ことから、実際にカビの発生したケースは知らない 。

光学的特性 候ーも良 〈用いられる P T f Eーカラス布の光の透過率

は13 %:1: 3  % 、反射率8 0 %:1: 5  % と、反射率が高いことが特徴であ

る。 11"1'; 天の場合は( 約10万 ル ックス ) 、膜構造物内部へ透過する光は、

l 万ル γ クス以上あり 、内部空間は 人聞が運動するために十分な

明るさである 。 また 、透過光は P T f E に混合されているカラスビー

ズで 乱反射され、柔らかい影のない空間をつくる 。 PT f Eーカラス

布は 、製造直 後は少し黒ずんだ 色 をしており 、透光率も少ない 。 し

かし、約 6 ヵ月の屋外暴露後、 P T f E 固有の白 色に 戻る 。 この黒ず

む原因については明確ではないが 、ガラス布に処理されたサイジン

ク剤の除去の緩j主とかかわりがある ことはわか っている 。サイジン

グ剤の残存量が 多いほど、濃く 黒ずむ。 したが って 、サイジング斉IJ

が PT f E コーテインク工催中に高温で分解 、炭化 し、P T f E中に分

散しているも のと考えられてい る。

防火性 P T f E  カラス布は 、機成素材から見て非常に| 坊火性の

高い材 料 である 。 ガラス布は 、隣接火 災の際の飛び火による燃え抜

けを防 止する 。 また、 PT f E は、燃焼H寺の発熱量 、可燃性ガスの発

生なども少な い。 この材料について、多くの防火試験を 実施したが、

従来の股材料に比べて抜群の成績であ ったといえる 。

つぎにその試験項目を挙げる 。

①，建設省告示1828号 表 而 試 験

②]I S  A  1312  (屋根の防火試験方法) 飛び火試験

③放 射 熱 を受ける 膜簡の自消性試験

④IS O/ D P5657 着火試験

⑤]I S  A  1322 建 築用簿 物材 料の難熱試験

⑥A S T M E84 ( トンネル炉) 火災伝播性試験

⑦]I S  A  1304 耐火試験

⑧建設省告示第 1231号模型箱試験

なお、これらの試験は 、建設省建築研究所と (初日本股構造協 会の

共同研究として行われたものである 。

需 要 と 技 術 展 望

特 定 IJ 英椛造建築 物 の 基 準法 第38条一 般 認定 が な されたことによ

り、規模、用 途および防火地 域等による 制 限は受けるものの 、 この

適用 範囲内であれば、 『増J認申請とすることに より、膜構造建築物 の

建 設 が可能とな った。東京ドームのように巨大股構造建築物は、 こ

の認定範囲では建設でき ないとしても、膜構造が恒久的な建築物と

しての地位を鴻保したことによ り、そ の需要は、徐々に浸透してい

くものと 思われる 。

P T f E ーガラス布は 、完 全無欠な材料とはいえなし 、。より経済的な、

より柔軟性のある 、より耐屈曲性の良い不燃性の、より接合加工 H寺

のハンド リング性の良い 、等々 使用する 立場からいえば要求はっき

ないが、種々の材料開発が進む今回、徐々に新材料が開発され、 デ

ー タの 帯干i' i と実績の積み重ねにより、も っ とすばらしい膜構造建築

物が出現することは疑う余地はない。

一 応、汎用膜材料としての P V C - ｐｅ ｔ は 、 尚々の博位会に ｾＱ｜ ，'i 

I'J( Jに使用 されているほ か、 一般の膜構造建築物でも、色彩が盟かで

あること 、若手抜む形状が作りやすいことなどから、使用量は多い 。

この股材料は、いかに汚れを少なくするかが今後の最大の問題点と

A号える 。

(と りい つよし 株式会社イ ンターナショナル ・テクノ ・リサーチ)



各 論 II ・ 博覧会ノ f ビ リオ ン の 構 成 材 . 木 村

博 覧 会 建 築 と

大空間・大規模木造

杉 山 英 男

日本列鳥中が博覧会ばやりである 。 Iなぜ今、博覧会なのか j と

いう議論がまことしやかに諸家によって語られているが、醒めた限

で博覧会ばやりを眺めると、博覧会フ・ロモートの目的とそれに乗っ

かる自治体や企業の思惑は、表面的な議論に見られるような締麗ご

とではないと私は，思 っている 。だから「なぜ今、時覧会なのか」と

い 7 実りのない議論に、これ以上深入りする気持ちは私にはない 。

博覧会ばやりと木材・木造建築の見直し運動とがド y キングして、

各地の博覧会で T i mber E ngi neer i ng を駆使したいくつかの意欲的

建物が建てられている 。一昔前の大阪の万国博覧会 ( 1970年 ) に代

表されるように、過去の博覧会では、日本人の建築家の手により木

造の優れた博覧会建物が建てられたことはない 。 このことを思うと、

最近の博覧会ばやりを醒めた限で眺めている私ではあるが、この点

では建築的な意義があると評価し ている 。

きて、 「建築的な意義がある」と総論的な言い方をしたが、 個 々

の建物にどのような意義が認められるのか 、それを代表的なもの 6

つを挙げながら述べてみたいと思う 。地理的に東から西へ建物を追

ってみる 。

横浜博・横浜館 (写真一1、2)  

建築 と社会/ 1989年間 号 3 7  



この建物は、米国のタコ? に建てられたドーム直径160 m という

タコ 7 ・ドームで代表される半球形ドーム rV al ax domeJ ( 米 国の

Wes tern Wood  S t ructur e社の開発になる) の 日本版で、 岩手県安

代町体育館に建てられた日本版第一号に次 いでの第二号である 。

V alax dome  は同 じ曲率を持った集成材を トラス 部材として曲面状

トラスを構成するのが特徴である 。いわゆる立体トラスとは、この

点で構造カテゴ リーが違う 。

安代町体育館が直径36 mのドームであったのにくらべ、直径60 m

( ライズ 10 .8 m) という点で、第二号の横浜館はスケールが大きい 。

また検浜館は、建物内部に柱を有しない大空間木造として本邦第ー

の規模 ( 床面積約 3 ，800m') という点で注目される ( 写真一 1 )。

構造的には、このドームは R C 造の柱の上に、上部屋根構造とし

て載せられている( 写真一 2 )。集成材の樹種はベイマツで、加工も

米国で行われた 。

世 界 デ ザ イ ン 博 ・ 外 国 館 (写真一 3)  

この建物は長手方向の長さが約 150 m で、そ の平面の両端に半球

状のドーム ( 写真 3 で白 っぽく見える部分) を有し、 中間部はス

パン 50mの円弧状のスリー ・ヒンジ ・アーチ ( 写真一 3 で上部に黒

っぽく見える部分) が並列して架けられている 。 カマボコの両端が

丸められた形状と思 っていたた一けばよい 。上述のドームとア ーチ は、

いずれも屋根機造を構成するもので、 R C 造の柱の上に横架された

R C梁の上に架け波されている 。

スリー ・ヒンジ ・アーチは格別珍しいものではない 。外国へ行け

ばよく見かけるところのものである 。 しかしスパン 5 0 mは本邦最長

の新記録で、この建物の挑戦的意欲は この点に認められる 。 また、

床面積は仮設建物ながら約 6，600m'で、日本最大とな っている 。

集成材の樹種はベイマツで、ス リー ・ヒンジ ・アー チの断面は 17

cmX 76cmて-あ る。

世界デザイン博 ・外国館|

ム写真 - 3

な ら シ ル ク ロ ー ド 博 ・ 萱 大 路 会 場 (写真- 4 ， 5)  

木造絡子シェル構造の 3 つの展示館 ( テー 7 館、シルクロードな

ら館、総合案内所) が建てられた 。

断面40 X 70mmの吉野スギの 製材を上下 2 段に格子状に直交させ、

格子は正方格子で50cm角に組む。 この作業を地上で行い、ユニ ッ ト

を作 った後、 トラパースで吊り上げ 、所定の曲率と形状を有する曲
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ム写真一4

d 写真一5

面を作り、シ ェルを 構成する 。 なお、正方格子は 、施工時には建物

の曲面音11位に応じ、いろいろな形状の菱形に変形する( 写真一 5 参

照)。

3 つの展示館はそれぞれ複雑な 曲面をもっシ ェル ( 写真一 4 ) で

あるが、このうち平面的にも構造規模的にも最も大きいのはテーマ

館で、最大スパン約3 9 m、最大高き 15 mである 。

この格子シ ェルの構造アイディアは 、フライ ・オ ッ トーが設計し

たマ ンハイム ( 西ドイツ ) のマルチ ホールとそ っ くりで、その模倣

と見てもよい 。マンハイムのシェルは、断面50mm角のツカを格子材

に用いており、 シェルの最大ス パ ンは約8 0 m、最大高さは約21mて¥

日本版建物よりも 規模が一周り大きい 。

なお、この建物は、 R C 造の壁の上に立ち上がり屋恨を織成して

いる 。

国 際 花 と 緑 博 ・ 政 府 苑 ( 写真- Ｖ ｾ Ｘ Ｉ＠

政府苑の 3 つの建物、すなわち木造パーゴラの自然 ・科学棟 ( 写

真一 6 、 7 ) 、 R C 造壁 ・木造柱 ・木造立体トラス屋根の産業 ・技術

棟 ( 写真一 8 )、木造立体トラス屋根の都市 ・環境棟の 3 つがいずれ



国際花と緑博

政 府 苑

ム写真一6

d 写其 ー 7

マ写真一8

も木造を多用して建てられている 。

自然・科学練は、一辺45 mの正三角形の頂点に R C 造基礎を設け

( 写真 6  ) 、この上に曲面状の木造トラスでシェルを組み上げたも

ので、 外周の 3 辺の縁梁はベイマツ集成材で、断面25cmx  100 cm、曲

面シェルのライズは 10. 7mである 。

トラスの白↑i点は 円形ハブに複数枚( 頻度の多いのは 6 枚) の鉄板

ガセ ッ トプレートをとりつけたもので構成され、集成材のトラス材

とプレートは高カボルトを用い ( エポキシ街脂でボルト干し充填 ) 緊

結している 。

産業 ・技術棟は、一辺37. 5mの正方形平面で、外周に木造立体格

子組みの柱を立て、柱と柱の聞に対角線方向に同形式の木造立体格

子組みト ラス梁を架け渡している 。建物内部には柱はない 。外周 の

壁は R C 造である 。立体トラス梁の架ける方向と建物の高〈広い空

間が、木造立体トラスを見る人に快い印象を与えてくれる 。 この印

象がトラス材接合に用いられるボルトの頭の露出へのこだわりを打

ち消してくれる 。

都市 ・環境棟は 、業祥栄が設計開発した木造立体トラスを屋根に

用いたも ので、阿蘇山麓の熊本音楽練習施設 ( 別称ミ ュージ ック ・

アトリエ。1986年竣工) からスター卜した この立体トラスが、数個

の建築の建設を経て洗練の極致ー ーとくに接合音11において に達

したことをこの都市 ・環境棟は示している 。 このト ラスは衆知のも

のとなっているので、とくに写I工は掲げな い。

瀬 戸 大 橋 架 橋 記 念 博 ・ イ ベ ン ト プ ラ ザ (写真- 9，10)  

この建物は半円の平面の上に、半球ドームが架けられたもので、

R C 造の柱 ・壁と縁梁の上に載った曲面状トラスが屋根構造を構成

している ( 写真 一 9 )。 構造アイディアは、 V alax dome の影響を直

接・間接に受けているものと忠、われる 。

このドームは、直径45m、ライズ11. 2m (最高高さは 14m) で、

トラスの樹種はベイマツである 。

このトラス状ドームの特徴は、トラス材が通直の集成材で、材長、

材断面 ( 13cmx  65cm) がすべての部材に共通な点にある 。

なおトラス節点は複数のガセ ッ トプレー トの溶接集合からなるも

ので( 写真一 10) 、V alax domeのょっに 中央にハブはない。 トラス

材との緊結にはボルトが用い られているが、構造設計を担当した木

村俊彦は、このボル トとボルト孔と の聞のガタが生み出すスリ ップ

性状を真正面から計算に組み込んで、 ドームの変形 ・強度を計算し

ている 。 木村が、 「 木構造の ｾ ｉ ， Ｇ［ｾｩ 性解析 」 と称えたところのもの

( St r ucture， NO.26， 1988年 4 月) である 。

瀬

戸

大

橋

架

橋

記
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ザ

海 と 島 博 ・ マ ー メ イ ド ボ ウ ル (写真一11 - 13)

直径40mの平面に 、木造格子サスペンション構造が架け波され、

ポリエステル繊維布の膜で舟屋般を組われたこの建物は、きながら巨

龍が水際に飼う感がある ( 写真 - 11 )。中央直径方向に走る l 本の太

い立体トラス組み ( 鉄パイプ) アーチが巨龍の背骨にそ っ くりだか

らである 。

背骨キールに直交して、ハンギング材が垂下しながらバウンダ リ
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- 材に向かつて走り、ハンギング材と直交して ( キールに平行して )

プレース材が配置される 。

ハンギング材もプレース材もそれぞれ 10cm角のスギ材を 2 本並べ

たもので、ハンギング材を下に、プレ ース 材を上にして直交格子を

構成する ( 写真一 12、13) 。ハンギング材には木材の自重により張力

が自 動的に導入されるが、 スギ材が3 .6 01 の長さを持ち、その曲げ剛

性が大 きいので、ワイヤーによるような滑らかな曲線ではなく、折

線の述続によ って垂下線が形作られるとい う感じである ( 写真一 13)。

しかし速くから眺めた H P 型曲面には、それは感じられない 。

4 0  也築と社会/ 附 9年 12月号

海と島博

マーメイドボ

ウj レ

ム写真一 II

d 写真一 12

マ写真一 13

1  最高高さ 15. 801 、軒高 5 01 。 この建物の椛造アイディアに影響を

与えたと思われるミュンへン ( 西ドイツ ) の オリ ンピッ ク公圏内の

スケートリンク ( スパン 100 m、最高高さ 19m) にくらべると 、規模

の小 ささは否めないが、下部 を吹抜けにした客席から人工湖を望む

景色は美しい。

なお、キールと直交してスチール製ステイ・ケーブルがキールの

片側に 2 本ずつ設けられ、水平カに対する対策が講じられている 。

ミュンへンの建物には、柱ごとにステイが設けられる。

博 覧 会 建 築 と そ の 示 唆 す る も の

以上、最近における 6 つの代表的な博覧会建築を紹介したが、こ

れらの建物の意味するもの、示唆するものを考えてみたいと思う 。

第ーには 、多くの建物の構造アイディアが外国の既存建物のそれ

を真似たものか、強い影響を受けたものであることに気づく 。大 規

模木造の杢白が30年ほど続いたわが国の建築界である 。模倣大いに

結構。模倣は創造の礎であり、それは明治以降、わが国の建築界が

絶えず辿 ってき た道である 。

外国の優れた構造アイディアとその構造ティテールを、設計の上

では知識として 吸収し、施工 の上では ｩ ｾｴ い経験として体得すること

から、わが国の大規模木造、大空間木造はスタートすべきだと、私

は以前から力説してきた 。その観点か ら、前述の多くの建物におけ

る設計者の挑戦を貸し、その意欲と勇気に敬意を表したいと思う 。

どの建物も 、設計当初から博覧会建築とい う仮設的建物に終わる性

格 のものでは なく、本格的建物たり得る手堅 い意匠 と計算と積算に

裏づけられている 。 その意味で一つ一つの建物が、将来の本格的建

築に対し貴重な示唆を与えていると言えよう 。

第二には、ほとんどすべての建物が、 R C 造のフレーム、あるい

は壁の上に、屋板を構成する目的で大空間木造が架構されている 。

これは主として、防火防災上の観点から要求されたものと思われる

が、わが国の事情を考えると、至当な判断ではないかと思 っている 。

同時に、大空間木造といつものが、他の構造材料と一体とな って混

構造を生み出すときの役割を示唆するものとして、上述のデザイン

傾向は注目されるべきではないかと思 っている 。

第三には、多くの建物が大空間を構成するために構造用集成材を

使用していることと、それに用いられる樹稜が米国産のベイマツで

あることに注目したい 。わが国においては国産材の価格が割高で、

集成材の加工手間も高価 である 。 したが って円高メリ ッ トの環境を

生かして外国材を外国で加工してわが国へ輸入しようとする考え方

が、設計者 ・施工者の聞に生まれてくるのは当然と 言えよう 。

大空間 ・大規模木造が集成材の助けを借りなければ展開不可能で

あろうと考えるとき、 上述の傾向が示す現状はきわめて深刻な 問題

を含んでいると言わなくてはなるまい。
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各論n. 博覧会ノマビ リオ ン の 構 成 材 . 鋼 製 材

立体トラスシステム

小 田 憲 史

立体トラスを構成する基本ユニ y トとして、 図 - 1 に示す三角錐、

四角錐および直方体の 3 つのパターンがある 。 このユニ ッ トの部材

要素の長さ ( Li ) を変更することにより、平板やシェル形状を造る

ことカずできる ( 図 - 2 )。

T Mトラスは、部材に パイプを用い、それらの接点にポールジョ

イントを用いた立体トラスシステムである 。西ドイツで開発された

立体トラスシステムーメロシステムを母体としている 。 このシステ

ムが、日本で最初に施工されたのは、昭和45年に開催された日本万

国博覧会の西ドイツ館である 。 ドイツ工業品標準規格 (DIN) にも

とづくメロシステム部品から日本工業規格 (J I S ) にもとづく部品

に変更し、標準化を行い、日本建築センターの個別評定を経て、目白

ｾｾ＠ ｢ｾ＠ ｾｊ＾＠
三角錐ユニ ット

図ー 1 基本ユニットを用いた立体トラス基本形

図- 2 さまざまな形態の立体卜ラス

和54年に、建築基準法第38条の規定にもとつく建設大臣の一般認定

を取得した 。大空間を必要とする建築物の増加に伴い、大型部品の

追加をし、再度一般認定の取得を行 った。

T Mトラス接合部

ノマイプの端部にすり鉢状のスリープを溶接し、 パイプ部材内偵IJ か

ら、特殊形状をしたボルトを据え付ーけている 。 ボルトの軸部にナ ッ

トに相当するワ y パーがあり、ピンがそれらを 12通している 。 した

が ってワ γ バーを回転させると、ボルトも回転する 。

ボールジョイントのクo ローブは、立体トラスの形状より決まる方

向に面取りとネ ジ加工が工場で施されている 。建設現場でグローブ

のネジ孔にパイプ部材両端のボルトを合わせ、ワ y パーを回転させ

ることにより、 グローフに パイプ音11材が接合できる。接合部の詳細

を図 - 3 に示す。

姿 図 十 断 面 図

図 - 3  T Mトラス接合部詳細図

T Mトラスの標準部品および標準部材

襟準音11品に使用する鋼材の材料規格、機械的性質および各部品の

寸法と組み合わせは表ー 1 、 2 、 3 に示すとおりである 。

建物の形状、機造商から、上記標準部品の組み合わせによる受注

生産であるが、立体トラスの基本ユニ ッ トの 3 パターンが 、決めら

れた部材長さで構成できるよっに、 表 - 4 に示すパイプ標準部材が

用意されている 。 グローブ標準部材は、 K 2  (85/ 78)  1種類しか

なく、パイプ標準部材の組み立てを可能にするべ く、18個のネジ孔

が加工されている 。

この標準音11材は、博覧会ノ マビリオン、ステージ、足場などの仮設

建築物、構造物に使用され、撤去後再使用が可能である 。

各部品の防 ｾｾｩ は、使用条件および環境条件により、一般さぴ止め

塗装、亜鉛メッキ 、重防食塗装を施すことができる 。 とくにボルト、

グロープ、ワ ッパーについては |坊錆性にすぐれている c- z コー

トという特殊| 坊銘力[ J 工を施す。 c- z コートの耐食性能について表

- 5 に示す。表 - 4 のパイプ標準音11材は、再使用を考え、溶融亜鉛

メ ッキが施されている 。
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表ー 1 標準部品の材質

ｦ＾ｊｾｮＺ Ｑ 苛 ＱＱ 品名 仕 隊 材 質

づ1'; 長リ強さ 降 伏 点 fill び

( kg/ mm' )  ( kg/ mm' )  ( %)  

グ ロ ー プ 5 T  S 4 5 C 50以上 30以上 20以上

およびボルト 10 '1' S CM435 100 - 120 90以上 14以上

，、.  
イ プ S T K41  41以上 24以上 23以上

ス リ ー ブ SS41 41以上 24以上 20以上

ワ ッ ハ ー S 4 5 C 70以上 50以上 17以上

表 - 2 パイプとボルトの組み合わせ

持(:: M 12  M16  M2 0  M24  M2 7  M3 0  M3 6  M4 2  M4 8  M5 6  

34 .0  
。。

42. 7 
。。

48. 6 
。。

60. 5 
。。。

76. 3 
。。。

89 . 1  
。。。

101 .6  
。。。

114. 3  
。。。。

139. 8 
。。。。

165. 2 
。。。

190 .7 
。。。

216. 3 
。。。

267 .4 
。。。

318. 5 

。。

表 - 3 グロープ寸法

表 - 4 パイプ標準部材

ヨ
汚認マヱ三: :: ) 1. 0  1. 414 2.0  2. 828 

世48. 6X t  3. 2 M20  
。 。 。

世60.5X t 3 .2 M2 0  
。 。 。 。

o  76.3 X t  3.2 M2 0  
。 。 。 。

世89. 1  X  t  4. 2 M 20 
。 。

表 - 5  C - Z コートと各種表面処理の耐食性能

温水噴霧試験( 時間 )

tよ 宇十

円 針i 亦

Z コート ( 130mg/d  111') 24( 少hl ) 24- 48 

C Z コート ( 130mg/d m') I∞O(ほとんどなし ) 1000( なし )

ｾｾう｜ Ｇｉｉｾ 鉛 め っ き Ｈ Ｖμｲｮ Ｉ +  C コート 96( 少量 ) 240- 360 

電気 'IEiii めっき ( 6μm、光 iJ( クロノート ) 48( 少i，]:) 72- 96 

電気' Hi 鉛めっき( 6μm、; /t . 色クロメート ) 72( 少量 ) 120- 240 

治的自 '11'. 鉛 め っ き( 川而 150g/ m') 24( 多::_'1) 120- 240 

設計・製造

設計フローーを 図 ＭＴ に示す 。 ｊｦ ｾ［ Ａ 犬決定は、つぎの点に留意しなが

ら、j惨状 を決める 。

(1)川l工性を d 与え、いかに同寸ー法の基本ユニ ッ ト ( クリ ッ ド) で構成

するか 。

(2) 経済的な基本ユニ ッ ト ( ク、、リ y ド) の寸法および、スパンに 対す

るトラスせいの，j"法 。

(3) 村¥')jlt (I(j に安定な I!予状。

(4) 仕仁げ材 の 取り合いが容易な j例入 。

形状をコンピ ュー ターに入力し 、 C C  ( コンビ ューター ・グラフ

ィクス ) でIJ¥; j した例を 図 - 5 に示す。

設計条件は 、立体トラスのみにとらわれず 、建物全体として 椛造

的に安全で、かつ椛済的な. l ' _ i l 界条件、 1" 可豆条件を設定する 。

設計フローに従 っ て、fi Yi j主fiJ!f.十1i 、各部材 の 設計後、製造のために

必要なノ マイプ、グロープ加工用テータ作成および; 現場で必要な組立
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基本ユニ ッ トを用いて形状決定

設 計 条 件

応 力 解 析

よ

| 工作図| | 組立図|

図 - 4 設計フロー

写真一 1 T Mトラス施工例( インテックス大阪)

図に至るまで、コ ンビュ ータ ー ( CAD ・C AM ' C A E システム ) を

利用 して設計を行っている 。バイプ、 グロープの加工データは 工

場にあるコンビューターを介して加工機に送られるため、高精度 ・

高品質の構 造 物 を造る ことが可能である 。 このように 、 T M トラス

はシステム化さ れてい るた め 、設計から製造に 至るまで コンビュー

ター化 が比較的容易である 。

施 工

基本的な組み立ては 、仮設足場上で、つ ぎの順序で行 われる 。

( 1 ) 支ゑグロープをアンカーに仮設置。

(2) 仮サポートを設けながら下弦材を組む 。

(3) 斜材、上弦材 を交互に組む。

(4) 本締めを行 い、 トルクレン チで所定 のトル ク値の検査 。

施工方法は、形状、規模およひ、現場の状況に応じて施工計画を立

て、施工 され る。

( おだ けんし 太陽工業株式会社設計部設計 3 諜謀長 )



各 論11.博覧会ノぞビ リオンの構成材 . 鋼 製 材

仮 設 機 材 一

仮設構造物の素材感

浅 井 邦 隆

GNP360兆円。豊かな時代が到来し、あらゆる層そして分野にお

いて個性化が生じ、おのおのが自らのアイデンティティを大切にし

始めたといえよう 。 自らのイメージを探し、自らのイメージをつく

り、それをアピールして、自らの存在を社会に知らしめる時代が今

や ってきている 。

昭和61年 3 月 - 62年 2 月までの行政主導型のイベントは、およそ

400件 ぐらい。民間主催の数は、年間で10万 - 20万件にものぼる 。ま

さに 、イベント時代黄金期H といえよう 。

イベントの最大の目的は、相互コミ ュニケーシ ョン である 。物を

メディアとしてさまざまな人が集いコミュニケーションをし、さら

にその内容が口コミにより広まり、付加価値を生んでいくのである 。

その前提として、人を集めるには 、しかけ H が必要だ。 ホしかけ H

つまり演出にはそれにふさわしい機能と美を有した素材が必要であ

る。 さらに、博覧会やイベントを成功に導くには、来観者に夢を与

えるような構造物、オブジェをダイナミ ックかつ伸びやかに、自由

な感性と自IJ 造性をも って表現できるかどうかにかか っている 。すな

わち、 く空間をどのように演出するか ) <素材をどのように表現す

るか〉にかか っている 。

仮設技術のシステム化

空前の建設ブームがっついている昨今、仮設技術、仮設工事は今、

大きく転換期を迎えているとい って よい。建物の大型化、建築形状

の複雑化 ・ファ ッショナフ・ル化、敷地条件の劣悪化、慢性的な労働

者の不足、一層の工J t l j短縮と安全の機保、な どをク リヤーできる仮

設構造物や仮設システムは、今後の絶対的な課題といえよう 。

「フ レキシビリティカずあり J rどのようにもエキスノマンションで

きるも のは ないか J rマルチ的なものは」との発想のもと 、 「足場

だけではもめたりない 。 多目的製品を開発しよう 」 との基本ポ リシ

ーを固め、さらに

従来の足場という

イメ ージ を脱却し

たフ ァッショナプ

ルな製品にまとめ

ようという考えも

付け加えられた 。

ここに、 「足場J

もさることなカずら、

「支保工J r構造
写真一 1 3  S システムの接合部

物」として使用できる多目的のクサビ緊結式製品を開発することに

な った ( 写真 一 1 )。 このように 3 S シス テムは、 「支保 工 = Shor  

i ng J を主体に、初めから 「足場 = Scaff oldi ng J  r構 造 物 = St l 山

t ureJ にもという具合に使用目的を均等なものにした、いわゆる シ

ステム。化されたものとなったわけである 。

本システムは、ワンタ ッチ式のク サビにより パー チカル ( 建地材 )

とホリゾンタル ( 水平材) を結合させ、組み立てる方式て¥ほかに

斜めプレスやアクセサリ一群で構成される仮設構造物て" みる 。 とく

に結合昔日のクサビは、従来は側縁の延長線がV 字状になるように形

成されているのに対し、ほほ同方向になるように形成された傾斜縁

部を有しており、振動によるゆるみがない構造とな っている 。

3  5 システムの特徴

本ンステムは建築および土木に用いられ ( 写真 一 2、3 ) 、以下の

ような利点を持 っている 。

① 音11材の結合がワ ンタッチのクサビ式のため、組み立て 、解体が

速くて簡単である 。

② 組み立て作業には、 ハン マー以外に特殊な工具 を必要とせず、

写真一 2 建築への適用

写真一 3 土木への適用
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未熟練労働者でも迅速 ・正事在 ・硲笑に組み立てられる 。

③ クサビがフランジから簡単に抜けないように工夫されているた

め、安全性が高〈、保守、管理がしやすい 。

④ 音11材への受け荷重が大きいので、音11材の数が少なくてすみ、 ト

ー タ ル作業量の軽減が可能である 。

⑤ 個々の部材は最小限の大きさなので、組み立て前、解体後の迩

搬が容易で、かつ入手による運搬も可能。 また、保管スペース ・運

搬 貨 の節約ができ、小さな開口音11でも容易に搬出 入できる 。

⑥ アンジュレーションの多い現場に対応でき、任意の形状 ・大き

さに組み立てられ 、 とくに曲面の多い建物 ・高低差の激しい建物な

どに最適である 。

⑦ トブ メ y キ仕上げであるため、防鈴性にす ぐれているとともに、

美観性がある 。

承認制度

1988年 4 月、労働省 、 ( 社 ) 仮設工業会 、建設業労働災害 防止協

会 、学 識 経験者などで構成された承認審査委員会により 「仮 設 構 造

物等の安全性に関する承認制度 j が制定され 、こ のシス テムは、そ

の第一号として オフ ィシャルに認知された 。

従 来 の認定制 度 は 、 仮 設 構 造 物 ( たとえば、枠組足場、パイプサ

ポート 、 クランプ な ど) を 構成する部材、部品単品の安全性を確保

するも のであ るが、この新制度は、部品、音11材はもとより、組み立

て方 、使い方などのソフトウ ェアを含む トー タルシステムの安全性

を確保することを目的としている 。 すなわち、より現実に合ョた高

し、安全性が保証されたといえる 。

3  S システムのコンセプト

とくにデザインコンセプトが対称、的な ので 、ここに 「世界デザイ

ン悼む会j と 「償 浜 博 覧会 j での実例を制介しよう。

世 界デ ザ イ ン博覧会の「名鉄 グ ル ー プ館 ・水 のファンタジ一宮殿J

では 、 ホ仮設建築物な ら仮設材 でかと い っ発想をし、柱 ・梁 ・屋桜

などの本体骨組みは、鉄骨と問機な使い方をしたノ マビリオ ンである

( 写真一 4 )。 建物 完 成時 には 、外壁 や 内壁材などでおおわれて、 3

S システムは自にはつかなくなる 。

一方 、 命宇宙と子供たち か をテー? にした横浜博覧会では 、高 島

町ゲート左側の、、ブ ルアちゃん モー J t..- " ( 写真一 5) 、 市休 憩 所H な

どの大型テント構造物の施設に 3 S システムを採用した 。

メ ッキ仕上げとし 寸、 商品特性 をいかし たメタリ ックな空間づく

り、 空間i貸出ができ、 宇 宙 をテーマにしたこの博覧会 に ジャス トフ

ィ ッ 卜したというところである 。

表一 1 のように 、 3 S システ ムでは、素材を単に素材として 利用

するものと、 3 S システムの持つ素材 感 を生かした方法とがある 。

そのほかに、 「構 造 物j の応用例としてゴルフのキ‘ ャラ リー ・スタ

ン ド ( 写 真 - 6 ) もある 。 いずれにせよ、豊富な部材ノ 〈リエ ーショ

ンは、 自由な組み合わせを可能とし、どんな場所でも必要な杢聞を

創造できる ことを証明し ている 。 さらに、開放感のある パ ビリオ ン

とか工夫すれば、今後そ の使い方はど んどん拡がるだろう 。 オ ブ ジ

ェや構造物としての高い塔、ボリ ューム感のあ るお城、遊園地など

の大型の オブジェや恒久施設の、 官11材としても可能性を持つだろう 。

博 覧会は夢への 挑戦の場である 。 その主役であるパビ リオ ンや 、

いろいろな会場施設は 、建て、こわすという仮設的要素があるので、

ここにさまざまなこころみがなされる 。 3 S システムは、設計者た

ちのこの意欲的な 挑 戦 を満足させる 。上質なハード面としての要素

にとどまらず 、「創 造性 の 源j として存在しうる素材の一つである 。
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写真一 4 " 仮設建築物なら仮設材で。 一世界デザイン博覧会

写真 - 5

メタリ ックな

空間づくり

一横浜博覧会

表ー 1 3 5 システムに対するコンセプト比較

名 称 世界デザイ ン博覧会 横浜博覧会

特 徴 機 能性 安 全 性 作 業 性 美観性・景観融合性・機能性・安全性田作業性

素材としての使い方 素材感のある素材としての使い方

パピ リオンの支柱・梁・屋根骨として ストラクチ ュアとして

用 途 建物が完成するとともに やOゅの存在 建物完成とともに 100% の存在感

内 ・外壁にておおい、見えない 表現力を持ち 、見える

脇役的イメ ージ 主役

写真一 6 ギャラリー・スタンド

( あさい くにたか 日綜産業株式会社取締役広報室長)



各 論 III ・博覧会ノ ぞビリオ ンの施 工 事例 ・ 膜 構 造

ゲート上屋

一 横 浜 博 覧 会 -

佐 藤 昭 夫

横浜博覧会のゲートは@ 桜木町ゲート、⑮高島 町 ゲート、 O コーン

ドラゲート、⑪海のゲートの 4 ヵ所があ り、 4 ヵ所のゲート 上屋と

も、規模の大小はあるが正面から見ると凸レンズ状の特徴のあるデ

ザインである 。各ゲートの概要については一覧表を見ていただくと

して、このゲート上屋はケーブルと圧縮材 ( スチールパイプ) のつ

り合い力によ って空 中に浮いているようなもので 、特にケーブルに

導入する 初期張力は電算解析 によっているが、これに煩似したもの

の施工実績が乏しいため、電r I : データーのみで施工するには不安が

あった 。 そこで社内設計審査の場で議論の上、リスク回避のため 、

予防処置として実験僚による実験を笑施することを決定した 。

実験棟は 当社、東松 山工場内に建設し、規模は④、⑮ゲートの約

十分のーとした (概要因 ) 。実験は律て方笑験( 建て方のシミュレ

ーションを行い、建て方時の問題点を 111j 出) と依荷実験 ( 屯算解析

結果と実験との主主合性を検証) とを笑施した 。建て方笑! 殺に関して

は、吊り 上げ方、帰力導入 、プレースの張り方、践のリ長り方等: の検

託を行い 、事前に問題点を tfll 出す ることができた 。，1ま荷笑験に関し

ては、実験と電 ｴｬＺ ｪｦｪｔ ｈｊ￭ との張力レベルを合わせるのがｾ｜ｪｦしく、 ｻ￭ 官か

な相関を見ることはできなか ったが、全体の安定性については電算

解析結果と同様に、 プレース材が全体の剛性に大き く影響する こと

が確認できた 。 なお実験状況については 写真 一 1 ｾ Ｕ を参 Ａｉｾｩ 。

この実験については施工担当者より 「設計者以下関係者全員が現

場に立ち会い、さまざまな見地から般討し意見を交わしたことが、

その後の実物の設計に反映し、良いものをつ〈ることカが‘ てで" きたと j

うd とグの〉コメントカが屯あ つた。

実際の施工は S63年 11月から 12月にかけて行われたが、実験結果

テ. 、卵、- - -

写真一5 実験後の状態
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実験棟概要( 屋根伏図)

実験棟概要 ( A - A断面図)

ゲート上屋施工

写真一 B ケーブル吊り上げ

写真一12 膜張力導入

4 6  

に基づく地工計画に沿 って、順調に行うことができた 。完工 f去の 張

力保持については 、 約 Ｙ ヵ月後の Ｑ Ｐ 月 ｬ 日に者｜ｆ， ｾ ｉ エ閉会するまで、緩

むこ と もなく初JJ別! 形状を保っていた 。

なお、施工状況については 写真一 6 ｾＱＴ を参照 。

建築概要

施設名材、 横浜博覧会ゲート上屋

博覧会名 横浜博 覧会 Y E S '  89 

開 催 地 横 浜 市

設 計 GK訟Ri

施 工 @HE木町ゲート 前 悶 馬 j胤・小俣 j V  

③ 高 品百Iゲート 東海・和同・関 j V  

。ゴンドラゲート 戸田 ・小田急 ・三木 j V  

⑫海のゲート 三井・鋼管工事・寿 j V  

術 進 プレストレスケーブル精造による サスペンンヨン膜構造

規 悦 ③・⑮キ 39 . 6 mX 2 9 .0 mX I 2. 5m ( WX L X H )  

。主21. 8 mX 2 8 .0 m X  10. Om (  11 )  

⑬ と 12 .2 mX I 4. 7mX 6 .3 m (  11 )  

而 械 ③・⑮ 1，148m'  ( 屋総腹部水平投影面積 )

。 610m' (  11 )  

。 179m' (  11 )  

写真一11 膜仮止め

写真一 14 ケーブル再張力導入( 調整) 完了

( さとう あきお 太陽工業株式会社環境事業部工事部工務課長 )



各 論m.博覧会ノ マビリオン施工事例・ 膜 構 造

テーマ官官BI G. WAVE

一海と島の博覧 会 ・ひろしま-

宮 村 豊 年

「テーマ館 BI G .  WA V EJ は、大きく分けて 、図ー 1 のように、

巨大な放のうねりをイメージした A l とA II 、その聞の波のしぶき

をイメージしたと思われる A III の 3 つに分かれている 。

はじめに 、それぞれの構造の概略を説明した後 、施工的にも っと

もむずかしか った A 1 について、特に施工面よりのべる 。

@  

写真一 2 A  1  

写真 一4 Al H 
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まず A I は、主架構フレームとストラ ッ ト材 ell 乎ばれるパイプフ

レームと、ストリングケーブルと呼ばれるケーブル材によ って、 X1

~ん軸の架構を燐成し、それと直交するように基礎コンクリート擁

壁と、 X 1 - ん の 各軸 を横継ケーブル材により結ぶ BS S ( 張弦) 構造

とし、この構造体の上に tll
l
えケーブルを介して、キ ャン ハスを取り

つけた ( 図 - Ｒ ｾ＠ 5 ) 抑えケーブルは、 X 1- X4車由の所定のポイン卜

で固定され、端末は基礎擁壁にアンカーされている ( 写真一 2 )。

2臼∞ 14団JO

言

同

国

語

N

D

8

2

 

図- 2 A  1屋根テント伏図

12日目

58∞0  

125∞ 125∞ 8日JO

8  @  @  
@  @  

図- 3 A  1  i縦断面図

5号

∞ 

Ｑ ＵＳＰＰ ｾ 蜘 ［ｌ ｉ ＰＸｏｏ 13t  

図- 4 A  I @通横断面図 図- 5 A  I @通横断面図

T  主 布 膜 材 腫K -協3 0合0 格 〈需ク号ラCレ- 0魁2 0}  

W 引l' えケーブノレ材 ( 7X 7) A - 2極右重量 22:

F  主告宅地 フレーム材 P - 216. 3世 X8. 2t

S  スト 7 Ｎｾ ト材 中地部央 PP- - 116359 82φ4b XX 44 05t  t  

T b  ス ト リ ン グ・ケ プル材 お弼立a ( 7 X 1 9) A - 2極 32: 

F'  主 架精 7 レ ム材 P - 216. 3世X 8. 2t

S'  ストラ ッ ト材 P - 139. 8φ X 4. 0t  

T b '  ス ト リ ン グ・ケー ブル材 副船主将 ( 7X 19) A - 2般 若 :

L  事 制 部ケ 情ブ J レ間付 ( 7 X 7) A - 2敏 16φ

A I f は、クローフ形状をしたつけ桜の部分のコンクリート擁壁に、

放射状にケ ーブルがアンカ ー されており、その上にキ ャン パスを取

りつけたシンプルなものである 。( 写真 一 3 、図 - 6  ｾ＠ 8 )  

A  1 、A II とも、キャンバスに張力を与えるのは 2 基の送風機と

停電用のエンジン付の Ｒ 基の送風機で、常 ＱＱ 寺 ＲＰｭｭａｱ 、強ＩＡｩ｜ ｾｕ 寺 ＴＰｭｭａｱ

を維持している 。
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J L 一 一ー

き

コンクリート

喰界壁

G し+126∞

G  L (T P+80∞)  

キ 278∞

図ー7 A  II 立面図

図- 8 A  II ①通り部断面図

本 体 膜 材

担l' え ケ ー ブj レ材

コ ン ク リ ー ト

外 四 ア ン カ 一 睡 睡

太陽工業 T S R - 700 ( C  - 030)  

構造用ス トランド ーワイヤー ・ロ ープ(7く19)A- 2種 46O 

( 布 基 礎 ) サイ ズ 2000 X 1000 

需

図- 1 0 AI I I  A ーA '断面図



44.2叩

富

図 - 11 A  IIl B - B'断面図

(品 ) I主 位 I P-216. 3OX5.8市 TK-41 )

{品川 11 I  P-190. 7φX5. 3' (  11 )  

(.f込) I軒 伎 I P- lぬ 8OX3.5t (  11 )  

(.fttl I  11 I  P- IOl.6似 4.2t( 11 )  

号29歩|寺ノ歩I P-89. IOX3 21 (l 500O)  

VP歩I 11 I  P-60. 5OX3. 81 (l 200O)  

WI  I号ィャさI ｾ王手Ｍ 6X24- 16O  G鵠

W2  I号ィャ竺I "  6X24- 16O  G極

W3  I  "  I  "  6X24- 12O G係

W4  IぢィャヱI "  6X24ー 18O G徴

股材| 丈ヤ主 I c陸膜材 300比/3cm' /ラス

A III は、支柱から粁柱そして基礎へとワイヤーが連結され、その

上にキャンパスがかぶさり、ワイヤ一割強金物によりキ ャンパスに

張 力が与え ら れ る 非 常 に ポ ピ ュ ラ ー な も の で あ る ( 写真一 4 、図 -

9  ｾＱＱ Ｉ 。

つぎに 、 A 1 の施工の流れを 、写真によりのべる 。平 面 的 に 長 径

58m、短 径28mの桁円形状にそ って 基礎ヵ、施工され、 A IIl側 のコン

ク リー卜擁壁には回転扉がまず耐え付けられ ( 写真一 5 ｾ＠ 6 ) 、 そ

の後、主架村i フレームの建て方にはいる ( 写 真 一 7 )。
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えケーブルを BSS構造のス トラ y

手

ト材の先端に取りつけ、この上に

キャンパスをのせる 。

キャンパス養生として、ストラ

ッ ト材 の先端 に毛布 を巻きつけた じ

り、横継ワイヤーと直交して、 I隔

ャンパスを レ ッカーで吊り 上げ、

B S S構造の上で広げ、所定の位澄

にくるまで、つまんでは引っ張り、

終わると内部では tl l' えケープルに

キャンパスが U 金物に取りつけら

れる 。( 写真一 10 )。

足場のない中間部ではリフター

による作業となり 、非常 に 作 業 効 写真一 10 キャンパス押えケーフ・ル取付

率 が 落 ち た 。終わるとエア ・ア ップに入り 、ケーフ' ル調整や、出入

口部分のテント工事をして作業が完了する Ｈ 写真一 ＱＱ ｾ ＱＳ Ｉ 。

写真一 11 A  1 エアアップ約5分後 写真一 12 A  1 エアア ップ約 10分後

写真一 13 A  1 ヱアアップ終了( 約 15分)

最 後に、こ の工事のむずかしかった点は 、構造 そのものが複雑とい

うことに 加え て 、 形 状 が 非 幾可学的であり、バランスを保ちにくい

構造体てーあったため 、エア ・ア ップ後の膜形態の調整が入念に行わ

れた 。

建築概要

施設名柄、 テーマ館 BIG .  WA V E  

博覧会名 '89 海とぬの博覧会 ・ひろしま

開 111¥地 広 島 市

設 計 I.I. E国際環境研究所

地 工 T S P太陽株式会社

情 造 A 1  BSSt梓造+ ニュー 7 チ > ? 椛造

A U  ニ ュー 7 チ ッ ク綿造

サス ペンンヨン 織 造

Wキ 2R. Om L ' 75R.Om H' 7 27. 0m 

Wキ 37.0111 L 主 27 .8111 H' 7 12.6111 

W ' 729.0111 L  ' 744 .201 H' 7 12. 701 

'" 1  ，2651げ

"' 88001'  

"' 67501'  

AI U  

昆t 1i.1 A  1  

A "  

AI U  

而 fi' (  A  1  

A 日

A lII 

( みやむら とょとし 太陽工業株式 会 判明続 事 業部設， ｪｪ ［，［｛ ［ａｉ ｾ ん没 ，｜Ｑ Ｑ 同県 ｵ 日
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倍ぐらいにし、外形形状をなめらかにした 。送風は 、内 部庄の指示

を受け 、イ ンバーター により送風量の調整を行 っている 。

この、、たまごかの設計風速は 2 5 m/ s で、台風カべれば膜下ろし

をしなければならない 。昭和51年から 60年までの台 風経路図 を日本

気象協会より取り寄せ、発生および接近件数を調べた 。図 - 2 はそ

れをグラフ イじ したものである 。1500lonから 300 I叩 1に接近した H寺間は

短いもので21時間

で、荒天対策とし

ては 1500lonにJ安近

した H寺点で必要で

あるが、 年間平均

6.4回、 1500km以内

に近づいているが 、

300 km以内に近つ

くのは 1. 2 固なの

で 6 固に 5 巨lはム

タになり、作業指

示は方 向の正確な

読みが必要となる 。

ｾ＠
台風の発生件数と名古屋市への接近件数

件数

年度

10 

15  

5  

各 論n. 博覧会ノ マビリ オンの構成材. 膜材

三菱未来館「たまご」

名古屋国際ビエンナーレ館

一世界デザイン博 覧 会-

章f愛橋船

台風l時対策要領は 、三菱未来館、 三菱地所、竹中 - 戸間 ・三 菱 J

V 、太陽工業で綿密に討議された 。 目次の大項目は、 1)収納作業の

実施判断、 2)安全管理 、 3) 収納作業の概要 、 4) 復旧作業の械要、 5)

添付組織表 、住所録 、日本地図である 。

膜下ろしの方法は 、エアーダウ ンしながら 図ー 3 に脅かれている

収納用ワイヤーロ

ープをウインチて

巻き取ることによ

りな される 。

外周リ ング 内は、

図- 4 のように 、

ワイヤーロープ16

φ を帰 り巡 らして

いる 。これは荒天

H寺、テン トをたた

んだとき 、こ の位

置より下がらず、

カノ〈ーテントで覆

えば雨水がたまら

ないようにな って

図 - 2

グ

三菱未来館「たまご」

世界デザイ ン同 覧会の三菱未来館の犀似に設置された wたまごH

のモニュメントは 、長径33m、短径24 m、容干j ' 19960m'の、ニ ュー7

チ ック緋造物て" あ る。膜材はテトロン生布 (0 .9mm厚 ) 両面海ビコー

テ ィング仕上げで、 引d長強度は 250kg/ 3  cmあ り、 表面積は 2260111' 、

使用量は 4400mである 。送風機は 、 5 馬力送風機を 2 法設置し 、 1

) J i は通常運転を行い 、その送風機が故障または停電したときに 、テ

ィーゼルエンジンを装備した第 2 送風機を運転する 。 内圧は通常時

( 風速 15m/ s以下 ) は 45mmAq、故大11寺( 風速25111 / S 以下 ) は120

mmAqの設定である 。

n
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ホたまごか取イ寸状態図 - 3

いる 。

収納用 ワイヤー

ロープは 16本取 り

付けられ、テント

に近づくと 3 本に

分かれ、力を分散

完成写真

台風対策用ワイヤー配置

三菱未来館 「たまごJ

博覧会名 世界デザイ ン博覧会

開催地名古屋' [ 1

設 計 三菱地 所

地 工 竹 中 戸 日1.三 菱J V

桃 造 ニ ュー 7 チ '/ ｾ ｴｬｹｴ ［ 主

組 t'A 長径3 3 m、li' J.1圭24 mの た まごm

1m U(  528111
1  

図 - 4

している 。

以七の計画を行

い、台風13号で膜

下ろしをし 、復旧

作業をしたが 、ほ

とんど問題なく、

JJi イR も、j杉のよい

、、たまこ H とな っ

ている 。コンビュータの函いたホたまご砂

建築 と社会/ 1989年 12月号
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名 古 屋 国 際 ビ エ ン ナ ー レ 館

名古屋国際ビエンナーレ館は、デザインコンペをして、伊東豊h : f j

建築事務所が当選されたものである 。屋根はキ ャンパスによるサス

ペンション構造物で、 l 枚物でできており、 13基のフォーリー ( や

ぐら ) よりの突き上げポールと、 4 カ所の引き込みにより、 H P 曲

面を構成している 。 どの位置も同じ曲簡はなく、裁断ノ マターンは 50

を数えた 。フォー リ一部の鉄骨はよく見 える ので、そのディテール

について、伊藤豊雄建築事務所はとくに気を jti っておられた。写真

一 1 は、名古屋国際ビエンナーレ館の全景である 。

軒の形状は、曲線あり、直線あり、ワイヤーロープありで、変化

に富んでいる 。

写真一 2 は内観で、フォーリーより突き上げられた頂部と樋部よ

り薄明かりが漏れる 。

室内の竪樋は透明の塩化ビニ ールで作られてお り、雨水の流れが

見える 。 キャンパスは遮光で、塩ビコーテインクの構成は白/ 生布

/ 黒/ 白となっている 。フォーリー( 図ー 1 )は 、頂部高が6040mmか

ら 10500酬 の聞に 6種計8種類あり 、そ の配置もまた不規則に 並べ ら

れ、l 3 基のうち 6 基は排煙機構を備えている( 図ー 2 )。 排煙孔を開

ける機構は、鋼管内に駆動モーターが内蔵され、その回転が、 32φ

のネジ棒を回し、枠付のポリカドームを抑し上げる 。モーター上部

は、点検および交換ができるように、はずせる仕様とな っている 。

室内樋は上部に木の葉がつまらないように金網が付けられ、集水

昔日は鉄板の曲げ加工で作 られている 。透明の塩ビ管は中央で分割さ

れ、高さの調整ができ、その中に 14 oの構造ワイヤーローフ。が入 っ

ており、キャンパス張力に耐える 。全体には外周が決められ、突き

3.5∞ 

凡 12

2-M22(中日)

羽子板 2Ps - 121-M30(中日)

ワイヤー14品 G児 19

.'" 

H-200x200x8x 12 

H-200x200x8x 12 

ネジ型エンドクランプ

一

ワイヤ 7' ' / 7 

25∞ 

図- 1 フォーリー断面図

写真一2 内観

し_ j 139 8仰 11.' ":. 

図- 2 排煙孔断面図

上げおよび引 張りの調主主代が少なく、難しい物件であ ったが、自在も

なくて、美しく張れたものだと患 っている 。

名古屋国際ビヱ ンナ ーレ館

博覧会名 世界デザイ ン時覧会

1)[1 1m地 名 古 屋 市 r ｉ ｾ ｉ＠ ｘＮｾ 会 場 」

;u.t ｾｩ＠ 伊東口調t建築 'I>ff， p}[

施 工 竹 中 工 務 応

t，VI  泣 サ ス ペ ン ン ヨ ン 榊 造

胤 悦長さ ＵＳＮＵｭ 、 中 ｩ， ｾＲＳ Ｎ Ｕｭ と ＳＶｭ の ｌ 明 、松山 ｩｩ ｲ ｾ 百 Ｑ Ｐ Ｎ Ｕ ＱＱＱ

fm f，'  1231. 5m'  

( ふ なは し としあき 太陽] 二業株式 会 トI: f，U;i: 'I'; 業部設，ij.tflS人:Wi ，没，i" 1  ｬ ［Ｇ，ｴｾぷ ｫｬ
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「

各論III ・博 覧会パビ リオ ンの施 工事例 ・集成 木 構 造

外 国 館

一 世 界 デ ザ イ ン 博 覧 会 一

飯 村 豊

大断而集成材を用いた建築物が見直されて、各地 でさまざまな施

設が建設されているが、その主な用途は体育館で、延べ床面積800m'

前後といったところが多い。 これは、大陸rr 商の集成材が耐火性を有

することが分かっていても、まだ耐火構造と認定されていないため

に、依然一般の木造建築物としての用途と床面積の制限を超えるこ

とができないことに困っている 。

しかしながら、ここ数年「新木造総プロ J ( 建設省建築研究所が中

心とな って 1985年から開始され、 1990年で終了する ) をはじめとす

る多方而での研究開発により、わが国で・も大規模の木造建築物の可

能性が専門家の聞で肯定的に論 じら れてきている 。 この背景には、

欧米での数多くの成功例が紹介され、木造の良さが再認識されてき

ていること、囲 内森林資源が成熟し 、 その利用法を考えなくてはな

らない時期にきていること、さらにアメ リカ西海岸からの木材製♂1

輸入圧力、および日本側への木質機造に対する法規制の合理化要求

があることなど、 一 時的でない動きがあることも事実である 。 した

が って、わが同における大規模の木造建築物の体系だ った評価、位

置づけが必要にな ってきてい るといえよう 。 それだけに、ここで紹

介する施工事例、世界デザ イン博覧会外国館は、単に スケールの大

きい仮設の博覧会施設とい う而だけでなく、今後の本設への端緒を

聞 くフ。ロジェク トであ ったといえる 。

ここでは、どのようにして大規悦木造が建設されたのかを、集成

材アーチの佳て j 了を，' ，心にまとめてみた 。

概 要

世界 テザ イン博 覧会の白鳥会場( 名古屋市熱田区) の外国館は、

建築而; f i 'i6，598m'、延べ面; fi'1l1， 016m'、最高高さ 17m、アーチのクリ

ヤースパン 50mの博覧会用の仮設建築物として、木造 (集成材) に

よって 1989年 10月に建設 された 。

従米の集成材施設と比べると、最大規模の建築物である (写真 一

1、2) 。平田は、 50mx  100mの長方形の短辺にそれぞれ直径50 mの

半円をイ寸けた形状をしている 。集成材の半スパンアーチは、 地総商

より 5 m立ち 上 が ったR Cの柱上告I1からかまぼこ状に架けられてい

る。 中央官11では 4 mごとに 26連 (52本) 、半球部では半円を 18等分す

るようにそれぞれ17本の合計86木で、すべて同一断面170mmx  760mm、

同 一 ｉｦｊｊ 守 Ｇ ｾ ＳＴＮ 7mによ って 構 成 されている 。 アーチとア ーチの 聞に

は、 2 .3 m ピッチでアーチに Ir( sどするように天端を備えて! 案成村の

母屋が波される 。 その上には、 アー チに追従するように化粧野地板

52 控雫と社全/ 1989年 12月号

を]; J 留めし 、1，1可mlJ の球 l飼と'1
0

央の1111面をつくり tI :¥す。 この'l! H也は、

シート 防水屋恨の下地とし て利用さ れている 。

施 工 計 画

工程表が示すように、全体としては野地板 を貼る作業置が最も多

く (表一 1) 、しかも高所での作業になることから、これをいかに合

理 ｉ ｾ 的 、かつ安全に進めるかが、 施 工 計 ｡ 画のポイ ン トであ っ た 。 その

ため、アーチの建て方を進める前に、法的に多い 巾央帝11をJ也ヒ j.u: <  

でパネル化する方法が多方面の検討結果から採用された 。つ まり 2

本の半ス パン アーチにあらかじめ野地板を貼 って l ユニ ッ トのパネ

ルをつくり、このユニットパネルを連続的に吊り上げて、 一気 にか

ぽこ状のアーチ屋根をつくろうとするものである 。

これにより、 l 枚置きにアーチ屋板が出来、たとえ抜けた部分の

野地作業が高所であ っても、すでに出来上が っているパネル上部を

荷置 きスペースや足場とし て活用できるので、とくに安全性 の雌 保

ができる点で魅力があ った。 このことは同時に、内部足場を簡素化

できるというメ リッ トもあ った。

本計 画実施に当た っては、とくにつぎの点が慎重に検討された。

①パネルイじすることによる最大の注意事項としては、パネルの 吊

り上げスケジュールが 2 月上旬のため、北西よりの強い主季節i}!孔が予

怨 され、パネル製作時、および吊り上げ時に パネルが吹き 上 げ られ

るなど、いかに ｽＡｦｴｾの影響を少なくするかにあ っ た 。 そのためパネル

の製作}I 頂、完成したノ f ネルのストック方法、そして組み立て}I闘など

が風向きによ って決められた。

② ，' f i り上げ 11寺にパネルの移動を少なくするため、 R C H日良市11にノ、

ネル脚部を先にジョ イントし、 そこ を回転の中心に しなカ、ら li'J かい

合った 2 枚のパネルを 同時に起こ して 連結させる 。 したがって R C

村鋭部の受け令物は完全な回転ピン構造とする 。

③ ノ、ネル製作H寺、および吊り起こしのときの諸 1":[ i J 1 . に対する検 oi す、

とくに半スパンア ーチ フレー ムの継手金物が、それら荷重に卜分耐

える設計とする 。

④アンバランスの状態で長〈放置しないために、半スパンパネル

表- 1 工事工程表

1989 

ヱ 穫 l 月 2月 3月

養生・準備 :.・:
ー 司 . ，
』申

仮訟 司田圃惨

開姻仕分け 叶 ゆ :

製品チェ ック : . . :  
- ー ・ ，

- ー

中央部アーチ
・

‘  

I也組み ・，

中央部野地板

申

‘  

ーー

貼・ユニットノマ

ネ Jレ作製 ・・

中央部ユニγ 卜

パネJレ吊り上げ ‘圃. :
アチ形成

建て入れ直し :  .. 
4 ・ ・ ・ ・ - ・ ・ ー

母屋吊り込み - ・・ 4 - ・

セット - ・

ー ・ ー ー ・ - ・

・
野地板貼

( 中央部)
ー - ー ー ・
E ・

野地板貼
ーー

( 球部 A)

野地板貼
‘  

( 球部 B )

ー

端部アーチ

地組み・吊リ込み ー
ー
- ・・ ‘  

ダメ回り
・・

ω・・』

ー
資器材徹収 ・ a .. 

』・ム ‘  
ム



世界デザイ ン憎覧会・外国館

設計 l庖_C iI 'l 水主ll ，投株式会社

上部幅体木工事/ 三)1木材工業株式会担

施工JUIIIII 11日制J6J
i
l三10月~平成元年 5 月

工 費 9 Ul: 9000万円

建築場所名古屋市熱凶区熱田酋町地内

面 積 延べI同被1 l ， 016nt 建築 I面楠 6. 598nt

階 数 2

最高尚さ 16.0111 

軒 高 5.0111

仕 上 げ 単 線/ シ ー ト 防 水 外 壁/ カラー鉄板

外 l司り主II A- / 7 J レミ サ y シ、木製サ y シ

写真一5 パネルの製作
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真写

写真 一11 半球ドーム部の骨組

写真 一1 外 観

写真一6 定規周の1本自のアーチ

写真一9 2枚目のパネルの吊り上げ

写真ー2 内観

写真一7 パネルの吊り上げ

集成材ア ーチ屋根

アーチスノマン 50 . 0m 

アーチのライズ 11.0111 

アーチのスパン ・ライズ比 0. 22

アーチの IJIJW:  34.  708m回

集成材の樹械 ベイ 7 ・y

J I ! 成材の本数 1，170本

アーチの断1(Jj :  170mm x  760mm 

アーチ苦11Mの長さ 13.5111 

金物H司教 2. 512例

ポルト本数 11. 748-1< 

rt J 也版。) ' 7- さ 38mm、幅 170畑町ベイマツ裂村
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が一辿り完成した時点で、端から j頓に 2 枚のパネルを同時に吊り起

こして連結させる 。 これには、建物内部に十分なスペースが必要な

ことや、アーチの立て方期間 中は内部の他の工事をラ y プして進め

られないなどの全体の計画のやりくりをする 。

以上のような諜題が関係者の聞で検討され、すべてク リヤーでき

るとの判断から、本計画jは実行された。

建 て 方

以下、 )1頂を迫 って建て方の詳細を示す。

(1) 搬入古 ｉ ｜ ，ｦｾの仕分け後、部材寸法の再確認からスター卜した 。

(2) まず地*'l みで令 K2 7 rn のニドスハンアーチフレームをつくる 。愉

滋 ｼ の ｗｊ 係から ー ー 分Ｇ，ｬｩ ｉｊ されてｪＺｔ［ ｉｍｾ されてきた部付は、 ｊ 写さ Ｙ mmの二

nの添え 似鋼似 と、本 ul uj に三対のシェア プレート によ って縦割t き

する

(3) 縦継ぎした半スパンアーチフレームの両端に、頂部用と脚部用

の接合金物、それに母屋金物を取り付ーける 。

(4) アーチ全長にわたって 、安全ネ ッ トを母屋金物にたたんだ状態

で折りつける 。このネ ッ トは、建て方後に隣のノ f ネルまで広げられ、

抜けた部分の野地板鮎り作業時の転落防止に利用された。

(5) この ILJ 似:Ikの斗土スパンアーチを、 クレーンでバランス良〈起こ

しながら 川 り上げ、脚音1¥をコンクリート柱頭部の受け金物に 50mmゅ

のボルトをピン 車IJ しして留める (写真一3) 。

(6) もう 一方のアーチフレームの頭部は、 iETi(gな通り芯上にセ ッ ト

されるように、 地上に台木を置いて仮置きする 。 このとき、芯から

のズレは土 3 s l m以 内 を目燃に官; 迎した。

(7) 2 本の '1' ースハンアーチに l手記と { 点木 を波し、受け金物にボルト

締めして、付' ¥( ;Ikの竹主Il をつくる 。

(品) '13・粧iの完成した l時点で野地l! 占り作業がはじまるが、割付け表に

従 って、 l 枚の野地似が 3 本の母屋に集かり 2 スパン連続梁になる

ように 、かつ 本 111Mの淋 予が j主統しないように釘憎めされる ( 写真

一4)

(り) このような作業を繰り返して、) '，'lftIJ に12枚の、ドスハンハネルが

11' ，;1、h ぅ、る

(10)  つぎに、向かい側の半スパンパネルを同械な手順で12枚製作す

る。その際、パネル頭部が地上面でオーバーラップし 、下のノ マネル

に! のノぞネルの重誌がかかるので、 これを防ぐため、上側IJ に くるパ

ネルは、 'I'I:: J昔1¥に高さ 5 mの仮設高台を用意して、これにパネルを

文拘させた (写真 一5)。

(11) いよいよ建て方開始である 。向かい合 った 2 枚のパネルを起こ

すに当たって、 '1'空での適切据え付け位置確保のため、中央官1¥両端

のアーチフ レームをあら かじめエレベータシ ャフ トの鉄' 同支村J i ' i f ' i l¥

にセ ッ トし、これを、住て }j l l，'j のノ f ネル以えやl け{ 立 i丘の定占l ! . とした

(写真一 6)。

(12) ‘|土スハンハネルの if( :11は約 7 トン、，'1¥1) Ｑ げ ｉｾＺ ， Ｇｪ さ ＱＷｭ とのこと

で、45 トントラ ッ クク レーン 2 fi を用立し、それぞれのノ、ネルを、

';11 ＩＡｦ｜｜やＧｾＩＡｬｩ止を ￆ￯ けなカ、らノ、ネ ｬ レをねじらないように水平を仇Ｚ っ てＧｬＧｊＧｩ

，ruこ1

1

1ｾリトげた Ｈ 写 真 一 Ｗ 、 Ｘ Ｉ 。

(J:l )  所定の伎町よりも、両ノ マネ ルとも 1 m程度高〈吊り上げてから

徐々にドげ、) ' ，' ) j ずつ50mmφのボルトを頂部金物にピ ン刺しし てt認

めた。パネル相|五の緊結は、0 =1" 空での作業となるので高所作業l _li 2  

h を利用し ている 。 なお、準備も含め、ここまでに要した時間はお

およそ 211寺IMJ であ った。

(14)  述結後、定規役の l 本目のアーチに母屋、棟木を渡し、パネル

をlijr A ' の佐世に l主l定した。
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(15) 2 枚目からも同様な手順を繰り返し、残り のノ、ネルを 吊り上げ

てい った。この際どうしても パネル聞が所定寸法よりも大きく組ま

れがちであ ったので、この点、とくに練木のボルト本締めに対して

は、注意をしながら進めている( 写真一9)。

(16) 最後は 、 もう 一方の定規役のアーチにつなぎ材を波して、中央

官1¥の建て方が完了した。

(17) 1 枚置きに抜けた部分の野地J! 占り作業も、パネル起こしを追う

ようにして進んだ。

(18) つぎに 、 2 つの半球ドームの建て方は、建て方荷重によ って 中

央官1¥がバランスを崩さないように、両サイド平行しながら半スパン

アーチの取り付け作業を進めた( 写真一10) 。

(1閉 そして、各サイドの半球ドームのアーチの裂け方も、建て方荷

重をバランスさせるために、建物の棟を通るアーチから交互に振り

分けるように進め、また母屋入れ作業も並行し 、アーチが不安定に

ならないようにアーチ相互を連結した。

(20)  なお、母屋は球面をつくれるようにメインアーチと同一泊率を

持ち、 ドームの球心に向けてレイアウトされている (写真一11) 。

(21 ) 最後に、野地板を放射型に 6 つのセグメントに分けて球面状に

釘WI めしなヵ、ら貼り上げ 、50mX 150mの大規股木造地設の集成材

工。Fが終了した( 写真一 12)。

集 成 木 構 造 の 可 能 性

工事は、当初計画した通りにほぼ完了することができたが、本工

事を通じて得た感想、を、今後の課題も含めまとめてみると、つぎの

ことがいえよう 。

(1)  本工事に対する技術的裏付けは、直接的にはここ数年、中規脱

集成材建築の実績が増えてきたこと、また大スパンアーチ架構とし

ては本施設着工以前に 48mのアーチが本設で完成していたこと、 間

接的には直径162mのタコマドームなど海外の大規模木造の施工ノ

ウハウがわが国に導入され、含水率の変化による膨 JJ長、収縮の変形

挙動や熱応力に対する考え方などが整理されてきたことなどがあげ

られる 。

(2) しかし、まだ大規模集成材構造が一般的て' ないため手慣れた! 被

人を多数集めることは難しい。 そのため、施工作業そのものを分か

りやすくし、簡素化した施工法が望まれる 。今回、半スパンアーチ

は、 2 4 ' : のアーチを接合金物を用いてモーメントジョイントとして

いるが、このジョイントを考えた場合、 一般的には金物があまり見

えない在来構法的なディテールが好まれる 。しかし、力学的安全性、

短期間てd の量的生産性、部材加工コスト、そして現場での作業性を

考えると限界がある 。 それゆえに、接合も含めて フレームのデザイ

ンをどうまとまとめる か、またどのような構法を用いて組み立てる

かという点が、より 一層重要にな ってきて いる 。 とくに今後大規模

梨椛の施工方法を考えた場合、今回のパネル化にはられるように集

成材構造の特徴を生かした工法開発も 重要といえよう。

(3) 最後に、本設への可能性に言及すると、組み立て技術という直l

から見て、恒久施設としての外力に対する 断面計画や按合音1¥デザイ

ンなど必要な安全率をJ確保しながら設計することで卜分可能と考え

ている 。現在、この外国館は連続したアーチのすばらしさなどから、

大変評判が良〈、関係者の間では、この施設を何らかの方法て‘ 存続

させたいとのi l l ')J さがある 。近い時期に、本設へチャレ ンジする機会

が訪れるかもしれない。

引用文献

11 経アーキテ 7 チュ 7 . 1989年 3 月 6 日号

( いいむら ゆたか 三 ＱＱ ・木材工業株式 会 社特注目 ｊｾ Ｑｩ［音 ＱＱ システム主 ｊｂ 寝 室室長 代ｬｬｉｬ Ｉ



各論m.，噂覧会ノマビ リオ ンの施 工 事例 . 鋼 製 構 造

立体トラスによる

リゾL ートシアタ一、

メイン催事会 場

小 田 憲 史

T Mトラスを使った数々の同覧会ノ マビリオンのうち、施工方法か

ら見て、ブロ γ ク分け リフトア ップ工法を用いたアジア太平洋時覧

会の リゾートシアタ一大屋似 、スライテイング( 横号 1) 工法を片! い

た国際花と鰍の ｴｾ 覧会のメイン催事会場の大屋恨の施工例をご制介

させていただく 。

リ ゾ ー ト シ ア タ 一 大 屋 根 ー ア ジア 太 平 洋 博覧 会一

アジア太平洋同覧会のリゾートシアターは 、イ ベント広場として

利用されるため、天井高きがおい大空間であり、形状はいくつむの

平板が折れた複雑な形をしている( 図ー 1 )。 したが って仮設ステー

図 - 1 概要因

図 - 2  ブロック分 け

10 

---=::::::::::J 1.4249 

ジを必裂としない地工法を検付した* ，'1*、ブロ ック分けリ フ トア y

プ工法を用いることにした 。

図 - 2 に示すブロ ックに分け、弁ブロ y クの トラス制 lみ立 て作業

は地上で行うことを法- 1 ' に巧え、 I ブロ y ク→ H ブロ ック→ III ブロ

ック→ N ブロ y クのJllti に組み立てる 。

(1)  1 ブロ ックのMl みヰ; て

中央ステージ上古1¥のギ似古1¥分を J也上 で利lみ立て 、図 - 3 に小すよ

うに協重機を用いて、 I グリ ッ ド分の rJ j さだけリフトア ップ してト

ラス苦l¥t1 を組み下 ろす。 |ヰjゑ l グリ y ド分の高さだけリフトア y プ

トラス組み立て

してトラス音I¥j オを組み下ろす。 これを繰り返し、 I ブロ ック全体を

組み立てる 。支承音1¥をア ンカーボルトに合わせながら全体 を下げ、

仮止めする 。

(2)  II ブロ ックの組み立て

ｉ フ ロ ッ クと ｉｉ ブロ ン クの岐界 Ｑ クリ γ ドを ｼ 徐き、 Ｂ Ｑ ｝ 央 之 ｉ ｾ 似古 Ｑ ｜ 分

写真一1 1Iブロックのリフトア ップ 写真一 2 1、1I ブロ ック結合部

を地 l で組み立て、 I ブロ ックと 問機、防重機を 用い てリフトア ッ

プしながら 外周 を組み下ろす ( 図 一 3 )0 ，ｾ｝央 平板に対し外周は勾配

があるため、中央平板古1¥に仮架台を設置し、その上に似 f泣きをした 。

(3)  1 、 II ブロ ックの結合

この作業は 、 総指郷者 、 結合 Ｑ Ｑ ｍ 所航行員および Ｗ 台 の ＱｾＯｪ 屯機作業

者の辿邸J が大切であるため、イ王線と無線を用いて: i i l i 絡を取り令 った。

7 台の陽重機を用いて II フロ y クをリフトア γ プし、 I ブロ y ク

と結合を行う 。 リフトア ップした状態で境界の 1 クリ ッ ドと 4 ヵ所

住上の支承音1¥に取りつく音IH1 を、空中で組み立てることにより結合

写真一 3 トラ ス組み立て完了

リゾート シアタ 一大 屋 根

. Uflf 臨時院会

アジア 木 、 ｉ ＧＭｩ ｈｾＱ 覧 会 ｎＮ ，ｊ， Ｑ［ｪＧ ＸＹ

・博覧会問Im:J 也

N，'; 岡県払'01尚，li' ，'. H l ' Ui ill 浜

- 設，jf

アジア木、1汁Hi ' t : . . 会協会地

ぷ部主ｬＡ ｾ ＢＪ

- 施工

大成 ・竹' 1' ・舵 !;，'i .  1.¥水

大林 !U. 't，'，ill. 没J' ，1o;) 企業体

- 陥ii!i

r Mトラ ; q:l .j' l 同ii i

. lIi. m 
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は終わる ( 写真一 1 、2 )。

結合完了後 、 I 、 II ブロ ック中央部に仮支柱を立て 、安全を計 っ

た。 1Il 、Wブロ ックの組み立てと結合は、 I 、II ブ ロックとほぼ同

じであるため省略する 。

最後に支承昔日の本締めを行い、仮支柱を撤去し完了する 。 この工

法で施工を行 ったとき、つぎの点について十分な構造検討が要求さ

れる 。

① 組み立ておよびリフトア ップ時の吊 り位置

② 仮置き時の仮架台位置

またリフトア ップ してブロ ックの結合を行うとき 、空中作業にな

るため、安全対策は似重に検討しなければならない 。

トラス組み立て完了状態を 写真 一 3 に示す。

メ イ ン 催 事 会 場 大 屋 根 一 国 際 花 と 緑 の 博 覧 会 一

国際花と緑の博覧会メイン催事会場では、大屋様と下音11観覧席廻

りの工事を並行して進める目的から 、スライテ イング( 横引 き) 工

法を用いることになる 。 この工法のステージングは 、大屋板空間 の

外側に 1 ブロ ック組 み立て 可能な広さだけでよく、並行工事の 目的

を満たすことができる 。原設計のトラス音11材の断面を維持するとい

う条件で検討した結果、両端の支承音11をタイ ロッ トで緊結する必要

が生じ、前記目的を妨げることにな った。 そこで両端の支点のみで

スライドする のは困難であると 判断 し、中央部に仮設レール架台を

設け 、両端と 中央の 3 支点でスライドする こと になる 。 したが って

中央レ ール当日台付近は、並行工事ができないという付帯条件っきと

なった。

大屋根 ( 図 - 4  ) を 7 つのブロ ックに分け ( 図 - 5 ) 、 トラス組立

→屋根工事、天井工事→スライドの順序で、各 7' ロ y クごとに繰り

返し、大屋根全体を組み立てる 。

スライ ドの概要 を図 - 6 に示す。両端支え本部を滑らかにすべら す

ため 、溝型鋼背面に厚さ 3 . 0mmのステン レス鏡面板を張り 付 け、 梁

上面 に水平に設置した 。 これと支承ベースプレー ト下面に貼付した

厚さ 2 . 4mmのテフロンスライディングノ f ッ 卜で滑らかにスライドさせ

衝のエリ ア工区メイ ン催 事会場

大屋棋

・開催博覧会

国際 iEと紋の博覧会

・時覧会開催地

大阪 市鶴見区縁地公幽

・設計

( 附環境建築研究所

・施 ]

大林組l 三 JI 主1¥，位 大 未 主ll. 1世

共fii JII':業14>:

・附逃
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図 - 4 概要因
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図 - 5  ブロック分け

た。スライトーする直前にステンレス鏡面板上 にクレゾール石鹸を ぬ

り、摩擦係数 をより 小 さくする工夫をした ( 写真一 4 )。

中央架台レール上の仮支点の滑動部は 、荷重の大きさ 、安定性 、

経済性を 検討 した結果 、既製ロ ーラー支 点訟を採用する こ とにした

( 写真一 5 )。 スライド 11寺の片効さにより全体がねじれる 可能性があ

るため、支承音11にはカイドレールを設けた 。

牽 引装置は 、油圧 ジャ ッキを 用い て中央制御による連動を行 った。

ジャ ッキの荷重と支承音11に取り付けた変位計により、移動量は中央

制御室の モニターに 表示し、異常の確認が旦Il 座にわか るようにした 。

中央部 レール架台は荷重の60% を負担するので、堅 固にし なけれ

ばならない 。そこで仮設用のパ イフ。支柱、プレガー夕、主構で構成し、

レールのレベル謝務用とジ ャッ キダウン用として約 8 mごとに油圧

ジャッ キを配置し、その上に H - 400X400の仮設レールを設置した

( 図 - 6  )。

写真一4 両端支承部 写真一 5 中央仮滑動部

己 変

む 屯守司戸

o  

Q  "' <YW"<Y"<YWWWV  
v v v v v v v  

中央苦附レール| 時 | 変 位 の 測 定 | 時

のジヤンキダウン ｉ ＢＢＧ ｉｾＧｾＢＢＧＧＧｾｉ

図- 7  作業フロー

作業 フローを 図 ー ? に示す。ス ライド 完 了後 、位置、レ ベル等を

計 il!i l し、修正が必要であれば修正を行い、支承部ベースプレートと

ア ンカープレートを溶接で回定する 。支承音11の固定が完了すると 、

中央仮設レールのジ ャッ キダウ ンを行い、 中央仮設レール架台の解

体を行 って工事が完了する 。最後に、最終スライド時の重量が 630

トンに対 し、横引 きカは 17 .6 l 、摩擦係数が0.028 であ った。

( おだ け ん し 太陽工業株式会H設計部設計 3 謀長J記長 )
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' y  

仮設機材による

Bブ口、ソクテントフレーム、

名鉄ク〉レーフ。館

ー

l

 

j

 

‘
、

l

 

'' 
清 治

4主材 ; O60.5 X 2 .4( S T K55)  

梁材 ，ラチス梁骨48. 6X 2. 4

(  STK55)  

鹿lill .l l ; 世48.6X2. 4 ( S TK55)  

で構成されている .

・-

合ft 村. 世114. 3X 3 . 6 、母屋材; O76. 3X2. 8 で憐

成され、テ ント 生地のラ ッシングを容易に施工。

往 I也材 ( パー チカノレ) には 600mmピ y 千にフラ ン

ジがあ り、組み立て 用足場( プラケ ッ ト) も簡単

に取り付けでき、安全作業ができる 。

官

補成部材の大半が手納みによ り建

て込みができ、かっ附1記に足場の

取り付 It 、取り外し ができる 。 し

たが ってT OT A L - C OS T ( 材料組

立校) の而 で、従米のものと比較

して 3 0 - 40% の低 減 が IIf 能である 。

.. 
6 仮設建物なら仮設材で" という

発想をもとに、従来の仮設機材の

イメージを刷新した「を1 H1fil li 主ン

ステム 」

.s ブロックテン トフレーム

i制flli 博民会 険浜博覧会 ( Y E S' 89)

設 計 山本型以設計工湯

地 i  束尚ｾｾｾ ( 協力会社，日 綜産業)

情 i孟 NI S S O- 3 S - ンステム( パイプ情造 )

縦 悦 S P A NI6. 5m、桁行180 m、高 さ10m

l町 的 2，970 ，"'  

. 名鉄グループ館

|別 f臨時覧会 世界デザイ ン博覧会

;ur J- I  名鉄エージエンンー

地 工 脱 j斗ill 設 〔協力会社，日綜産業〕

情 i孟 NIS S O 3 S シス テム( パイプ情i立)

縦 模 S P A N2 9 m. 桁行 38m、前さ 12m

lni 111 1， 152nt  

斗 時

bf =l 4  

3 5 システムの

結合バリエーション

3  5 の特長

従米 の仮設機 材 のイ ノ ージでは なく、キ ｹ ド Ｈｉｾｊ

な! 感覚を1 ' 1ちLHしている @ また j重光性のよいテ

ン ト生地を使用することにより、機成部付を ー

無 料 休M! 所内 の紋台、ベン チもす噌

べ て 仮 設 機材 ( 3  S システム ) で構

成されている 。

出札所内 の誘導柵と仮設機材 ( 3  S  

ゴミ集積所の品目 ｾｩ Ｇｬｬ 管理!施 設棟前面キ ャノピーの架椛

建築と社会/ 1989年 12月号 5 7  



ポ > 7 ス伐のJ也車I l みが完了し ‘ 主主て込みをまつ。

名 鉄 グル ー プ館

一世 界 デ ザ イ ン 同 覧 会 一

ス

ラ
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ノ
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''

ぃ、
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γ

，
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ピ

。

サ

方

ク
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の

ト

住

ン

ス

イ

ケ

ノ

ヨ

。
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リ

ン

ヲ

恒

ポ

の

い

た

梁

て

れ

ス

っ

さ

チ

な

み

ラ

と

組

と

プ

地

位

ン

I也組み した小屋梁プロ y クを、レ y カ hlf J . {部の主11て)j 完了

ーにて建て 込み

ポックス伎の支柱( パーチカル) と ボックス位と償架材( ロングスパ

継ぎ材( ホリ ゾン タル)の接続状況 ンホリゾンタル) との接続状況

恒 ハビリオン骨 ｾｒ

架t. Yi 総. ! 1l 111  24TO N  

革11立:DYI 10 日

的ｩｉ守 Ｈｉｾｊ ノリ ｹ トカ ｦ ある

と同時 lこ、解体 i五の従

来物 を少なくする 。

ハ ピ リ オ ン 全i，f 嘩

3  S 存"村 ( 似 i設機材 ) の

剥lみ令わせにより、従

米の H 鋼等による村、

ｾにかわる生日桃が悦Ａ止

できる

j位j [ の 問一覧会におけるハビ リオ ンの構成材 として 、{ 反設機材 をJ求

川 す る 施 設 が 多 く な ってきている 。 日綜 産 業 の|井l発した 3 S システ

ムし多 1=! (I(J 仮 設 情ii E物 として 存 分 野 ( 建築、 J'. - 1 . . : 、造船、フラント、

科的イベント e L C. )  で 、足場、文ｻｾ工、桃造物 として、その 使用目

的にフイ ッ トできるシステムとして完成されている

ノ、ビリオンのデザインには 、@ 竹 k:ll を泌 IHする場介、 @ 村長Jl を{ J :

l げ 付 で 包 み 隠 す .l J'j 介、 が あ る が 、い す れ に せ よ 柿 ii t 部材と して必

皮 |二設計 条何 をi I日IJ t させるも の でなければな らなし、 。 また i;;i .ill の 大

58 

きさによ り一 部 特 殊金 物 お よ び 部 材 を 組 み 入 れ る こ と に より、各部

の取 り 合 い と 強 度 上 の 解 決 が 谷 易 に で き る 。

地 工 ltii では 、

C r¥S E  1 ) 地 組 み に よ る ブ ロ ック化 時 レ ッカーによる 組 み立て

C A S E  II ) 人 力 に よ る 組 み 立 て 、 解 体 ( 単 体 重 量 が 軽 いため )

の 2 位 似 の 形 で 現 場 組 み立 て 、 あ る い は 解 体 作 業 を 行 ってい る。

( お が わ きよはる 日綜産業株式会社技術部システム設計課課長 )



各論 ｬｉ ｊ ・ 附覧会ノ マ ビリオンの地工・ ｆ ＱＹ ｉｊ ・ ｾｉｩ 司製村 ｩｩｩｩ

特 殊 形 状 鉄 骨

サントリー館

一 国 際花と 緑 の博 覧会 -

西 林 博 文

国際花と縁の博覧会 サントリー館

|別 1111 博 覧 会 国 際 化 と 紋 の 博 覧 会 情 泣 S iit 

時覧会開催地 大阪市鶴見区鶴見給地内J J i . 悦 4 階

設 計安井主I t 築設計事務所 Ｑｴ ｾｊ 可制向 ＲＰＮＲ ＱＴ ＱＱＱ

地 工 大 林 組 1M f l ' 1延べ旅2631. 04 111'

サントリー館/ ¥ース

未 知 の 鉄 骨 業 界 へ

H併日45年 当11寺、私は花の ?'::j 校 3 年生、あの ) j 国防覧会が大阪で開

催された年である 。大付| は大分の工業高等学校へ . i l l i う毎日で、すで

に19年が過ぎ去 ったのに、ほん の数年前の こと のよう に思い 出す。

当H寺通 っていた高校では、大阪で万博が開催されるということで、

それまで予定されていた行先を急溢変更して万問見学が私達の修学

旅行となった 。初夏 、大阪へ大阪へと向かう多くの人々に混じ って、

修学旅行は約半日の行程 ( 当時まだ山陽新幹線がなか ったため夜行

列車に係られ婦られての旅.h' ) で出発。 多少北にある大阪の方が寒

いだろうと思い、少しばかりの厚着を用意して山かけて来たもので

ある 。 ところが大阪へ着いてみると、九州よりも暑く、千里の会場

へ入ると人の熱気でなお一層熱い。上着を片手に、人波をかき分け

;=1ニを拭きつつ人気ノ ぞビ リオンの長蛇の列の後ろに並び、待つこと 1

時間l以上。 これでは、限られた H寺間内に多くのパビリオンを見学で

きないと 、クラスメイトと 相談の結果 、人のj Eんでいないノ f ビリオ

ン見学に切り答え、ほと んど途上国のパビリオンを見学して回 った。

とうとう日本、アメリカ館には 一度も行けずに、 一 日が終わ ってし

まったグ〉である 。

修学旅行も終わり、つぎは就職試験ンーズンの到来である 。 当初 、

私は地元の建設会社へ就職するつもりだ ったが、進路指導の教師に、

多少変わ った業界はどうだ、今後の建築物の主流となるだろうなど

と助言されて境庄の会社を受験することにな った。入社試験のため 、

今度は単身大阪へ。試験の前 日に大阪へ着いた私は、試験のため 同

じ九州より来ていた A 君 と意気投合し 、閉会開 jf i : の万博会場へ行く

ことに決まり、行きずりの人に道を尋ねつつ、や っと千盟へ。会場

へ入っても 人波に押されるままに、 パビ リオ ンを見学。 なぜか、つ

ぎの日に受験する会社の内谷を忘れての見学であ った。 当社で製作

したノ f ビリオ ンがいくつかあ ったのに 、こ のような建物でなければ

鉄骨を見る機会が少ないとわか ったのは、入社後。 多少たよりない

鉄骨業界へのスタ ー トだ ったが、それから 18年。

花 博 サ ン ト リ ー 館 の 鉄 骨 工 作 図 を 担 当 し て

そして 1990年には、 :(Eの同覧会が開催される 。 そのうちの一つの

パビ リオ ンの往設工事の一端 を担って、 サ ント リー館の工作図担当

者とな った。 まず設計図を見て、円， 1曲線をこれほどまでに使う必

要があるのだろうかと思うほどに、多くの座標を必要とする ，建物に、

固め方が先に丸くな ってしま った。 とにかく作図をスタートして 、

一五IJ も早〈 外輪でも把握しなくてはと 、気はあせるのだが、この設

計図を見て引き受けてくれる業者があるだろうか、この l時期にこれ

だけの物件をまとめ上げる能力を持つ業者があいているだろうかな

どと思い悩んで、 相談の結来、他の物件を進めている事務所に 、無

理矢迎に近い状態で ( 当然、他の物件との工程調整を行 って) 、や

っ と作図に着手できた 。

一般図の作図に着手して 2 日とたたない聞に、数多く の不明点、

質疑' * 項が出てきた 。 とにかく法準点より の寸法の決め方が j呼らず、

ニア リィ寸法での{乍図て¥これぐらいだろう、多分こんなだろうと、

多少H音中模索的に進め、まず形にしようということで一般図の作図

を終えて、質疑沓の代わりに寸法未記入の承認申請図を提出。不明

、J-法が多いので詳細l図は書けない、早〈打ち合わせをして決めてく

れないと作図工紅が遅れ ItlJ 1J できなくなるかもしれないと 、1走者か

らはクレーム、社 内では予定通り工作図ヵ、iU図 できるのかと催促さ

れ、板ノ〈サミ の毎日だ ったが、数日後約束通りに一般図のチェ ック

の返却ができると の: i i l i 絡が入リひと安心。 ところが、変更等の設計

挫築 と社会/ 1捌 年 1211号 59



図のオマケ付きで、部分的には ーから :1'11(1 しi苅19i まで。一般図の修

正、決定事項の占き入れにかかることまっ 1 Ａｾｗｉｊ 。 なんだかんだとし

て出米た 一般図だけで 70枚余り、一般ビル，主主家だと 300t on前後クラ

スの物{'I 並みの枚数で、結局 、主主終詳細! 図ともで約250枚にのぼった 。

詳細| をいさ占き始めると、また問題点が tl ｾてきた 。 作図スタート ｬ 時、

社内 の ) j 針は、おのおの単品で作図して l点、l 、製作相当に解りや

すくし 、分業j 1 I.当できるように工作凶は占くことに決めていたのだ

が、梢i!i l それがどうしても出来ない筒所が多く HJ て、結局は、書

やすいように詑ーくということにな ってしま った。

サントリー館は大きく分けて、四つの仰で情成されている 。

① ｈ 州象ホール Ｚ地上 Ｔ 階、最高高さ ｾＲＰ ＱｬＱのメイン棟

② レストラン隙 : 地上2階、故高高さヰ 8 .3 mのVI P室を含むレス

トラン

③ 展示ホール : 円 形スロープと 1; 皆段からなる熔鉢状の屋似を持つ

1  - 3 階に上る円形ホール

④ ステンドグラス練 : 大小二つの円筒を重ねた、 l吹き抜けの建物

それぞれが、胴体、頭、是、尾をイメージして構成されている 。

この凶つをバラノ〈ラにして作図を進めたが、なかなか思うように進

まず、すべての工作図が出来上ヵ、るまでにかかった日時は、約 4 カ

月間j 。原寸、製作も工作図の後を追っての作業で、 liij 記の①~④の

)1闘に工作図問機進めてい ったが、原寸スタートと同時に原寸からの

呼び出し、どの数値を基本にして進めるのか、この部分の、l 法は、

高さは、等々工作図で表境したつもりでも、原、J' で展開を始めると

j上被の合わない寸法が多〈、原寸; 場での丸一日に及ぶこともしばし

@  

@  

@  

@  

B  0> e  <!}) 

映像ホール屋根面梁伏図

..，-

細

-r

直

訳

…一

映

|

映像ホール X 5 通り軸組図

映像ホール 3 階

およびレストラン棟

梁伏図

60 



‘  

展示棟 梁伏図

"' M2階

...，階

映像ホール内客席梁伏図

ばだっ た。 l京 J 場 で 座 1) 込み、原寸と工作医! とを交互に 凡 ては 、あ

あで もない 、こ うで もないと窓見の交換。ついに恨負けして 、 『師、

寸で決めて下さし 、』 と言 って逃げることもあ った。

この よ うな結果 がなぜ起きたのかと JJ えてみると 、IUI 料! の 弁点 を

直線で結んだために 、荷剖部11分F白的l内1に I1州H附11線のJ按去線考ギJ リギリまたは〆、ミ J出jハi し

て〈 る音部ｼ目 ｩ 材 カ、あるため 相 ｬκＨＱ 日川 ｩ日川 ｬりのＺ繋繋カが、リに イ不 ｾ ｉド什 Ｇ ｉ ｙＺ然余カ、生じたことカが、主凶

の よう である 。現実に !tMてんを行ってみると 、一部 'MI フレースヵ、な

ぜ か建物 の 外 に 出 る筒所が ｬ ヵ所 見 つかり 、 現 地 での 予 ｉ ｾｉ Ｚ し 作 業カ、

発生。 また屋十H而においても、復雑に起伏している部分で、廃似11

t げ材 ( A L  C 版 ) が明らかにr ! !iれない附所や 、屋 恨面 プレースが屋

ｴｈ 而より上 に ｕ ｾ ｜ て 来 たり、 l→作図 ， 1.京、jーであ れ だけ 検討 しているの

に もかか わらず 、建ててみるといろいろな 問題が発生する有様だ っ

た。現 場から電話で聞 いたときにはそんなはずはない 、何かの間違

いだと 思 いつつ、現物を 見 ると雌かに IflJ j主っている 。

その他、現場 でj切った誤作 、不 良等を ，11き並 べ た ら、 多分今まで

に私 が担当した工 '，"-の 1 、 2 位を競う J11ーになると 思 われる 。 誤作 の

原因は 、通常われわれの製作してい る形状に 対 して全く逆に取 り合

い ガセ ント等ヵ、 取 り付 いている ために工場で逆に取り付けた り、 ピ

ース 数 が 異状 に 多いために 製作 もれ 、発送も れが生 じた こと 、変更

J自JJIl に対 して工.f'，u- _ 対応でさずに 現場へ納入、等々さまざまで 、現

場へ迷惑をかけてしま った。

ステンドグラス棟

梁面図

4・R' 皆

‘ Ｒｾ 皆

体覧会のノ、ビ リオンという こ とで 、11: Ji がない 、こI . L カ、イベント

工 'j'; (7) A めだとあきらめつつ も、 なぜ 1土年 lli lの雄物にこうし余分な

神 経を 倣 うのだろうと 、，jj E もがジレンマに 陥 っ ているのではないだ

ろうか 。サ ント リー自立以 トーに製作 ・泊 | に 日労した 他 物も 、あるい

は 数 多 くあるのではないだろうか。 慨も}) J立のみならず、受 i:i か ら 納

入 までを ，wi¥i .WIに行わなければならなか ったノ、ヒリオンそれぞれに

村 労があ ったことと 思 う。

サントリー 館 での経験から 、あえて刀わせていただけるなら 、 よ

り安くかっシンプルなノ、ヒリオンでの IJfl rH: は不可能なのだろうか

五 在かに材料 Ｈｉ Ｈ ｊ には年正 ｩ ｦｩＨ ｉＨｊ な 材料 を ｲ ｾ ｊ 日 しているが 、 ｊ ｊｉｉ ｉ ＮＱ 交ｼ栴におい

て製ｻ乍 に 千 ＱＯＱＱ Ｑ ｛ 量る［ｊＮ ｵ ｭＮだ っ た 。 たとえは、いろんな形 ｽｉ ｩ ｾ を Ｑ Ｑｉ Ｑ Ｈｦ た り、

切り 黙さを行 っ て ， ｴｈ 米 た 単 純 明解 な 山 形にな っ たむと ｾ ｾＯ￬ ［ は 、切りｾ 終ぎ

をしたため趨音波保似の検食対 象にな り、 余分な H.' { I ( がかかる附 'vi-

もあ った。 また 桃 ii t ヵ、桜!MIなため 、その 他 の検 l' i Ｈ ｊ Ｉ ｾＨ＠ ，J 、製品、 場

合によ っては似 組みも ) も図 l倒木誌だけでは 省、旧作でさずに 、作}; ' ! ( I i

の方々にまで手 間 取 らせる結果 とな っているのではないだろうか 。

サントリー館も 95%干¥U!f が建てん完 f して 、妓すは 5 % .f'，!J 立 ( 外

吉 ｛ Ｑ 階段と 一 郎後建て ￭Ｚ 市， ｩ ｛ ｲ Ｉ のみとな っ た 。 ゴ 作 ｉ ｾ ｉ → ｬ 点 、 ｬ → 製 作→ｪＧ Ｎｦ

搬 → 律 て ん と、それぞれの 自111"1 でいろんな んに i準法および心 配のか

け 通 しだ ったが 、や っ とここまでという感 じである 。

( にしばやし ひろふみ 株 式 会 付 与 本 以 1'.1' )1' )
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オランダ風車の構造設計

井手晃ニ/ 鈴木厚雄

本年 ( 1989年 )は 、大阪府による堺港での埋立事

業が開始 15周年を迎え、また目前修好 380 周年に

もあたる 。 このため、広大な埋立地のシンボルと

して、本4私的なオ ランダ風車建設が記念として計

画された 。

ここではそ の概要を紹介する 。

建築計画概要

オラ ンダにおいて、風卓は固を代表する建物で

あり、 900 余年の鹿史をも って いる 。長い伝統の

中で、風車の形態 、機能、利用方法は変化し、い

くつものタイプの風車を生み出している 。

今回計画された風車は、ロ y テルダム近郊のデ

ルフスハ フェンにある、都市型のステージ付Jl¥¥.

車をモデルとして設計されている 。 2 台の石臼を

有し、風力により粉を挽 くことができる。

本体構造は日本で設計、焔工され、羽根を含む

すべての風車メカニズムおよび外周のステージは、

オランダに て設計 、製作し、輸入され、現地にて

オランダ風止巨大工の手によ り組み立 てられ た。

オランタの J9!い11がオランダ圏外に出るのは、ア

図- 1 断面図

ることができる 。 また、テールビーム⑪を 入力で

t1[1すことにより、羽根を含めた頂部全体を鉛直制l

まわりに回転させ、羽械を風上方向に向けること

カずできる 。

吊 1) 七げ機等内部駆動装置は、すべて主唱IJ ⑤ の

回転カを利用して到J き、荷物の妨げ降ろしに利用

される 。

構造計画概要

メリカ、カナダについ で世界で三 番目であり、日 本構造計画は、伝統あるオランダ風車を日本国

本国内における本給的風車建設としても、初めて 内に娃設するという特徴から、以下の点に惚意し

の試みとな っている 。 て計画している 。

- 建築慨型!

建築I面的 152 .02111 

延 床 而 附 273 .60111 

建物規悦 地 1'.7 附

軒 rb 22 .00111 

控物日さ 25 .70111 

ぇ15j 似の大きさ 11(iモ 26.20111

- 桝造的 ))11

本 体 鉄筋コノアリー卜 Ｂ， ｢ｾｩ 持』主

羽服、ノカニズム 木造

国語 i、ステジ 木造

革連軸‘ ンヘ 7 ト 鉄f i  J2i 

- 基礎形式 Ｍｬ ｩｏ ，ｾ 日 ｅ

- 外 装 レノガタイル11占リ

風車メカニズム

布製の帆を帰 った; t ] f 1 { ①は、風を受けて反H寺計

四りに回転する 。風:iili 3  - 4  m /  s ec の風で、毎

分 5 - 6 回4広のスピードとなる 。羽恨の回転は、

水平より ｊ ｾ Ｎｬ￭ ， ｪ きに約 Ｑ Ｒｊ 支 傾斜した ンャフト②に伝

達され、さらに上部 ｬ Ｇ ，｛ｩｪ Ｇ ｬ ｦＮ｀Ｍ →ディスク輪ｾ主 ｉ ｍＱ

@ →拍. $. 輪⑥へと伝えられ、石臼に直結された似

臼用車IJ ⑦を 回転させる 。 この力により保臼⑧を 回

し、粉を挽くことができる 。

上部前半③ の周りにはブレーキンユーが設けら

れており、プレ ーキ レバー⑨からステージ⑬まで

垂れ下が っ たロープを操作して ［ｪｾ 似の回転を止め

62 挫築と社会/ 1989"1' 12月号

(1) オラ ンダに建てられて いる風車を、許される

限りそのままの委で建設する 。

(2) 風力により羽般を回し、粉を挽くという風半

機能をお! なわない。

(3) 日本の国内の法規にの っ とって いる 。

(4)  所定の工期、コストを満足する 。

オランダの j孔阜の構造極別は、大別して 2 純労1

ある 。主として郊 外に建て られる高さの低い木造

.  ｾｾｪｲ きのものと、都市音 ＱＱ に建てられる高さの向

いレ ンガ造のも のであ る。床組はいずれも木造

である 。高11市古11のものは風を受けやすくするため

に高さを高くし、中段にステージをも っている 。

今回、建物の躯休部分は耐風 、面 一 ｴｾＧｾｉＺ 能を巧 ｬ 台、

して円筒形状の壁式鉄筋コンクリート造の 7 階，怨

とし 、各階の床も鉄筋 コンクリ ート造としている 。

この変更に対応して、風車メカニズムと躯休部分

との J[!見合い詳細を考案している 。

外装はレ ンカタイル貼りとしている 。

羽似を含む局、Lヰドメカニズムおよび ml'.' 11は、オラ

ンタにて設計、製作されるものをそのまま用いる

こととし、局所的な補強i にとどめている 。羽般を

f! R ¥上方向に向ける必要があるため、頂部は単に編

休部分に! 被せられているだけである 。 このため、

強風11寺の 浮きあが りおよび回転| 坊 11:.機mを付加し

写真一 2 風車メカニス.ム( 上部歯車とシャフト)

ている 。 ステージ部分の木村は 、アフリカ産のア

ゾベと呼ばれる強度の高いものであり、その物性

から許容応力度を設定し、安全性を偽記J している 。

恭礎には、敷地が浬立地であり沈下がi並行して

いる J也域であるため、ネガティブフリクシ ョンを

カ y 卜した外殻鋼管付きコンクリ ー ト杭を用いて

いる 。最終沈下量とし て 120 cI1l を巧 J: [ i : している。

なお、法的取り扱いは、記念処造物であり、工

作物となっている 。

おわりに

今回計画されたオランダ風車建設工事は、関連

各昔11箸とりわけオラ ンタ竹 中、 j民I' p大工のフ ェル

パイ社の協力を得て実施され、今年 3 月峻工とな

った。 オランタの郊外を思わせる思立地で、海よ

りl吹く風を羽根に受けて粍やかに回る姿は美しく、

大空に向かう姿から、 『もずの夢j と命名 された。

] 凡夜、風車は休日に日本人の j孔Jr 守によ り逆転さ

れている 。

日本で初めてというオラ ンタ 風 'Ii 建設に関わる

ことができたことを幸運に思うとともに、当風車

が、シンボルとして多くの市民に税しまれること

を原! f [ ってや まない 。

ハ、てでd こヲじ 株式会社竹 r中|ド3 にt務語p町; 大阪4本メ刈刈刈1，1九1

¥-j- ずきあつお 11 主1任f: J
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照明計画支援コンビュータ

ーグラフィックスシステム

西 敏弘

ル ( C R  TIII 可保 として仰られている腕度分布 ・色

彩等が人1: 日の目に! 長じているとお りに再現 されて

いるかどうか ) の解明が 卜分とは言えないが、と

もかく C Gによる照明シ ュミ レー シ ョンの リアル

ティには目を見はるも のがある 。

照 明 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

本システムでは 三 次元の! ! ( ' ， IりJ O/ ミュレ- ; / ョン

を行うため、従来から行われている 二次元の II!!I りl

計算に 比べ計算而が複維 ・多岐にわたり、そ の計

算: 量 l立、これまでの照明計算の上七ではない。

縄i度分布計) ) : においては、拡散反射による制度

成分について光源からいろいろな商で順次反射し

てゆく経路に従 って計算を行い 、つぎに視点を定

めて、見える簡素だけについて従来のレイトレ ー

シング法と矧似の方法て4 指向性反射による純度成

分を計算し、最後にこ の両 万 を1m算ーしている 。

こ の指 Ａｬｉ ，度 分布計算においては 、 つぎのような Ｇ ｉ ｾ

項につ き、任意に条件設定が行える 。

(1) 光源

照明器具の配光特性 、取付位置、取付高 さ、 II H

射方向、光源色 ( 3 刺激他 R . G . B に比例 した数

値 ) を任意に設定て“ きる 。 なお lIf1 r明器具と被 )1(11釘

が近い場 合 、 1.'1.光源とみなせる位l支に I照明昔住民を

分割l して計rl を行う 。

(2) 視 線

自の位訟と悦似の方向 ( 倒/. i . ) を 、任意に設定

できる 。

(3) 物体の属性

函素の i立; 丘と )J 向、[ 師」さの色 ( R .  G  .  B ごと

に指定 ) 、而，t の拡散反射特1"1、鋭而反射特性、

透過特性を任芯: に設定できる 。

室 内 照 明 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例

上り | 滑段のある 4下1111の lJ -' 央に、テーブルとイス

がセ ントされている 。 IWif立のテーブルf I ! リの I(Uは鋭

)1(i

'

91il -t i IHjにおいてその効米ーを係認する手段とし 帰りとな っており 部屋のコーナーには什総の l二

て、数値計算による子 illiJ 、あるいは悦明 ・実物実 に凶函を持っかぎり物がある 。 )!I¥' 明器具とし て、

験により子 illiJ . 確認することが行われている 。数 天井に見込ダウ ンライト ( 氾球 ) 、墜にプラケ ント

{ 直計算に よる子測は 、照明条件をイン プ ソ卜し て、 Ｈ コンノ ず クト ｆ し Ｉ 、 床にフロアスタンド Ｈ ｾｉｬ ｴＡ＼ ) 、

一 平而 ( I1' Jimi ) の )!(i 度分布 市I¥J 支分布を数値ある さらに市山形 の ｲＮ ｧｾ r-，J l t!<) が配出 されている 。

いは等高線で結果を得、これ を もとに実際の地 設 ( 図ー 1 )  

として好ましいか否かを判断するも の である 。顕 照明シ ミュ レ- ; / ョンの紡栄として 、ダウ ンラ

の 中で数値あるいは等高線から光の UjJ 慨を思い浮 イト 、ブラケ ソト フロアスタンド等による m¥"JJ

かべるには 相 当の経験を要するし、またそのイメ の効果 、か ぎ り物・ 鋭 ・床各 l伺の反射特性の列IJ )II:

ージを人に伝えることは ｾ ｉ Ｂ ￬ ［ ｜ に隊 ｼ 制Ａである 。 悦引 がリアルに表現され ている 。 ここで、ブラケ y ト、

実験による予測J . 確認は 三 次元 (I(J ，l干価が可能であ フ ロアスタ ン ド、 rti. i i 1) 杉株主Lは 、いず れも透過111:

るが、 II!! 時i環境を完全に模 J¥リiヒするこ とは閑哲11 で 散性材料が二次光源而として腕いている犠[ - を、

あり、また実物実験によ る 万法は事前評価Iが不 可 疑似的にシミ ュ レー ンヨン しているものである 。

能である 。

コンビュー ター グラフ ィ y クス ンステム ( 以下

C  G ) では、模型実験 ・実物実験 を行うことな く

照明環境を 三次元的に予 illiJ でき 、それを視党を jffi

じて; 利!日l て' きる 。

目的とする ! 照明環境が何られるか告か )1(1，1別式|ポIIJ

H寺1;1 で干且党を通じてチェ ックできる この「照明計

画支tZ: C GJ は、照明 条例 、悦丘、物体の属1 ' ' 1 : を

変えることにより、さまざまな照明シミ ュ レーシ

ヨンが可能である 。

現段階では、 i照明ンミ ュ レーション のn能レベ 図 - 1 室内照明のシミューレーション例

テ ニ ス コ ー ト の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例

テニスコート周 II fl 明総引を I'，'[jさ 6 mに設;η した

場 合の 、コート l耐の明るさ、宅I l 刊の lりl るさを シミ

ュ レーシ ョン している ( 図 - 2  Ｉ 。 本Ａ照明総 ｬ ｾ は、

七) J ( i 'Jにも光がでているため、ラリーの場介はも

ちろん、! ! ( ' ， IリJ r. mの高さ以 | にポールが 1'，がるロ

ビングの場介にも、確実にポールが )111 ｲ ｾｊ されてい

ることカぜよくわかる 。

従来の)!(¥ｉ ｾｉ 計算では、たとえばコ ー ト Ｑｍ 等、あ

る一平 I(ij ( 陸Ji 而) の予 il1i J しかできなか ったが、 C

ｇ では、 ｾｈ ｜ｉ の ｉ ｜ｆ ｊ るさも同 ｈ キ にシミ ュ レーシ ョン

できる 。

図 - 3 、図ー 4 に、本システムの構成を示す。

図 - 2 テニスコート照明のシミュレーション例

カラ ーイメージ

スキャナ

カラ C  R  T  

キーボード

・7 フレ y 卜

図- 3 ハードウエア権成図

二次元画像

4苗画 ‘ 稲 'l< ，合 成

二次元カラー

画吻読み込み

(;f トロ ーラ)→ : 1)

1  軍司自力

図- 4 ソフトウエア構成図
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- 免震構法を実現する 鉛・積層コム一体型免震装置

オイレスレッドラパーベアリンク

LRBの設鐙状況

L RB LRBの断面構造

連 結 鋼 板

内部鋼板

直言己

① 一つの装置で、免震に必要な機能を

全て満足しています。

③ 減衰要繁はきわめてシンプルな繕造

です。

③ 地震波のくり返しに対しても耐久性

にすぐれ、少なくとも建物供用期間

中の特別な維持管理は不要です。

⑥ 一体裂のため、取り付けが簡単で施

工性にすぐれます。

⑤ 減衰容量を情造物に合わせて自由に

設計できます。

。J L

語題麗彊I

、、

'<t 

|構造と機能 |

・L RBは、ゴムと鋼板を交互に積み重ね加硫接着し

た積層 ゴ‘ム体の中心に、鉛コアを埋め込み一体化し

たシンプルな弾性支承です。鉛直荷重を支持する機

能と、相対変位を適度にコント ロールするための減

衰機能を有しています。

・一般に、免震装置として必要な機能は、下記の通り

です。

E

E

E

 

L

“

同

月

ゐ

飼

阿

ゐ

困

問

機

機

持

性

機

支

弾

元

重

平

一
何

水

復

①

②

③

 

④ 振動減衰機能

⑤ トリガ一機能

[ L R Bは 0 8 1 円(ニユ ジーラ ン 川 開 発 実用化され 当社が園

内における特許実用実施権を得て国産化を図っ たものです。

(P A T  胤 1352810)

(，lI !i 'tフfイレス工業株式皇祖

本 社 ・営 業 本 部 干 105 東京都港区芝大門| ー3- 2 f i  (03) 433- 1395 

支 広 ・営 業 所 東 京 ・大阪 ・名古屋 ・札幌 ・仙台 ・北関東 ・静岡 ・広島 ・九州
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施 工 材 料 の 頁
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建物の免震技術

ー現状と展望ー

池 永 雅 良

J也徒による揺れをアイソレーターにより低減す

るという免震の技術も、概念としては古くからあ

ったものの、その実用化が近年にな ったのは、地

震の波の性質がわかってきたこと、地震応答計算

が容易にできるようになったこと等のほかに、免

震に必要な機能を満足し、その特性が明確なアイ

ソレーターが実現されたことが大きい。

免渓構造では、一般に支承 ( 積層ゴムなど ) を

有する装置が、構造体に設置される 。 ダンパーは、

地後H寺に生 じる免震装置部 ( 桜層ゴム ) の過大な

変形を jfpえるために必要である 。 また、そのほか

に台風など風によ って免震建物が横綴れしないた

めのトリガ一機能 ( ある程度の機力までは動かせ

ない ) も 必要とされている 。

プであ る。この中で、世界的に設も実紛の多い免

長装Ki が 、鉛入り h'tJ 音ブム である 。

図ー 1 に、タンノマー内線型の 、鉛入り積層コ' ム

( L R B :  Lead- Rubber  Bear ing ) の椛j立を示す。

L R B は、鋼板とゴムを交互に積み重ね、加硫接

着した積層ゴムの中心に、鉛プラグを捜め込み、

一体化した免震装置である 。

ビル免震の事例

中低層のヒル全体を免i兵するもので( 基礎免 i]，{ )、

免良装置は 一般に基礎と l 階床下との聞に設置さ

ビル用に比べてーJ'; 去が小さく 、そのままでは変形

可能指 が小 さいため、f l ' t J荷ゴムの周聞にはノ〈 ック

ア y プリンクという 1氏l乍僚の表 I([j 処. E' ll をしたドー

ナ Y 状の鋼板が車Il み込まれ、大変 If;1時には、この

リングで有iifx を受け 、大 きな変形 ill が雌1託される

よう工夫されている 。

1989年 7 月 9 日に究生した伊豆半島* ) ] ; '1' 地震

では加速速度が 1/ 3に低減されたことが観測され、

住宅免渓の効果が実証されている 。

床免震

れ、 1 1; 皆から最上階までは、ほぽ同じレベルまで 市i i ! t の法礎免LE抜術のほかに、建物のある特定

地渓応答を低減させるものである 。 オイレステク の部分だけを免震化させるとい った、いわゆる床

ニカルセンターの例では、 L R  B35個を使用して 免渓がある 。 とくに保Il 草したい機器が怨物の一部

いる 。 にある場合て¥たとえばコンビュータールームが

このビルは神 奈川県藤沢市にあり、 R C  51情雄、 その紗IJ である 。偉物の 1 - 2 フロア分ぐらいの規

延床面績が4，786m' ，建物重量約7 ，500t on である 。

使用されている L R B は直径650 、700、750、800

mmの 4 筏類で 、柱下に設置されている ( 写真 一 1 )。

1988年 3 月18 日の東京都東部;'1' 地震が、現在まで

このビルで観測された最大の地震で、そのときの

最大加速度を 表ー 1 に示す。 E W、 N S 両方向と

も 1 I渚- 5 階までほぼ同じ値で、基礎に対して E

W方向で約2/3、 N S 方向で 1/2に低減されている 。

住宅免震

免震建物の対象も、 R C 造のビルから木 j笠の住

宅まで広がってきていて、 1989年 6 月には、第一

号の免震住宅が奇争岡県伊東市に完成している ( 写

真 ー 2 )。

肢であれは¥ビル全体の" & 礎免反よりコストが{ 氏

いと言われている 。

床免震では、支持桁重が小さいこと、 ビル免誌

に比べて水平周期の長いこと、高さが低いことが

必要などの Jえか ら、ビル免震とは 全〈黙なった 免

震装置が開発されている 。図 - 2 にその一例を示

す。支承はきわめて 小 さな摩擦係数 ( 3/1000以下 )

のポールベアリングを使い、復元力は四方向に煩

ったコイ l レパネて与m え、床と基礎との相対変 1別立

を適度に 11
1 ' さえるためのダンパーは、 rE分寸土中li 性

体によりエネルギ I吸収を行うものである 。実験

・解析から、床の Jm速度は 1/5 - 1/10に低減され、

相対変形iil は20cm以下に押さえることが可能とな

って いる 。

このアイソレーターも、各種のものが開発され この建物には荷重 10l onと15t onの 2 種類の免艮 ("IH: が ま さ よ し オ イ レ ス 工 業 株 式 山 沢 工 場 )

技術 2 部開発諜主I . E
ているが、その主流は積層ゴムにより荷重を支え、 装置が10倒使用されている 。免震装置は、ピル免

エネルギーを吸収するダン パーを合わせ持つタイ 浪にも使用されている鉛入り桁層ゴムであるが、

表- 1 地震観測記録 IjlfiL( 'm/ s
2  

付けプレ 卜

図ー 1 鉛入り積層ゴム( L R B)  

写真一 1 L R B設置状態 図- 2 床免震装置
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日本建築協会

月間の動き

平成元年10月分

E里

第 4 固定例理事会

事

. 6.  

:Ili: 

25 日 4 時 - 5 時 於 本 会 会 議 室

出席者 佐野' 会長ほか 15 t，

議事 (1)逮築関係団体合同忘年慾税会| 矧mの件

(2)建築関係 8 団体合同新年交礼会|羽恨の件

(3)建築工事実務講習会|羽恨の件

(4)第 2 回日本建築協会11実施の何

(5)講泌& シンポジウム 「者11市 ・建築 ・デザ

イン 」後援の件

(6)入退会者* 認の件

(7)報告事項

編 集 委 員 会

第 7 回会員企画小委員会

6 日 6 時 - 71時半

出席者 高田副委員長ほか 7 名

議事 (1)シリーズものの報告と今後の企画

(2) 女性会員の集いの企画

第 7 回作品作風小委員会

11 日 6 時 半 - 811寺半 於本会会議室

出 席 者 府 高IJ 委員長ほか 3 名

議事 (1)  I新建築調査表」の作品のi鑑定

Ｈ Ｒ Ｉ 最近 の作 品 Ｑｾ ｪ ｬ 車状況 ・ 予定報告

(3)  I Ga ll ery J 内容報告と今後の検討

第 7 回編集委員会・拡大編集委員会

12 日 4 時 - 711寺 於本会会議室

出席者 長谷部委 員長ほか 12名

議事( 1) 9 月号 「精進の省力化」 ・ 「鹿UA建 設大

阪支庖設計部作品集J 特集報告

(2)10月号「都市現段創造と設備iーII ー」

「ユーザー参加のハウジング」特集経過

報告

(3)11月号 「第36回背年技術者 」特集経過報

主t

o  

(4)12月号 「誠一近 の問覧会ノ マビ リオ ン」 特集

経過報告

(5)  1 月号 「商品化住宅のデザイ ン」 特集経

過報告

(6)  2 月号 「ニ ュータウン ・ルネサンス J( 仮

称 ) 特集経過報告

(7)  3 月号 「スケ ール感J (仮称) 特集経過

報告

(8)  4 月号 「プ レハブ住宅の工業化J (似材、 )

特集経過報告

66 連 築 と社 会/ 1989年 間 号

(9)来年の表紙デザインの検討 | 議事 (1)計画系合同特集 の企画報告

(10)来年、及び次年度の企画検討 ・その他 (2)  2 月号 「ニュータウン ・ルネサンス J (仮

( 1 1 ) 収支状況報告 |  称 ) 特集の企画

3 月号計画分科会「スケール感J ( 仮称) 特集第

2 回幹事会

12 日 7 11寺- 9 時 於 本 会 会 議室

出席者 団中幹事ほか 2 名

議事 3 月号「スケール感J (仮称) 特集笑検討

第 B 回施工材料分科会

17 日 4 時 - 7 時 半 於 本 会 会 議室

出席者 志水幹事ほか 4 名

議事( 1 ) 12月号「最近の w覧会パビリオン 」特集

の経過報告

(2)  I施工材料の頁 j の企画

(3)  4 月号 「プレハブ住宅の工業化J (仮事j; )

称 ) 特集

第 5 回計画分科会ー建築系一

20 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 上 杉 委 員 ほ か 6 名

議事 (1)  I花 ↑1.9・政府苑j の見学

(2)  3 月号 「スケール感J (仮称) 特集案報

& .  

Eコ

(3) 本分科会の次年度の特集の企画の検討 、

及び次年度の委員編成について

第 3 回設備分科会

23 日 4 1時- 6 時 半 於 本 会 会 議室

出席者 佐藤斡事ほか 3 名

議事 (1) 編集委員会の報告

(2)  I設備の頁 」の企画

(3)  I設備特集」の方向づけ

第 7 固広告企画小委員会

24 日 4 時- 5 時 半 於 本 会 会 議室

出席者 渡辺副委員長ほか 4 名

議事 (1)10月号「都市環波書IJ 造と設備 2 H ユーザ

一参加 のハウジンク j 特集広告収入報告

(2)11 月号 「第36回青年技術者」特集広行途

中経過報告

(3)12月号 「最近の防覧会ノマビリオン 」特集

広告収入途 中経過報告

(4)  1 月号「商品化住宅のデザイン 」特集・

「謹賀新年挨拶」広告途 中経過報告

(5)  2 月号 「ニュータ ウン ・ルネ サ ンス 」特

集広告途 中経過報告

(6) 3 月号「スケ ール感」 ・「東海支部」特集

事 業 委

ロ A

貝 玉

若い会員の集い「北村陸夫氏」個展講演会分科会

2 日 6 11寺半- 8 11寺半 於本会会議室

出席者 松 本 幹 事 ほ か 3 名

議 事 個 展 ・講演会 ・見学会の内容

第 1 回リゾート施設見学分科会

3 日 6 時 - 8 時 1; 号本会会議室

出席者 中川委員ほか 3 名

議事( 1 ) 分科会の名称について

(2) 分科会の今後の運営について

(3) 見学会の企画につ いて

第 1 団関東地区建築見学分科会

5 日 61時- 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 久保田委員ほか 4 名

議事 (1)分科会の名称について

(2) 分科会の今後の運営について

(3) 見学会の企画につ いて

第 9 回「音楽と建築」企画分科会

6 日 61時 - 91侍

出席者 ゲ ス ト 波苦11貞清氏、稲本直氏

田知l主査ほか 3 名

議事 進行台本の最終硲認

第 5 回若い会員の集い「工コロジカル」企画分科

.o、

Z 玄

11 日 6 時 半 - 81時45分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 富 野 副委員長ほか 3 名

議事 ハービィ ・シャピ一 口氏講演会について

第 1 回 1 泊見学分科会

19 日 6 時 - 71時15分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 伊 東 委 員 ほ か 2 名

議事 (1)分科会の今後の運営について

(2)分科会の名称について

(3) 見学会の企画について

若い会員の集い小委員会第 2 因企画

「音楽と建築」 ーバ ロックをあなたに 演奏会

21 日 61侍- 8 時 半 於 大 阪 中 央 公 会 堂

講師 渡部貞ｩｊ ｾｩ ｬｘ ( 前仁愛女子短期大学教授 )

演奏 アムジ一室内合奏団

参加者 212名

広告途 中経過報告 | 第 4 回若い会員の集い「北村隆夫氏J 個展・講演

(7)平成元年度独自特集企画及び検討 、そ の | 会分科会

他 I  24 日 711寺- 9 1時 半 於北村アト リエ

(8) 収支状況報告 |  出席者 大川主査ほか 3 名

表紙デザイン打合せ

24 日 61時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 力n藤 力 委 員 嘗 山 悦 司 氏 松 村 芳 治 氏

( カメラ 7 ン)

議事 来年の表紙デザインの方向づけ

3 月号計画分科会「総合」特集第 3 団幹事会

25 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 田中 幹事ほか 5 名

殺事 3 月号「ス ケ ル感J (仮称) 特集案検討

第 4 回計画分科会一計画系一

26 日 6 時 - 8 時半 於本会会議室

出席者 田中幹事ほか 3 名

議 事 個 展 ・講演会 ・見学会について

第 B 回若い会員の集い「関西の祭事」研究会

25 日 61時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 大 森幹事ほか 1 名

議 ｾ ｉ Ｚ｜Ｍ I関西の祭事」 中間報告

第 2 回近代建築・古建築見学分科会

27 日 61時- 7 時 於 本 会 会 議 室

出席者 福本委員

議事 (1)稲本委員より、足立裕司神戸大学講師に

お時[j い相談の内容が報告された 。

(2)福家委員が10月20 日林野全孝京都府立大

学名 誉教授にお願い相談の内容について、

、



v  
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事務局森 ノ木より報告があ った。 議 事 今 後の検討材料

24 日

17 日 8 時 - 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ドホテル

教 育 委 員 会

工 高 生 教 育 小 委 員 会

4 日 5 時 - 7 1時 半 於 本 会 会 議室

出席者 中野副委員長ほか 5 名

殺事 本年度 ・第35回工高生デザイ ンコンクール

応募作品の予備審議

第35図工高生デザインコンクール審査会

14 日 1 時半 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 狩 野 審 査 委 員 長 ほ か 12名

片倉教育委貝長ほか 9 名

殺事 第35図工高生デザインコンクール若手盆会

見学会 10時 - 4  11寺30分

参加者 24名

場 所 川島織物中央技術文化セ ンター ( 京都)

ビ デ オ 映 写 会

オース卜ラリア、 ニュージーランドのウォータ

ーフロント・リゾー卜開発一

世界のリゾー ト事例研究 ・最新ビデオ資料集

オーストラリア 5 巻、オークラ ン ドl 巻

一企画 ・制作 J 1  C  C 総合開発局 、

1) アイルラ ン ドリゾー卜 4 ) シドニー

2 ) ゴールドコースト 5 ) ダー リングノ、ーパ-

演 題 「食物と健康」

講r. rli 大 塚 滋 氏 ( 武 flj!J II 女子大学教技 )

参加 者 73名

住宅管理研究会

第 2 固住宅管理研究会作業委員会

20 日 1  11寺半- 5 11寺 於本会会議室

出席者 高 田 座 長 ほ か 16名

談 i J>; 7i問j 主計画の実質的な内容の検討

10月 の 入 会 者 (敏嗣品 )

(11司人会員 10名〕

出 版 委 員 会

3 ) パース 6 ) オークランド
織 III 邦男 大西 消 小山 政 ￌｾｩ

第 B 回委員会

19 日 5 時 - 6 11寺 於本会会議室

出席者 須 賀 委 只 長 ほ か 5 名

議事( 1) ( プロのノウハウ 〉 と特装本の経過報告

(2)今後のテー7 と執筆者選定について

(3)プロの ノウハウ講座シリーズ? n 2 回 「建

築設備の健康診断J 笑施報告

建 材 委 員 会

11 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 金 井 委 員 長 ほ か 17名

材料説明 免災用桜層ゴム/ 中川委只

21 日 2 時 - 5 時 於 本 会 会 議室

23 日 2 時- 5 11寺 於 本 会 会 議室

参加者 40名

建築関係団体合同忘年懇親会

第 1 回実行委員会

16 日 3 時 - 5 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 鶴 田 実 行 委 員 長 ほ か 12名

議 事 '89建築関係団体合同忘年懇親会について

建 築 ク ラ ブ

第210回朝食会

切剖全国書后で好評発売中/

「建築技術J 12月増刊号

実 践 建 築 工 事 検 査 E

鉄 筋 ・型 わ く ・コ ン ク リ ー 卜 工 事 の 検査 ・試 験

方 法 を 、 そ れ ぞ れ 項 目 を お って解説していく

品質自在保のための必f跨マニュアル。

亀 田 秦 広 監 修 A 4判 280頁 税 込 定 価3. 300円

特集⑨

仕口の設計

(，(1;砕熱小I ' . J .) ( 大同姐恐 1・傍所 ) ( 竹中 1 f)H 1，') 

児玉 {IJl 明 後 必 浩 美 般 本 敏 跡 !

( 叫池山 ) ( 竹中 l 紛山名 II ，W 1山 ) ( 人 件帆 }

ミ世4 ! . 男 緑 山 正 和 利 l到 羽u羊

( 1+臨 I J )  ( 仲， ; 大下 ) ( Yfl l
'  

1 初 1，
1，)

ｩ ｲ ｊＧｊ 回 ｦ ｾ
{ 太田" ' 主人 'n

1  . 仕口の股酎と施工

①鋼構造設計の新しい動向と

仕口設計の問題点

床構造入門

ス ラ フ の は な し

さまざまな構造形式のスラブを、それぞれの

特徴を上手に 生 かして使い分けるためのガイ

と施工

②柱 ・梁仕口の種類と特徴

よく利用される仕口の種類

と特徴/ 溶接仕口、高カボ

ルトを用いた仕口

③H 型断面柱と梁仕口の構造

特性

ドフーック 。

松井 源 吾 著 A 5判 167頁 税込定価2. 300円

欠陥だらけの施工だから ・.....

指 標 場 所 打 ち 杭 工 法

20余 年 間 も 土 を 掘 り 続 け て き た 著 者 が 、 基 礎

の 施 工 で し、かに欠陥が 多いかを痛感 して新し

く書 き下ろした 警 告 の 書。

北 中 克 巳 著 A 5判 500頁 税 込 定 価7.500円

株 式 会 社 建 築 技 術

干151 東京都渋谷区幡ケ谷 トト2 福西ビル

TEL. 03 (5371) 3811 FAX.03 (5371 )8282 

今回の特集では 、建築鉄骨の 中でも、最

も重要な柱と 1誌の桜 合昔日における問組点を

浮 き彫りにしながら 具体的な方法を 紹介し

ます 。 さらに、今後の鋼構造設計の新しい

動 向 や 特 殊工法も 併せて紹介します 。

連載⑨建築法令を考える

検E 建築強度規定の変遷

と建築構造技術 S

明治中頃、本格的な建築法制を望む

声を機に開始した、市街地建築物法令'

粁余曲折を経てここに施行される! !

@ 鋼管柱と梁仕口の惰造特性

⑤H形断面柱と梁仕口設計の

要点

⑤鋼管柱と 梁仕口設計の要点

2. 特殊工法

①N Cダイヤフラム

②S T型ダイヤフラム

③G コラム

④S T リンク

⑤C コラム

⑤ノンスカラップ工法

⑦八イスプリ ット工法

@ パドル工法

<@S Nビルデイング

⑪D F コラム

6 7  



21世 紀 の 都 市 空 間 を め ざ し て 一新梅田シティの概要一

h't水ハウス側、( 附青木建設、附束芝、ダイハツ

ディーゼル( 附は 、 4 社が大阪市北区大淀 "1" 1 丁目

に所イi する約41，300m'の土地にこのほど、 iili 紡起i

， Ｚ Ｇ ｾｉ ｦ＼ｩビルを Ｇ Ｑ Ｑ 心とする者 ＱＱ 市開発事業を行うことを

決定した 。

，'，百さ 170mの述紡超高層インテリジェントピルで

は、I' i I Irl j' 1λl 前副J における快適さの追及だけでなく、

生前の場にふさわしい爽快さにまで配慮した i 21

世 紀のビジネス空間」をめざして いる。また、ウェ

スティン ・ホテル ・カンパニー直営による最高級

郎'n'¥'U王| 際ホテルも計画され、そのほか商業施設、

スポーツ施設など、、、延床21万 01' におよぶ新侮閏シ

ティは 、21世紀の者11市EE間として大阪の新名所を

めざしている 。

絞数の超高層ビルの頂吉 ＱＱ を連結した超高層 ｾＧ ｉＧ

民主I>l lに象徴される「新梅田シティ 」の幻氾! 的なイ

新梅図シティ模型写真

ンハクトは、目11市における人間と F1然の新しい| 刻 . 人間優先インテリジエント未来都市 ※ 但し、後援 ・協質団体 、地方公共団体関係者間

係の従芸能を泊して郎市空間に組み込まれた n然、の . 税切者IIr行 財団にそ寄付したところの関係者、同財 団の情報

ダイナミズムは、米米者[1市のひとつのスタイルを

悦楽したものと いえる 。総卒業費は、卿億円 ( -(-

定 ) 、1990年以ぷ工、 1993年 4 月竣工予定。

}jfu，没慨号2.

オフィス N!

，11止新インテリジェントピル

- 地上40[; 伴、俗反 1[ ; 皆、地下2J ; 昔、高さ 173 m 

. 大阪のランド 7 ークとなる 21世紀の建築

， 2 十点問! の瓜古11をつないだ連結超高層ビル

， ，主紡された的苦 ＱＱ を 「 空中庭園 ｊ と呼ＢＧｾＮＺ

，1，民望エレベー夕、空中エスカレータ

- 多目的 !H途のイベントホール 、各版会主民主、オ

フィスワ ー カーを M象とした 、スポーツクラフ¥

- ラビリンス ( 迷' ，1;' ;都 市 )

i' 主総先 新キ毎回ンティ Hf. 1発|協議会事務局

大阪市北区村上岡 1 - 1 - 3 - 2800

T  E  L06- 344- 2781 担 当 大 森

住宅・建築省エネルギー

フォーラム開催

( 財 ) 住宅 ・建築省エネルギ一機織 ( 東京 ・港区 )

は、建設省、住宅金融公庫及び住宅 都市笠制ii 分

間のf全般と関係60同体の協債を得て 、平成 2 年 2

n  13 日( 刈に、東京 ・大手町のサンケイホールで、

「住宅 ・処築省エネルギーフォーラム」を開催する 。

会H 関係者などは 14，000円

参) J1l 11J 込 問令せ先

Ｈ ｮ ｾ＠ ) 住宅 ・建築省エネルギ一機構 フォーラム係

点京 自[1港区亦坂 1 - 6 ー 19 勝永ビル干 107

T  E  L  03- 583ー 7121

OF F I CA PL AZ Aオープン

ー くろがねインフォーメーションセンター

オフィス ・インフォーメーションセンターとし

てオフィスに |刻する様々な情報を提供する i O F F-

l C A  P L A Z Aj がこのほど開設された 。

i OF F I CA P L A Z Aj の特色

レストラン、クリニ y ク、ショールームフロア このフォーラムは、[ f . J財団が毎年 2 月の省エネ (1)ライブラリー

等を併殺。 ルギ一月 [HJ に、特別企画行事の一環として、各界 オフィスイ ンテリア、インテリジエントビル、対

ホテル似 の権威を初いて笑施しているもので、今回で ｾＱＰ 鋭、都市などオフィス関連の図書約500冊のほか、

・世界と l{ f給するエレガントな最高級都市引ホテル l副を迎えるが、住宅建築物の省エネルギ- ) i ，i : 新技 |五|内外の雑，t!:.#(J50i1けをそろえ、図書の閲覧のほか

， ｴ ， ｾ ｩｊ、、ウ ェ スティン ・ ホテル大阪 Ｈ 仮 ｾｉｊ［ Ｉ 術の発表の場として、各/J 而から許伽l を得ている 。 データベースによる情報検索サービスを行う 。

， j也 1:28附、併記21;皆、 地下3階、高さ 130 m ｾ ｾ ｩｮｲ ｛ ｩ ・ 談話 ｩ 内谷 (2) ギャラリー

・約:本数約400 'ii '  j主毛 ・往築における省エネルギ一対策の現 il l.と 新人アーテイストの作 l思:展を行うなど、一般の

・大宴会場、 'Iq宴会場 展望 アーテイストに 向けて開放する

- レストラン 、 コ ヒーショ y プ、ラウンジ、エ

クセ' クティブ ・パー

・ホテル L早期スポ ツクラブ

コンセプ ト ( キーワード )

(1)まち づ くりの観点から

， f山 L た域廃をつくる 一環境が建築を規定する、

まちづ < Iり)  

ＨαＲＩ 川 ｬ日 ｽｾ Ｍ ｪ 発の Ｔ悦且比Ｎ人点 ｬ

， I市H川i民己が! 集i必5う、まちづくり

- 周辺地域のインパクトとなる、まちづくり

・参 JI Jij 企業のオリジナリティが表現された 、まち

づ くり

(3) n! S  rli の悦f 怖、ら

， ｉ Ｎ ｅｉｉｉｾ＠ rli 1  ( 広場世界の文化経済交流r ，11市

68 

建 設 大 臣 官 房 事 議 宵 立 石 工r

f位近の省エネルギー主主築物

芝浦工業大学教段 IIfj 野{ 忠夫

. 健康で与快適な住宅のあり方

建設省建築研究所居住環波研究室主任研究只

J)i 飼和1 I)'j

- 最近のコージェネレ ー ションの動向

東京都立科学技術大学i l L チシステム工学科教授

山仁川呆93

- 住宅の結成| 坊 lト

東洋大学工: 学者11教佼 土屋而雄

. こh からの生前

東京大学教養学時11教授 木村尚三郎

参)JI I'f1i 15，000問 ( il!itf 校内枠 )

(3)オフィス的報コーナー

C A D、資料展示カメラ、スチールビデオ、 V H S

ビデオなどを f皮ってオフィスに[ 期する↑ 占有i をビジ

ュアルに表現する 。

(4 )オフ ィス相談コーナー

オフィス ・レイアウトの変更を考えている人に、

E  S  S によるワーク ・ステーション、ゾーニン

グの分析を行 った後、変更後のモデルを立体的

なJI央イ象的報として伝える 。

(5) 一般↑ M品コーナー

ビデオ、資料秘示カメラなどで情報提供を行う 。

1:1] い合せ附くろがね工作所 i OF F I C A P LA Z A  

A  j 大阪市 中央区i B: 修町 2 - 2  - 15  

T  F. 1，0日- 201- 0700 

、唾

、町
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監理呉市建設局建築課 ・日挫訟計 |  位計監理安井建築訟計事務所

地工 清水主主訟 ・増岡組 ・大之木建段共同企業体 |  地工竹中工務庖鹿島建設明和工務庖林正s股工業(今津建設)

広 島 県 立 歴 史 博 物 館 … ・ ・・…・. . . . . 一… … ー ・・ ー.. .12 1  共同企業体

訟 計 監 理 広 島県土木建築部都市局宮僧凱佐藤総合計画 |  ソ ラ リア プ ラ ザ ビ ル … … … ・・ … … … …. . .・ H ・- … 6

施 工 熊 谷 組 背 木 建 設 鈴 木 工 務 庖 共 同 企 業 体 |  訟計監理 日建設計地工大成雄股・施品主s設共同企業体

. ホテル |  ノノ〈ティ ながの・・・ ・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・…一. . . . .・・・・・・・・・・・・ 6

シ テ ィ ホ テ ル 美 波 加 茂 一 ・・ ・・ ・・ ・ ・・・ ・- ・.. . . . 1  1  股計監理河内長野市 ー車畑建築事務所

訟 計 監 理 安 井 建 築 政 計 事 務 所 施 工 間 組 |  地 工 施 島 建 訟 ー大林組西松主s鼓共同企業体

赤 松 ビ ル ( 天 王 寺 東 映 ホ テ ル) ... . . . . . . . . . . . ・- ・.. .. . 2 1  A MM N A T  SQUA RE  ....... 一. . .. . . . . . . . . . . . . 7  

設計監理広谷建築綜合事務所 1  I ' l : 計監理 三菱地所設計総工竹中工務庖

施工熊谷組大阪支庖 ・福川建訟 J V  1  住 吉 タ ー ミ ナ ノ レ ビ ル (Li v ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . .... ・.. .. 7  

ホ テ ノ レ ナ ゴ ヤ キ ャ ッ ス j レ・・ ・・・・ ・一・・ー・・・ー ー3 1  設計監理 西日本旅客鉄道 安井建築設計事務所

施工 (百学校) 砂原組 ・大之木建設 ・掛田建設 ・日興 |  訟計施工竹中工務庖 |  地工飛品建設鹿島建設大鉄工業共同企業体

わけ 図魯館)創挫工業 |  エ ク シ ブ 白 浜 ・ ・ ーーー ・…・ ……. . . . . . . . . . . . . . . … 7 1 加 古 川 駅 前 市 街地 再 開 発 ビ ル カ ピ ル21. …・ 11

名 古 屋 商 科 大 学 高 度 情 報化 対 応 教 室 棟 … … ・ ・ … 3 1  訟計監理日l : I ! 按計施工成品挫霞 |  設計 成品建政大阪支庖都市問題経営研究所

訟計施工竹中工務庖 |  ホ テ ル オ ー ク ラ 神 戸 ……………・・・・ ・・・ ・… ・… … … 8 1  監理 ア ル ・アイ ・エ 地工鹿島建設大阪支庖

皇 品 書 館 大 接 附 属 資 料 館 … ・ … … … ・… ・・… … … ・… 3 1  設計監理観光企画設計社 |  尼 崎 信 用 金 庫 ........................................... 12  

設 計 抱 工 竹 中 工 務 広 監 理 佐 川 建 設 |  地 工 鹿 品 建 設 ー大成建訟 ・大林組 ・野村越設工業 J V 1  按計監理 日 建 設 計 施 工 鹿 砧 建 設

大 阪 音 楽 大 学 ・ザ ・カ レ ッ ジ ・オ ペ ラ ハ ウ ス ー 6 1  静 岡 ク レ セ ン ト ホ テ ル … … ……・・・・…・・ … … .. .. . 8 1 ・医 療施設

設 計 監 理 日 建 設 計 施 工 魔品挫訟 l  設計監理安井建築ｾ ［ 十室施工藤木工務庖 l 下 関 市 立 中 央 病 院 -・ … … ・ - ・… - ・… .... 2  

設計監理霊知県建築部営繕謀、伊藤遮築股計事務所、オオパ

施 工 西 絵 ・永楽建訟共同企業体、矢作雄股工業、太啓建訟

瀬 戸 旭 医 姉 会 館 … … . .  .  .  • .  .  .  .  .  .  • .  .  .  .  .  .  .  . ・a ・. . . . ・・ ・3

訟Z十 監 理 問 殴 針 縫 工 油 池日組 ・信和建設共同企業体

長 野 県 伊 那 文化 会 館 .... . . . . …・…・…. . . . . . . . . . . . . . . . 4  

設計監理大建殴計

施 工 戸 田 ヤマウラ ・宮下強酸共同企業体

大 阪 薬 業 保 健 セ ン タ ー ・・・・ ー一 ー…・ … … … .. 6

設計監理安井建築設計事務所

施 工 大 林 組 藤 木 工 務 庖 J V

日 本 た ば こ 猫 回 記 念 体 育 館 ・ ・ - ・. . . ・・・・ .. .. 7  

設計監理 ジエイテ ィ不動産大阪支底

施工銭高組・ンエイテ ィ不動産 J V

福 井 県 立 武 道 館 本 館 … … … … … … … … ・ … … ー8

設計監理 日建設 計 名 古 屋

ぬ工 熊谷組 ー飛島建言霊前田建設工業本館挫殴工事共同企業体

鳳 保 健 文化 セ ン タ ー ... . . ・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・ 8

訟計監理堺市建築局建築部、大建訟計

施 工 不 動 建 政 ー梅原建訟 ・国誉建設工事共同企業体

京 都市 国際 交 流 会 館 ………. . . . .. . … 一 ー ー .... .10

段計監理 京都市住宅局営繕部営繕課 ー殻備謀、* 畑建築事務所

地 工 要 岡 野 太 平 共 同 企 業 体

広 島 市 西 区 民 文 化 セ ン タ 一 等 複 合 施 設 - … .... 10

I  
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号

訟針山下訟計段計監理下関市. 山下段計

施工 大林組・熊谷組・nu組・1百野組ー友田組ー福ホ建設共同企業体

吉 凹 歯 科 医 院 … … ・・・…. . ....... . . . . 一ー ........... . 7

位計監理 徳間日克主II 築段計事務所

施工徳阿工務115 奥国組共同企業体

. 集合住宅

コープ野村新 安 城 ・・…・・・・. . . . . . … ・… ・ … ・ーー . 3  

訟!t 施工竹中工務f占

ノぞークシティー鳥見 - ー.. . . . . . . . . . . . .. .. … ..... ... 3

基本設計 日本設計事務所名古昼支社

実施設計竹中工務庖名古屋支底

監修 日本設計事務所名古屋支社

地工竹中工務広東レ建設 ・三井建訟熊笹組共同企業体

リバーフ ロ ン ト 日 興 ・・・・・・・・ .. . . .. ....・ H ・.10

段計 KA.MI 強築設計事務所

監理広島県住宅供給公社施工日興

センチュ リ一 天 王 寺 ・… 一 ... ................ ... .. ... 10

訟計監理 大阪市住宅供給公社挫訟部、安井挫築股計事務所

施工輿付組

. その他

日 清 食 品 中 央 研 究 所 ・・・・・・・・ ・・ー ー… ー ・… l

E 針地工 大成建訟

明治生命京者I1パ ス ト ウ ー ル 研 究 所 ・・・・・・・・・…・・・… l

段 計 大n組 施 工 大 林 組 。浅沼組 ー太平工業 J V

基 礎化 学 研 究 所 … ・・・・…・・…. . . ・ H ・-ー ーー ー ・ . 2 

股計監理 日強股計

施 工 清 水 大 林 ー鹿品 ー熊谷 ・大成竹中 戸田共同企業体

ノ ー リ ツ 八 王 子 基 礎 研 究 所 ・商 品 研 究 所 ・ーーー 2  

股計監理昭和股計総工鹿島建設

ウ ェ デ イ ン グ ワ ン ダ ー ラ ン ド 福山平 安閑・・・・ 3  

設計太蹴連合連築訟計施工大末建設広島支庖

ロ ー ラ ン ド 細 江 工 場 ・…ーー・・・・・ .... ...... 3  

設計地工大成雄設名古屋支庖

天 理 教 神i金分教会 ... . . . . . . . . . . . . . . . . .. ... … ・・・… 6

設計監理匠建築事務所地工飛島建段広島支庖

イトーキ岡 山流 通 セ ン タ 一 一・ー ー ーー… …・… 9

1 計監理安井建築訟計事務所

地」二 鹿品- u! 設 不動主主段 。藤木工務庖 J V

株 式 会 社 扇 雀 飴 本 舗 姫 路 工 場 … … ーーー ・・・ 9

ス ケ ッ チ ブ ッ ク

2197 相生通り 鷹匠ピノレ/ 2198 パームスクエアジェームス

山/ 2199. 草i:l t7ーアプラザ健康クラブ/ 2200 三井生命札幌

大通ピル/ 2201 藤和舟入ハイタウン/ 2202 コートロイヤ

ル/ 2203 浜悶邸/ 2204 縦町山荘(外人専用7 ンション)

1  

2205. IL R OSE O/ 2206. IL  R OSE O A NNE X/ 2207 株式会

社一号館本社配送セ ンター/ 2208 スペース X ピル/ 2209

香川県県民ホール/ 2210 紅の家/ 2211 ギャラリー Whi t e

Hou世 / 2212. PA LNES 2 号館(前後駅前再開発事業) /

22日天満橋カナヱピル ・ー ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 目3

2214 聖十字病院老人精神病棟/ 2215 ニ y セイ福井ピ J レ/

2216 段教寺三m. 大俗/ 2217 国立夜須高原少年自然の家/

2218 新学社草津物流センター/ 2219 グラン ・ドムーノレ澗

布/ 2220 日本ランデイ ック本社ピル/ 2221 藤江昼分大社

屋/ 2222 ライオンズマンション帝塚山 ・ ... . . . . . . . . . . .  4  

ＲＲＲＳ 問中邸 Ｏ ＲＲＲＴ 岐阜銀行ｬＪ良五町長 ｈｾｴ 田 ｊ IJ¥，liNr / 2225 

ピヤ高官アミ均ス市街地再開発事業/ 2226 鴨川市多目的体

育館/ 2227 ライ 7 コ ト萩の台/ 2228 上村工業本社ピル/

2229 姫路港旅客上屋/ 2230 ドミンイル御影/ 2231 朝日屋

川米航 ー・ーー・ー・ ー ・・ ... . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5  

2232 備本邸/ 2233 仙台座名古屋庖/ 2234 紅の家 2/ 2235

淀川リバーサイド第 4 分娘住宅(第 1JlJl ) / 2236 トヨタビス

タ奈良香芝営業所/ 2237 桑名信用金庫大山田支庖/ 2238 昭

和62. i f . 度静岡高等学校/ 2239 トヨ夕方ローラ南海河内長野

営業所/ 2240 トヨタカローラ奈良高田営業所・ ・・・・・・・・・・ 6

2241 千栂野E証/ 2242 名古屋名 lf A短期大学/ 2243 県立淡路

病院第三病棟/ 2244 ラ ーメ- ) レ北大阪/ 2245 太陽生命御池

ピJ レ/ 2246 線問天祥ピ ノレ/ 2247 シティーパーク武庫荘/

2248 伊官接銀行内子支応/ 2249 中国短期大学光風寮 ・・ 7  

2250 佐賀来邦生命ピ J レ/ 2251 サンハウス木目' 川/ 2252 市

営中央駐車場/ 2253 東和証券大阪ビル/ 2254 西天満大治ロ

イヤーピル/ 2255. i . i 山県立砺族学園/ 2256 富山駅前桜町市

街地再開発# 業/ 2257. " 7 リノトピア天橋立/ 2258 護法ピー

II 

号

チハウス ー一. . . . . . . .. . . . . . … ・・・・・ ・・・ 9

2259 ホテルリ γ チ高松/ 2260 協栄生命償浜本町ピル/ 2261

芦屋市改良住宅 5 号棟/ 2262 廃虚町マンンヨン/ 2263 昭和

女子大学若葉寮/ 2264.宝塚医療会館/ 2265 昭和精機工業事

務所練/ 2266 真生印刷堺寮/ 2267. TW1N BOX  伸晃恵那工

場 ー・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ 田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・ 11

夢 を の せ る 輸 送 設 備

総論

縦 形 都市 ・1也下 都 市 に 対 す る ビ ル 輸 送 シ ス テ ム の

現 状 と 未 来 … … ……・ … ・・ … . .... ・H ・- 今 井 宏郎- ーl

各論

昇 降 機 設 備 計 函 の 基 礎 知 識 …. . .. ・H ・- 佐 藤 正 昭… l

エ レ ベ ー タ の 現 状 と 今 後 の 動 向・・… 市 岡 洋 一・. 1

エ ス カ レ ー タ の 現 状 と 未 来.." " .. . .. 辻 保HIJ... 1  

昇降機の管理と保守一遠隔盟主視化へ ・矢 野 純 一 1

資料編

都 市 化する 社 会 を 迎 え て ー 輸 送 設 備 製 造 ・保 守 ・販

売 会社 一 覧 .... . ... . . . . . . . . . . . . . .... . . . . . . . . . . . . . . . . ...... 1  

リ ゾ ー ト 事 情

序論

総 合 保 養地 域 整 備 法 の 制 定 の 背 景 … 林 洋 一ー 2

アンケー ト・リゾー トを語る

リゾ ー ト 事 情 論 ー リ ゾ ー ト模 様29 ・プ ロロ ー グ ー

… 田 中 直 人… 2

アンケート ・・・・・・ ・・・ー ・ ・・・ ・・ .......... .... .. .. 2  

それなりにリゾート / 遠 藤 剛 生. 日 本 の リ ゾー ト

の 難 し き / 北 村 隆 夫. 自 然 を 助 け る 心/ 上 川禎 彦.

遊 び は 自 分 で つ く り た い / 坂田穫 男. 島 の リゾー

ト/ 河 野 博 之. 文 化 の 産 業化 、ないしは精神的価 値

観 の 商 品化 / 西 尾 直. 行 き た い 人 と 行 け る 人 / 宮

崎 洋 司. 地球 を い と う ア プ ロ ー チ/ 稲 悶純 一. リゾ

ート 地 としてのサント リー ニ 島/ 北村 陸 夫. ある

提 案/ 松 下 良 一. 余 暇 利 用 の 実 践 的 報 告/ 康 岡 利

点 東 洋 の地 中 海 へ/ 松 村 一 男. “ 自己発見 の 場"

としてのリゾート / 池 上 俊 郎 ・リゾー トと日本人

の レ ジ ャ ー/ 加 藤 弘 治. 海 外 旅 行 に お け る 日 本 人

の リ ゾ ト志 向/ 小 川 洋 一. 百 年 の 計 を い ま こ そ

真 剣 に/ 稲 葉 好 勝. クラブメッド、初めにソフ トあ

りき / 川 村清. 楽 し い 時 間 の 創 造/ 乾 和 夫. 都 会 の

中に心 の リゾー トを求める / 杉 上 宣正 . 交 通 事 業

て の ノ ウ ハ ウ を 生 か し て/ 沖 洗 三. 都 市機 能 を備

え た 非 日 常 空 間 の 提 案 / 田 中正 二郎. リゾートは

企画なり / 菅 原 宏 夫. 地域 経 済 の中 でのリゾート

開 発/ 西 国吏 利. r三 重 サ ン ベ ル トゾーンj 構 想/

小川 益 司 "説 " 黒 潮 リゾー ト/ 前 晴 夫. 琵琶湖リ

ゾ ー ト ネ ッ ク レ ス 構 想/ 問 中 健 晴 ' 7 イ カ ン ト リ

ー ・リゾート事情/ 山上 庄 一. r宮 崎 太 陽 海 岸 都市 j

の 創 出/ 長 山登 志 男. 六 甲 ア イ ラ ン ド 『ウォータ

- . ワンダー ・ワールド 1 / 浅 野 高史

マップ

日本列 島 リゾー 卜開発 構 想 - ……・ 回目・ … ・ー .... 2  

資料篇

総 合 保 養地域 整 備 フ ロ ー チ ャ ー ト/ リゾー ト整備

構 想 一 覧 / 総 合 保 養地域 整 備 法 ・・. . . . . . …・・ … 2

竹 中 工 務 届 創 立90周 年 記 念

序

建 築 の 風 雪 と 社 会 性 と 一 束 孝 光 氏 を 囲 ん で

東 孝光 / 狩 野 忠 正 ・相 木 浩 一 ・向 井 久 夫 ・松 下 明

子 ・増 田 俊哉 ...... ....... .... ...... ... .... ...............2

作品

梅岡センターピノレ/ ワー j レド本社ピノレ/ 北野阪急ピノレ/ 六甲

J ぞインモーノレ/ 播磨屋本庖円山后/ 赤福本庖五十鈴茶屋/ ベ

ノレウイング/ ニ y ケパークタウン/ ナピオ阪急/ 吉本ビノレデ

ィング/ オー ーエム ホテノレ日航ピノレ/ 松蔭女子学院大学 ・

短期大学/ 池田五月 山教会礼拝堂/ 神戸山手女子短期大学 3

号館/ 京都センチュリーホテ J レ/ 7 ;，.- ' y クス本社ピル/

口

τ 7  

UCC コーヒ一博物館/ 千里中央パークヒルズ/ 四条通アー

ケード/ 神戸ポートピアランド/ 新神戸オリエンタノレホテノレ
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・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大前京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 庖

St andard 

フタノ 業

⑨日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

74  

本 社

日本写植セ ンター

津山写値センタ

干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30

干892 鹿児島市名山田T4-7 三宝ビル

干708 津山市大手町8番5号4婦&ii全信

宮 0 6ほ活 ) 1111代

含 ω9 2 ( 26 ) 4371 

g 悌682 (4 ) 1771 

本 キ土

天 理 営 雛 所

⑮ 550 大阪市西区西本町 1 - 13 - 3 3  

電話 大 阪 06( 532) 代0461 <!!!J 550 

天 理 市 丹 波 市 新 町 5 0

あ T

勺 ・r -

ゆ 与 さ

λ 一ー 阪 フ

雇円君" t

+良二一 i重 う

工l ! L 区 ス

ま株雪票実

it 式E 77
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v  

空 気 聞 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施工

φ 2 5朝日3 : 業社

本 社 東 京 都 港区浜松町 1 - 25- 7  電話 ( 434 )6171( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1 - 58- 59 電話 (302) 2271( 代)

支 広 北 海 道 ・東 北 ・名 古 屋 ・ 中 国 ・九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

ｾヲイヲ〉練武会社
率直 大匝志社〒650 大阪市西区江戸堀1丁目 9番25号 電話(06)441-8231

東 京 本 社 干 102 東京郎千代田区市士見2丁目 15番 10号 電話(03)261-8231

支 社 名古屋 ・偏岡

主 唐 札 叫 仙台 新 j.ij . 大宮千聾慣浜・金問ー京r . I ! ' 神戸。天哩岡山

広砧高松熊本

営 鱒 所 帯 広 前 館 背 棋 肱 IIJ ・盛岡前借長野ー静岡ー盟国 i: l! ' T.¥'山ー

嗣井 徳山・松 111 . 高知・北九州・鹿児品・郎副

出彊所 旭川福品川崎松江ー徳島下関・長崎・大分・Ｎ［Ｚｾ崎

海 外 主 底 シン ガポールホ ンコン

披楕研究所 〒354 埼 玉 県 入 間 ml 三 1i 町大字北氷井390番地 電話(0492)58- 15日

空気調和設備 / X ， @ : 業設 備

給 排 水 設 備 1 /冨、 l 水 処 埋 胞 設

電 気 設 備 マー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 応 長

白 谷 清 二

三 田 村 嘉 也

大阪支庖 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06(202)3071( 代表)

本 J吉 東京都千代図区有楽町1-4-1 電話03(502)611J ( 大代)

支 l苫 名古屋 ・九州 ・北海道・中国・東北・北陸 ・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支 庖 大 阪 市北区紅+ 毎回T 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1  ((1j 

本 社 東京都中央区日本精蝋殻田T 2  - 2 2 電 話 (667) 3431  (大 代)

支 社 名 古 屋 仙 台 ・札 帆 ・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 儲 浜

。 空 気 調 和 衛 生 設 備 設 計 施 工

韓式会社 三 晃 空 調

本 社大阪市中央区域見 Ｒ 丁目晴 ｾｉ 号 ｙ イン Ｒｉｍ ｉｄ ＿ ワ 電話 06- 949- 1371

東 京 本 宿 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新宿住友ピル屯話 03 - 344ー1911

大 阪 本 広 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18 号 電 話 06- 363- 1371

支 庖 1111 台市背葉区大町 2 丁 目 2 番 10 号 .;tt 話022 - 261  - 3002 

名古屋市中村区名駅南 2 丁目 14番19号 電 話052- 581- 8571

広島市中区紙屋町 l 丁目 2 番22 号 電 話082 - 247 - 4535

稲岡市中央 区大名 2 丁目 4 番22 号 屯 話092ー761- 3795

営 業 所 札 眺 ・ 償 浜 京 都 神 戸 ・ 松 江

出 張 所 青 森 ・ 秋 田 ・盛 岡 大 宮 千 葉 ・川 崎 富 山 ・福井 ・和歌山・

鳥取・岡山 ・高 松 下 関 照本 ・鹿児島・沖縄

，、 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 諌 結

個9 よりよき環境へ繍で挑む一一一

<+x!) 株式会社主書研

伺園 田一_..・

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II 番16号( オートセンタービル 1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1  代 表

メン汁ンス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

東京支広 東京都千代田区九段南2丁目 2番5号( 九段ビノレ 2 - 4 階)

郵便番号102 電 話 東 京 ( 03) 262- 3  2  4  1 代 表

商白は空気ですo ¥ '  ｾ＠
a・・・ 織と空気のエンジ= ヨコ門ーーーー

〉ー〈J 5551
・世

空 気 調 和 t 主主L 搬 送 機 設備

給 排 水 衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工灘横式倉祉

大 阪 支 盾 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干 100 東 京 都 千 代 回 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

「舗副踊・" " " : : : ) 空 気 調 和 設 備

一 市 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備 d

東 海 機 工 . 織 童 書 舎 健 夫 隠 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 田r3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京橋 2 了目 9 T E し(562) 1  3  5  1  

支 l高 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 1] -] 2  ¥u 06- 313ー1846

大阪営難所

枚方営鍵所 枚方市甲斐聞東町 9 - 3  ｾｬｌ ＰＷＲＰ Ｍ ＴＹ ＭＲ Ｑ ＲＸ＠

給 ・排 水 ・衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁 目 8 番 4 号 電 館 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京都 ・天理 ・川西 ・神戸

⑨日本管工業株式会社

本社連京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 凹 町T 2  0 需 I也の l

電話( 681) 5  1  0  1  - 5  夜間専用 (691 ) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満1- 5- 20 屯話 ( 06)352- 3501間

三 軍 支 唐 津 市 栄 町 2 - 1  1  1  .. 立話(0592)26- 361則的

四日市営難所 四 日 市 市 西 末 広 町 電話( 0593)53- 743l(( 1:l

滋 賀 営 難 所 大津市中央 2 丁目 4- 28 ｾ屯 話Ｈ 0775)22- 9738(( 1:l 

75 



「ー十

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

ー を 栗 原 工 業 繍 式 会 紅

取締役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - 1 1 0 1

支 j吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 南 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 興 社

代表取締役 土 井 敏 裕

本 社 大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代)

支 唐 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代)

出 張 所 川 崎 ・ 相 僕 原 . J!R. . 滋 賀

限 り な き ク リ ン に 挑戦 す る H

電気般傭・ クリーン ル ー ム - 冷. 房役備

給 俳 水 衛 生 設 備 ・ 置十狼制御段備・立体自動倉庫

ヱネルギ ー集中監視 システム・回転式自転車置泊

置宣 E十 施 工

& 三室電機株式会祉

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

念 社 干530 k 阪市北[ >( j I I j . R渦 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T E L  06(364)  1  4  7  1  

r EL EX 523- 3  2  8  7  

東 京 宣 庖 干 105 班 点 都 港 医 師惜2- 16( ニュー 斬 惜 ピル) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

名 古 屋 宝 庫 〒462 名 古 鹿 市 北 区 金 雄 三 丁 目 12 - 14 T E L  052( 991)  5  1  3  1  

神 戸 宝 庫 干657 神 戸市灘区岩邸中町 1-2-9(エピスピル ) T E L  078( 881)  5  5  7  1  

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

四-ー:!:::i!?)(株)副 O: J : J !]C:

T  E  L (  0  7  2  9  )  3  9  - 3  6  1  0  

工 場 干580 大 阪 府 松 原 市三 宅 中8丁目 l 按9号

第 一 干639- 11奈良県大和初山市小泉町 2 7 4 4

第 二 〒597 大 阪 府 貝 塚 市 王 子 5 0  1  

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗 布防水・ シ ー ト 防水・ モ J レタ J レ防水

・ 樹 脂 注 入 籍 着 工 法 各 般 樹 脂 注 入 接 着補 修工 事

・ 亀 裂 術 修 工 事 各 位 樹 脂 注 入 ・充 填 ・ コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 事 y リコン ・チ オ コ ー J レ・ウレタン・アクリノレ

・ 吹 付 工 事 アク リノレ リy ン ・ljlj l性タイノレ・その他

く〉建 段 重量 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般ー 53) 第 51225号

く〉 日 本 シ ー リン グ 工 事 業 協 会 4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  

ｊｉｾ 拘 ｬ 地所扇町ピ ル ＲＰ Ｑ S  

T E L 0 6( 315 ) O  7 0 1  

昇 降 機 設 備 工事

。来) 特殊技研

。 株 式 曾 社 目 立 製 イ 問 中 国 妨

干7 3 0 広 島 市 中区 基町 11苦手10号(千代田生命ビル)

屯 話 広 島 ( 082 ) 223 - 4111 (代)

76 

@ 這 暖 房 眼

寺電・ー....

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 ・ ' ‘ ，I ， U :II'.

③直義組王室掃員

誠 実 と 技 術でお応えする一一

。 住 友 電 設 株 式 会 社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男

本位 / 字詰3大阪市緬』島区福島7丁目22-Stl (a)4S2-1151(大代) 東京ノ〒105 寅京I ! 湿区芝 2丁目 2- 17tt (田)454-7311 (大代}

. プラン ト工事

ll! 園 工 事 . 情緒システム工夢

暗 t鼻水 商 隼 工 事 先E 通システム工事

椅 鉱 配 管 工 事 CATVンステム工事

消防絶股I l ! 縄 工 " 8' ・アンテナ装置工事

電 気 設 備 ⑤ 設 刊 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ビ ル T E L 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385)1361(代) 京都営嫌所 T E L 京都075(311 )1l 85(代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出強所 T E L 福岡092( 771 ) 6  1  6  8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

専務取締役支社長 + 黄 田 幸

大阪市中央区高閲僑 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 君主

本 社 東 京 音B 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ内 ・新宿 ・繍 浜 ・名古屋 ・九 州

営業所 ・出張所 全 国 主要 都 市32 ヶ所

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

Mast er  Bui l ders Tech、010引es

凋t モ.J" 1..1 ::::.. ｾ勾居住象司 ｫｾ 重量 ｚ 画面量

目曹マスヲ ｉ｟ｾｊＧＢ ヲ Ｑ 弐揖式会員
本 社 . 東 京 都 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 T E  L03・582-8813

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2-23( 信 愛 ピ ル ) T  E  L06-202- 3294  

。... - TJ - ) ¥J *- 鴨代の断熱用シ~人A

1義人シ. --'"今

日n/¥l ，イナ11ーシート P

目立バイナリーシート P は. 目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術て相暗した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

目豆電線棟武曾批判開干代田区間約 Ｒｔ 目 ＱＮＲｾＨ 平代田ピル Ｉ

.'  

ｾ＠

‘  

• 



Tl I J I レヲ Jl 歩ゆJl

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

宮

田

屋皇

豆至.
色 彩長 尺 物

I:l 

ロロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

ア フ タ ー ケ ア ー

S 小 波 . s大 波 ・V i.皮 ・ポ ンク ス 波 .w ジ ャ ン ボ 彼 ・V テ y キ

S V ジ ャ ン ボ 被 ・ボ ル ト レ ス ルー フ BL .d仁の他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・工キゾスター( 強制 ) )  

ボーロイド( 断熱材 ) O. G.K . ※ カ タ ロ グを 待11 ｾ ，Ｇ ｦ［ ｬ＼ Ｍ ｆ さい

iJ)i. .f IXJJi. M 

途用

Tl I J I レヲ J l J 9J l 製造掠式会祖

〒660 }己111:'f ，Iil 昭 和 南 j凶リ 3 - 26 松 本 ビ ル 屯 話 大 阪 ( 06)412  - 5131  ( 代 )

大|以 ・JL.州 ・:?" ，';  ｢ｻ ・ ｽｌ ，ｉ ［ｬｾ ・ Ｊ条 ・ 刈 谷 ・姫 路

干335 以 di 塚 越 5 r "  6 祷 32 号

* -1ヒ ・東 京 . 1具J * ・熊 谷

1E話 厳 ( 0484)42- 3115(代 )

盛
大 阪 本 社

支 庖及 工 場

体育館屋根フネンシングル

デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二Jn弓ヌヨニJ ( クラウ ト用無収納 ) 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

・子ニ ｊｮ 守 Ｓ ーデ Ｂｊ Ｇｊｾ Ｈ主主主＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・安二J nES(土 質 安 定 用 意 硬 材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ nI J OOO(製品用超高度 j昆和 材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式業 株産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 TE L 本杜 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

社

A

Q

玄
浦 産 業 株 式

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社コト

式

社

練

会
--

社

A

Q

玄
洋 物 産 株 式光

TEL  滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  T EL 大 阪 ( 0 6 )  
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03379- 12 雑誌

わすか14mmの厚みで、遮音等級LL-50。

タジマから「アコユカウッド50J*JT登場。

苫ミヨ長議這3ShasF告a
構成図

- 仕 上 げ 材 5.0mm厚

ポリウレ7 ン塗 婆

ナラ材ツキ4置

中質繊維材

ナラ材 Yキ4慌

制 保シート

(ガラス織維補強)

・パネル 9.0mm厚

J AS I頒 合 板

パーム材


